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1. はじめに
Emulex® OneCommandTM Manager アプ リ ケーシ ョ ンは Emulex LightPulse® ホス ト

バス  アダプタ  (HBA) および OneConnectTM ユニバーサル コンバージド  ネッ ト ワーク

アダプタ  (UCNA) 用の包括的な管理ユーティ リ テ ィーで、 強力で集中管理されたアダ

プタ管理パッケージを提供します。 アダプタ管理には、 ス ト レージ エリア ネッ ト ワー

ク  (SAN) のど こにあっても、 また、 複数のオペレーテ ィ ング システムのプラ ッ ト

フォームに渡るものであっても、 単一コンソールからのローカルおよびリモート  アダ

プタの検出、 レポート、および管理が含まれます。 リモート設定機能は、同じ  FC SAN
上のホス ト  システム経由でのファ イバ チャネル (FC) アクセス、 またはリモート  マシ

ンの IP アドレスからの送信制御プロ ト コル / インターネッ ト  プロ ト コル (TCP/IP) のい

ずれかによ り提供されます。OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンには、グラフ ィ

カル ユーザー インターフェイス  (GUI) およびコマンド  ライン インターフェイス  (CLI)
が含まれます。 CLI のインス ト ールおよび使用の情報については、 『OneCommand
Manager コマンド  ライン インターフェイス (CLI) バージ ョ ン 6.1 ユーザー マニュアル』

を参照してください。

OneCommand Manager アプリケーショ ンは、 次のよ うな作業を行う場合に使用します。

 ローカルと リモートの Emulex と  OEM ブランドの Emulex アダプタだけでは

なく、 FC または TCP/IP 上のホス ト、 ターゲッ ト 、 仮想ポート、 仮想マシンお

よび論理ユニッ ト番号 (LUN) を検出する

 ローカル、 FC リモートおよび TCP/IP アクセスのアダプタを管理する

 IPv6 ホス ト上のアダプタのリモート  TCP/IP 管理

 iSCSI ターゲッ トの検出、 iSCSI ターゲッ トへログイン、 および iSCSI ターゲッ

トからログアウ トする

 Emulex FC、 iSCSI、 FCoE、 および NIC 専用のユニバーサル コンバージド  
ネッ ト ワーク  アダプタ  (UCNA) を管理する

 OneConnect OCe11100 シ リーズ アダプタを管理する  (NIC および iSCSI のみ )

 共通情報モデル (CIM) インターフェイスを通じて VMware ESX サーバのアダ

プタを管理する

 UCNA の DCB ( データ  センター ブリ ッジング ) 設定を管理する

 UCNA の FCoE (Fibre Channel over Ethernet) 初期化プロ ト コル (FIP) を管理する

 アダプタ  ライセンスを管理する  

 プロ ト コルのパーソナリティ を管理する

 容易なパラ メータ設定とファームウェア ダウンロードのために、ホス ト をグルー

プ化する

 リモート  ホス トからアダプタ  ダンプ ファ イルを取得する

 アダプタのワールド  ワイ ド  ポート  ネーム (WWPN) と ワールド  ワイ ド  ノード

ネーム (WWNN) を変更する  

 アダプタ  ポート を リセッ トする

 FC ターゲッ トの永続的なバインドを設定する
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 バッチ更新を使用して、 複数のアダプタに同時に FC/FCoE アダプタ  ド ラ イバ
パラ メータを設定する

 バッチ更新を使用して、 単一のアダプタまたは複数のアダプタ上のファーム
ウェアと  FC ブート  コード  (x86 BootBIOS、 OpenBoot または EFIBoot) を更新
する

 グローバル FC/FCoE ド ラ イバ パラ メータを設定する  
 アダプタ  ブート  (x86 BootBIOS、FCode、EFIBoot または PXE Boot) を有効また

は無効にする

 アダプタ上で診断テス ト を実行する

 ビーコンを使用してアダプタ  ポート を検索する

 FC LUN をマスクおよびマスク解除する

 FC-SP DHCHAP (Fibre Channel Security Protocol Diffie-Hellman Challenge 
Handshake Authentication Protocol) を使用した認証を実行する

 N_Port_ID 仮想化 [NPIV] を通じて FC 仮想ポート を作成および削除する  
 FC 仮想ポートおよび仮想マシンのマッピング情報を表示する

 SAN からの FC ブート を設定する

 リモート管理エージェン トの IP ポート番号を変更する

 選択したアダプタ  ポートの重要プロダク トデータ  (VPD) を表示する  
 選択したアダプタ  ポートの ト ランシーバー情報を表示する

 iSCSI ターゲッ ト  セッシ ョ ン情報を表示する

 サポート されるアダプタの vNIC データを表示する

 検出された SAN 要素に関するレポート を作成し、 保存する  
 ホス ト を SANへのターゲッ ト と して見せるよ うに Solaris 用 Emulex FC ド ラ イ

バ (EMLXS) を有効にする  Solaris 11 用の COMSTAR (COmmon Multiprotocol
SCSI TARget) をサポートする。 (COMSTAR ポートは、 LightPulse FC HBA を
使用した Solaris 11 上においてのみサポート されています。 )

OneCommand Manager のイ ン ス ト ール時、 オプシ ョ ンで OneCommand Vision
Sensor アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールできます。 OneCommand Vision Sensor は、
Emulex OneCommand Vision システムと連動するよ うに設計されています。 このアプ
リ ケーシ ョ ンは、実運用サーバ メモ リの消費と  CPU 占有量を可能な限り最小限に抑え
ながら、 重要な I/O パフォーマンス  データを収集するよ うに設計されています。

OneCommand Vision システムは、データ  センター環境における  I/O のプロアクティブ
な管理を実現するインテ リジェン ト  アプリケーシ ョ ンです。 IT 管理者は、OneCommand
Vision を使用するこ とで、 インフラス ト ラ クチャ内の I/O ト ラフ ィ ッ クの監視、 分析
によって、 I/O リ ソース使用率を最大化でき、ボ トルネッ クを特定でき、 またパフォー
マンス と可用性を強化できます。 OneCommand Vision は、重要な I/O パフォーマンス
データを収集、分析、および体系化します。 これによって、組織においては、パフォー
マンス  ベースラインを確立し、 確立したベースラインを基準にパフォーマンスをプロ
アクテ ィブに監視し、 問題が発生した場合によ り短時間で解決するこ とが促進されま
す。 詳細については、 http://www.emulex.com/vision/ を参照してください。 
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互換性 
OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンは次のよ うな複数のオペレーティング システ

ムにインス トールできます : Windows、 Linux、 Solaris、 VMware ESX、 VMware ESXi。

VMware ESXi 4.1 および VMware ESXi 5.0 ホス トでは、 Windows 上の OneCommand
Manager を使用してアダプタを管理できますが、 この場合には適切な Emulex CIM
Provider をインス トールして使用しなければなり ません。

注 : VMware ESXi 5.0 ホス トで iSCSI 管理やポートの無効化などの高度なアダプタ管

理機能が必要な場合は、OneCommand Manager for VMware vCenter ソフ ト ウェア

プラグインを使用します。 詳細については、『OneCommand Manager for VMware
vCenter ユーザー マニュアル』 を参照してください。

サポート されるオペレーティング システムのバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 アダプ

タについては、 Emulex の Web サイ ト を参照してください。

既知の問題
最新の情報については、 製品のリ リース  ノート を参照してください。

略語
ARP アドレス解決プロ ト コル (Address Resolution Protocol)

ASIC 特定用途向け IC (Application-Specific Integrated Circuit)

BIOS ベーシッ ク  インプッ ト / アウ トプッ ト  システム (Basic Input-Output 
System)

CEE コンバージド  エンハンス ト  イーサネッ ト  (Converged Enhanced Ethernet)

CHAP チャレンジ ハンドシェイ ク  認証プロ ト コル (Challenge Handshake 
Authentication Protocol)

CIM 共通情報 モデル (Common Interface Model)

CIMOM 共通情報モデル オブジェク ト  マネージャー (Common Information 
Model Object Manager)

CIN Cisco、 Intel、 Nuova ( データ  センター ブリ ッジング エクスチェンジ )

CLI コマンド  ライン インターフェイス  (Command Line Interface)

COS コンソール オペレーティング システム (Console Operating System)

CSV カンマ区切り値 (Comma-Separated Values)

DAC 直接接続銅線 (Direct-Attach Copper)

D_ID 宛先 ID (Destination ID)

DCB データ  センター ブリ ッジング (Data Center Bridging)
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DCBX データ  センター ブリ ッジング エクスチェンジ (Data Center Bridging 
Exchange)

DH デフ ィー ヘルマン (Diffie-Hellman)

DHCHAP デフ ィー ヘルマン チャレンジ ハンドシェイ ク認証プロ ト コル 
(Diffie-Hellman Challenge Handshake Authentication Protocol)

FC ファ イバ チャネル (Fibre Channel)

FCoE ファ イバ チャネル オーバー イーサネッ ト  (Fibre Channel over 
Ethernet)

FIP FCoE 初期化プロ ト コル (FCoE Initialization Protocol)

GUI グラフ ィカル ユーザー インターフェイス  (Graphical User Interface)

HBA ホス ト  バス  アダプタ  (Host Bus Adapter)

ICMP インターネッ ト制御メ ッセージ プロ ト コル (Internet Control Message 
Protocol)

IP インターネッ ト  プロ ト コル (Internet Protocol)

iSCSI internet Small Computer System Interface

iSNS インターネッ ト  ス ト レージ名サーバ (internet Storage Name Server)

LLDP リ ンク  レイヤ検出プロ ト コル (Link Layer Discovery Protocol)

LPFC LightPulse ファ イバ チャネル (LightPulse Fibre Channel)

LUN 論理ユニッ ト番号 (Logical Unit Number)

MAC メディア アクセス制御 (Media Access Control)

NIC ネッ ト ワーク  インターフェイス  カード  (Network Interface Card) また

はネッ ト ワーク  インターフェイス  コン ト ローラ  (Network Interface 
Controller)

NVP 公称伝搬速度 (Nominal Velocity of Propagation)

PFC 優先度ベースのフロー制御 (Priority-based Flow Control)

PGID 優先順位グループ ID (Priority Group ID)

PGBW 優先順位グループ帯域幅 (Priority Group BandWidth)

PHY 物理レイヤー (PHYsical layer)

POST 電源オン自己テス ト  (Power-On Self-Test)

PXE プレブート実行環境 (Pre-boot eXecution Environment)

RHEL Red Hat Enterprise Linux

RM リモート管理 (Remote Management)

RPM リ ソース  パッケージ マネージャ  (Resource Package Manager)

SAN ス ト レージ エリア ネッ ト ワーク  (Storage Area Network)

SCSI Small Computer System Interface

SFCB Small Footprint CIM Broker
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SFP 小型フォーム ファ ク タ  プラガブル (Small Form Factor Pluggable)

SLES SUSE Linux Enterprise Server

SR-IOV シングル ルート  I/O 仮想化 (Single Root I/O Virtualization)

SSH セキュア シェル (Secure SHell)

TCP 伝送制御プロ ト コル (Transmission Control Protocol)

TDR タイム ド メ イン リ フレク ト メータ  (Time-Domain Reflectometer)

UCNA ユニバーサル コンバージド  ネッ ト ワーク  アダプタ  (Universal 
Converged Network Adapter)

UEFI ユニファイ ド  エクステンシブル ファームウェア インターフェイス
(Unified Extensible Firmware Interface)

VPD 重要プロダク ト  データ  (Vital Product Data)

VPort 仮想ポート  (Virtual Port)

WWN ワールド  ワイ ド  ネーム (World Wide Name)

WWNN ワールド  ワイ ド  ノード  ネーム (World Wide Node Name)

WWPN ワールド  ワイ ド  ポート  ネーム (World Wide Port Name)

VM 仮想マシン (Virtual Machine)

XML 拡張可能マークアップ言語 (eXtensible Markup Language)
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2. OneCommand Manager アプリケーション コン
ポーネントのインストールとアンインストール

OneCommand Manager アプリケーションのインス
トール

Windows の場合

Windows の OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールするには以下
の 2 つの方法があ り ます。 

 GUI を使用した有人インス トール。

 コマンド  ラインを使用した無人インス トール。 

Windows での有人インストール

Windows で OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールする方法は次
のとおりです。

1. Emulex Web サイ トから、 x64 または x86 OneCommand Manager Enterprise キッ
ト  インス トール ファ イルをダウンロード します。 

注: IA64 システムの場合、 x86 OneCommand Manager Enterprise インス トール
ファ イルを使用します。

2. ファ イルをダウンロード したディ レク ト リーに移動します。

3. elxocm<version>.exe をダブルク リ ッ ク します。 Emulex OCManager Enterprise
ウ ィンド ウが表示されます。 [ 次へ (Next)] をク リ ッ ク します。 [ インス トール オプ
シ ョ ン (Installation Options)] ウ ィンド ウが表示されます。

 図 2-1  OCManager Enterprise の [ インストール オプション (Installation Options)] ウィンドウ
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4. インス トールするアプリケーシ ョ ンをチェッ ク して [ インス トール (Install)] をク

リ ッ ク します。 

注: OneCommand Vision Sensor もインス トール可能ですが、Windows SNMP サー

ビスがインス トールされていないと、 Sensor のインス トールは失敗します。

 図 2-2  [ 管理モード (Management Mode)] ダイアログ ボックス

5. インス トール時に、 [ 管理モード  (Management Mode)] ボッ クスが表示されます。
該当する管理モードを選択し、[OK] をク リ ッ ク します。 管理モードの設定に関する
詳細は、 43 ページの 「管理と読み取り専用 (Management and Read Only) モードの
変更」 を参照してください。

6. [TCP/IP 管理の有効化 (Enable TCP/IP Management)] チェッ クボッ クスをオンまた
はオフにして、 TCP/IP を使用した リモート管理を有効または無効にします。 使用さ
れる  TCP/IP ポート を変更できます (23333 は Emulex の IANA 登録ポートです )。

7. インス トールが完了する と、 [インス トール完了 (Installation Completed)] ウ ィンド
ウが表示されます。[完了 (Finish)] をク リ ッ ク します。[スタート ] メニューにシ ョー
ト カッ トが追加されます。 システムを再起動する必要はあ り ません。

Windows での無人インストール

Windows で OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールする方法は次
のとおりです。

1. Emulex Web サイ トから、 x64 または x86 OneCommand Manager Enterprise キッ
ト  インス トール ファ イルをシステムにダウンロード します。

2. キッ トは、 オプシ ョ ンのスイ ッチである  /q または /q2 を使用してアクティブ化さ
れます。

 /q スイ ッチは、 進捗状況レポート を表示します。

 /q2 スイ ッチは進捗レポート を表示しません。

3. mmode 引数を追加するこ とで Management Mode を選択し、 また以下の例のよ う

な選択値を持つachangeの引数を追加するこ とによ り Management Modeの変更機

能を選択しなければなり ません。
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たとえば、 コマンド  プロンプ トで次のよ うに入力します。

elxocm-windows-x86-5.01.00.10-4.exe mmode=3 achange=1 /q2

以下は mmode 値の候補です。

1 – ローカルのみ管理モード  (Local Only Management Mode)

2 – ローカル プラス管理モード  (Local Plus Management Mode)

3 – フル管理モード  (Full Management Mode)

4 – ローカル プラス管理モード と読み取り専用 (Local Plus Management Mode 
and Read Only)

5 – フル管理モード と読み取り専用 (Full Management Mode and Read Only)

6 – 管理ホス ト  (Management host)

以下は achange 値の候補です。

0 – 管理モードの変更を許可しない (Do not allow Management Mode to change)

1 – 管理モードの変更を許可する  (Allow Management Mode to change)

次のオプシ ョ ンのパラ メータを設定するこ と もできます。

 MHost – このオプシ ョ ンのスイッチは、 管理対象外ホス トのユーザーが、 登

録するための管理ホス ト を選択できるよ うにします。 このスイ ッチが指定

されていない場合、デフォルト値の 0 が使用され、この機能は無効化されま

す。 このスイ ッチが指定される と、値はホス ト名または IP アドレスになり、

イ ンス ト ーラーによって検証されます。 /mmode がローカルのみ (Local
Only)、 または管理ホス ト  (Management Host) に設定されている場合、 エ

ラー メ ッセージが表示されます。

 excl –このオプシ ョ ンのスイ ッチは、管理対象外ホス トのユーザーが、MHost
スイ ッチによって指定された管理ホス トからのリ クエス ト を OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ンが排他的に処理する よ う にするか選択できま

す。 このオプシ ョ ンは、 有効な MHost 値が付随する場合にのみ受け入れら

れます。それ以外の場合は、エラー メ ッセージが表示されます。 このスイ ッ

チが指定されていない場合、デフォルト値の 0 が使用されます。 このスイ ッ

チが指定される と、 有効な値は次のよ うにな り ます。 

0 – 他のホス トによって リモート管理されます。

1 – 管理ホス トのみによって リモート管理されます。

 Mtcp – このオプシ ョ ンのスイ ッチは、 リモート管理を有効化または無効化

したり、管理が行われる  TCP/IP ポート番号を指定するこ とができます。 こ
のスイ ッチが指定されていない場合、 デフォル ト の TCP/IP ポート番号の

2333 が使用されます。

管理ホス トのオプシ ョ ンが選択されている場合、デフォルトのポート番号を
選択するか、 有効な TCP/IP ポート番号をコマンド  ラ インに入力する必要

があ り ます。 0 の値は受け入れられません。

管理対象外ホス トのオプシ ョ ンの 1 つが選択されている場合、 コマンド  ラ
インで TCP/IP ポート番号を入力できます。
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Linux の場合

注 : OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンの GUI は Citrix XenServer 5.6 Sp2 お
よび 6.0 ではサポート されません。   

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンをインス トールするには、 まず以下のものを
インス トールする必要があ り ます。

 オペレーティング システムに対して適切なド ライバ :
 Linux ド ライバ バージョン 8.2.0.33.3p またはそれ以降 (RHEL 5 および SLES 10

オペレーティング システムの場合 )。
 Linux ド ラ イバ バージ ョ ン 8.3.5.X またはそれ以降 (RHEL 6 および SLES 11

SP1 オペレーティング システムの場合 )。

注 : RHEL 6 Enterprise キッ トでは、 libstdc++-5.so ライブラ リーのインス トール

が必要です。 このライブラ リーは compat-libstdc++-33-3.2.3-68.<arch>.rpm
またはそれ以降を通じて使用でき ます。 PPC と  x86_64 ビルドでは、

/usr/lib64 にインス トールされている  64 ビッ ト  バージ ョ ンが必要で

す。 i386 ビルドでは、/usr/lib にインス トールされている  32 ビッ ト  バー

ジョンが必要です。

 Linux ド ライバの前のバージ ョ ンはアンインス トールする必要があり ます。削除

する  Linux ド ライバのバージ ョ ンと共に出荷された uninstall スク リプ ト を実行

してください。

Linux で OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールする方法は次のと
おりです。

1. 「root」 と してログオンします。

2. Emulex Web サイ トからユーティ リ ティ をダウンロード します。 
3. OneCommand elxocm-<Platform>-<AppsRev>.tgz ファイルをインス トール マシン

のディ レク ト リーにコピーします。 
4. tar ファイルをコピーしたディ レク ト リーに移動します。

5. ファ イルを解凍 (untar) します。

 RHEL 5 および RHEL 6 の場合は、 次のよ うに入力してください。

tar zxvf elxocm-rhel5-rhel6-<apps_ver>-<rel>.tgz

 SLES 10 および SLES 11 の場合は、 次のよ うに入力してください。

tar zxvf elxocm-sles10-sles11-<apps_ver>-<rel>.tgz

6. ステップ 6 で作成された elxocm ディ レク ト リーに変更します。

 RHEL 5 および RHEL 6 の場合は、 次のよ うに入力してください。

cd elxocm-rhel5-rhel6-<apps_ver>-<rel>

 SLES 10 および SLES 11 の場合は、 次のよ うに入力してください。

cd elxocm-sles10-sles11-<apps_ver>-<rel>

7. インス トール スク リプ ト を実行します。 次のよ うに入力してください。
./install.sh
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8. プロンプ トが表示されたら、OneCommand Vision Sensor をインス トールするかど
うか選択します。

このインス トールで OneCommand Vision Sensor キッ ト をインス トールしますか? 
(Would you like to install the OneCommand Vision Sensor kits along 
with this installation?)

キッ ト をインス トールする場合は y を入力します。 
キッ ト をインス トールしない場合は n を入力します。 (デフォルト )

文字 'y' または 'n' を入力します

9. プロンプ トが表示されたら、 使用する管理のタイプを入力してください。

使用する管理のタイプを入力して ください。 (Enter the type of management 
you want to use:)

1 ローカル モード (Local Mode): このプラッ ト フォームにある HBA は、このプラッ ト
フォームのみで OneCommand ク ラ イアン トによ り管理できます。

2 管理対象モード (Managed Mode): このプラッ ト フォームの HBA はローカルまたは

リモート  OneCommand ク ラ イアン トによ り管理できます。

3 リモート  モード (Remote Mode): 「2」 の管理に加え、 このプラ ッ ト フォームの
 OneCommand ク ラ イアン トはローカルと リモート  HBA を管理できます。

4 管理ホス ト (Management Host): 「1」 の管理に加え、 このプラ ッ ト フォームの
 OneCommand ク ラ イアン トは リモート  HBA を管理できます。

オプシ ョ ン 2 を選択する と、リモート  ホス トからの TCP/IP 管理を有効化するか問
われます。

オプシ ョ ン 3 を選択する と、 リモート  ホス トの TCP/IP 管理を有効化するか、およ
び リ モー ト  ホス ト か らの TCP/IP 管理を有効化するか問われます。 使用する
TCP/IP ポート番号を入力するよ う求めるプロンプトが表示されます。 (フィールドを
空白のままにする とデフォルトの 23333 に設定されます。 )
オプシ ョ ン 2 または 3 を選択すると、管理ホス トのアドレスを入力するよ う求めるプ
ロンプトが表示されます。 (フィールドを空白のままにすると、何も設定されません。)
IP アドレスまたはホス ト名を入力できます。 管理ホス トのアド レスを入力する と、
このホス ト の管理を他のあらゆるホス ト から除外するよ う求めるプロンプ ト が表
示されます。

オプシ ョ ン 4 を選択する と、 リモート  ホス トの管理が自動的に選択され、使用する
TCP/IP ポート番号を入力するよ う求めるプロンプトが表示されます。 (フィールドを
空白のままにする とデフォルトの 23333 に設定されます。 )

注 : 管理ホス トは、 リモート  ホス トによって管理されません。

10. ステップ 5 で 2、 3、 または 4 と回答した場合、 OneCommand Manager アプリ ケー
シ ョ ンを読み取り専用モードで操作するかど うかを決める必要があ り ます。読み取
りモードはユーザーがアダプタのリセッ ト、アダプタのファームウェアの更新やア
ダプタ  ド ラ イバ プロパティ とバインドの変更などの特定の操作を実行できないよ
うにします。 これは、 ローカルの OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン イン
ターフェイスにのみ影響します。 これらの操作はリモート管理を使用して引き続き
実行できます。 「はい」 の場合は <y> と入力してユーザーはこれらの操作を実行で
きます。 また読み取り専用モードを希望する場合は、 「いいえ」 を表す <n> と入力
して ください。

11. ユーザーにインス トール後に管理モードを変更する こ と を許可するかど うかを問
い合わせるプロンプ トが表示されます。 「はい」 の場合は <y>、 「いいえ」 の場合は
<n> を入力してください。
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Solaris の場合

ユーティ リ ティが正し く機能するために以下をインス トールする必要があ り ます。

 Solaris FC/FCoE inbox ド ラ イバ バージ ョ ン emlxs 2.70 以降または out of box
ド ラ イバ バージ ョ ン elxfc 2.85.xx.xx を FC/FCoE 管理にインス トールする必要

があ り ます。 

 NIC inbox ド ラ イバ バージ ョ ン oce 1.20 以降または out of box ド ラ イバ バー

ジョ ン elxnic 4.1.xx.xx を UCNA 管理のためにインス トールする必要があり ます。 

注 : Emulex OneConnect UCNA がシステムにインス トールされている場合、

NIC ド ラ イバをインス トールし、 すべての NIC ポート を報告する必要が

あ り ます。 そ う しないと、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは

UCNA を管理できません。 

Solaris で OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンをインス トールする方法は次のと

おりです。

1. Solaris ユーティ リ ティ  キッ ト をシステムの一時ディ レク ト リーにコピーします。

2. ユーティ リ ティ  キッ ト を解凍します。

tar xvf elxocm-solaris-<version>.tar

3. 新し く作成されたディ レク ト リー elxocm-solaris-<version> に変更します。

cd ./elxocm-solaris-<version>/

4. インス トール スク リプ ト を実行して、インス トールを開始します。HBAnyware ユー

ティ リ ティ、 OneCommand Manager Core か OneCommand Manager Enterprise ア
プリ ケーシ ョ ンまたは Solaris ド ラ イバ ユーティ リ ティがシステムにすでに存在し

ている場合、 インス トール スク リプ トが最初にそれらを削除しよ う と します。

./install

5. プロンプ トが表示されたら、OneCommand Vision Sensor をインス トールするかど

うか選択します。

このインス トールで OneCommand Vision Sensor キッ ト をインス トールしますか ?
(Would you like to install the OneCommand Vision Sensor kits along 
with this installation?)

キッ ト をインス トールする場合は y を入力します。 
キッ ト をインス トールしない場合は n を入力します。 (デフォルト )

文字 'y' または 'n' を入力します

6. プロンプ トが表示されたら、 使用する管理のタイプを入力してください。

使用する管理のタイプを入力して ください。 (Enter the type of management 
you want to use:)

1 ローカル モード (Local Mode): このプラ ッ ト フォームにある HBA は、このプラ ッ

ト フォームのみで OneCommand ク ラ イアン トによ り管理できます。

2 管理対象モード (Managed Mode): このプラッ ト フォームの HBA はローカルまたは

リモート  OneCommand ク ラ イアン トによ り管理できます。
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3 リモート  モード (Remote Mode): 「2」 の管理に加え、 このプラッ ト フォームの

 OneCommand ク ラ イアン トはローカルと リモート  HBA を管理できます。

4 管理ホス ト (Management): 「1」 の管理に加え、このプラッ ト フォームの OneCommand
クライアン トはリモート  HBA を管理できます。

オプシ ョ ン 2 を選択する と、リモート  ホス トからの TCP/IP 管理を有効化するか問
われます。

オプシ ョ ン 3 を選択する と、 リモート  ホス トの TCP/IP 管理を有効化するか、およ
び リ モー ト  ホス ト か らの TCP/IP 管理を有効化するか問われます。 使用する
TCP/IP ポート番号を入力するよ う求めるプロンプトが表示されます。 (フィールドを
空白のままにする とデフォルトの 23333 に設定されます。 )

オプシ ョ ン 2 または 3 を選択すると、管理ホス トのアドレスを入力するよ う求めるプ
ロンプトが表示されます。 (フ ィールドを空白のままにすると、何も設定されません。)

IP アドレスまたはホス ト名を入力できます。 管理ホス トのアド レスを入力する と、
このホス トの管理を他のあらゆるホス トから除外するよ う求めるプロンプ トが表示
されます。

オプシ ョ ン 4 を選択する と、 リモート  ホス トの管理が自動的に選択され、使用する
TCP/IP ポート番号を入力するよ う求めるプロンプトが表示されます。 (フィールドを
空白のままにする とデフォルトの 23333 に設定されます。 )

注: 管理ホス トは、 リモート  ホス トによって管理されません。

7. ステップ 6 で 2、 3、 または 4 と回答した場合、 OneCommand Manager アプリ ケー

シ ョ ンを読み取り専用モードで操作するかど うかを決める必要があ り ます。読み取
りモードはユーザーがアダプタのリセッ ト、アダプタのファームウェアの更新やア
ダプタ  ド ラ イバ プロパティ とバインドの変更などの特定の操作を実行できないよ

うにします。 これは、 ローカルの OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン イン

ターフェイスにのみ影響します。 これらの操作はリモート管理を使用して引き続き
実行できます。 「はい」 の場合は <y> と入力してユーザーはこれらの操作を実行で

きます。 また読み取り専用モードを希望する場合は、 「いいえ」 を表す <n> と入力

して ください。

8. ユーザーにインス トール後に管理モードを変更するこ とを許可するかど うかを確認
するプロンプ トが表示されます。 「はい」 の場合は <y>、 「いいえ」 の場合は <n> を
入力してください。

VMware ESX Server の場合

VMware ESX に OneCommand Manager をインス トールまたはアンインス トールする

場合、 VMware ESX 4.1 のみがサポート されます。 

VMware ESXi 4.1 および VMware ESXi 5.0 ホス トの場合、適切な Emulex CIM Provider を
インス トールして使用する必要があ り ます。 27 ページの 「VMware ESXi ホス ト用の

CIM Provider のインス トール」 を参照してください。
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VMware ESX および ESXi 環境における  Emulex アダプタの最適な リ アルタ イム管理

のためには、 OneCommand Manager for VMware vCenter ソ フ ト ウ ェア プラグイン

(OCM for VMware) の使用を強く推奨します。 詳細について、およびダウンロードする

場合は、
http://www.emulex.com/products/software-solutions/device-management/onecom
mand-manager-for-vmware/overview.html に移動してください。

注 : 適切な Emulex CIM プロバイダーを VMware ESXi 4.1 および 5.0 システムにインス

ト ールし、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン for Windows を使用して

VMware ESXi ホス ト にイ ン ス ト ールされた Emulex アダプタ を管理し ます。

VMware ESXi 5.0 ホス ト 上でのポー ト の無効化や iSCSI 管理などの高度な

Emulex アダプタの機能については、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン for
VMware vCenter を使用します。 

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンをインス トールするには、 まず以下のものを

インス トールする必要があ り ます。

 FC/FCoE ファンクシ ョ ンを使用する場合のみ、VMware ESX 用の Emulex ド ラ

イバ、バージ ョ ン 8.2 以降が必要です。 ESX リ リースでのド ライバのサポートに関

する特定の情報については、『Emulex Driver for VMware ESX User Manual』 を

参照して ください。 

 NIC ド ライバは、FCoE/iSCSI/NIC ファンクシ ョ ンを使用する場合のみ必要です。

 iSCSI ド ラ イバは、iSCSI ファンクシ ョ ンを使用する場合のみ必要です。(ESX 4.1
またはそれ以降 )

VMware ESX Server で OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン エージェン ト をイン

ス トールする方法は次のとおりです。

1. ESX Server COS にログインします。

2. elxocmcore-esx<NN>-<version>.<arch>.rpm ファ イルをインス トール マシンの

ディ レク ト リーにコピーして ください。 この場合、NN は ESX 4.1 に対して 41 にな

り ます。 

3. rpm ファ イルをコピーしたディ レク ト リーに移動します。

4. rpm をインス トールします。 次のよ うに入力してください。

rpm -Uvh elxocmcore-esx<NN>-<version>.<arch>.rpm

こ の場合、 NN は ESX 4.1 システムに対し て 41 にな り ます。 rpm の内容は
/usr/sbin/ocmanager にインス トールされます。 OneCommand Manager アプ リ
ケーシ ョ ン コマンド  ラ イン インターフェイスもまた、 このディ レク ト リーに置か
れます。 

VMware ESXi ホスト用の CIM Provider のインストール

VMware ESXi 4.1 および VMware ESXi 5.0 ホス トでは、 Windows 上の OneCommand
Manager を使用してアダプタを管理できますが、 この場合には適切な Emulex CIM
Provider をインス トールして使用しなければなり ません。
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VMware ESXi は、 inbox の Emulex CIM Provider が付属し ます。 inbox Emulex CIM
Provider は、 Emulex LightPulse アダプタを管理できますが、 Emulex UCNA は管理で

きません。Emulex UCNA を管理するためには、out-of-box Emulex CIM Provider をイン

ス トールする必要があ り ます。 

Emulex CIM Provider は ESXi プラ ッ ト フォームでオフラ イン バンドルと して使用可

能です。VMWare は VMWare プラ ッ ト フォームのソフ ト ウェアを更新するために、オ

フ ラ イン バン ドルを使用する こ と をお勧めし ます。 ESX Patch Management のアク

ティビティに関する詳細は、 VMware Web サイ ト を参照してください。

Emulex CIM Provider を VMware ESXi ハイパーバイザー環境でインス トールするに

は、 esxupdate コマンド  ライン ユーティ リ ティ を使用して、 次の手順を実行します。

1. Secure Shell (SSH) を VMware Visor ホス ト上で有効にします。

2. Emulex CIM Provider vib ファ イルを VMware ハイパーバイザー ホス トに転送し

ます。

3. VMware ハイパーバイザー ホス トにログインし、 次のコマンドを実行します。

esxupdate -b file://Emulex Provider vibfilepath -nosigcheck 
--maintenancemode update
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OneCommand Manager アプリケーション Web 起動イ

ンターフェイスのインストール 
ド ライバおよび OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンに加えて、以下の前提条件は

Web Launch インターフェイスをインス トール前に満たしておかなければなり ません。

注 : OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン Web 起動インターフェイスは、VMware
ESX Server ではサポート されていません。

要件

Windows の場合

 Microsoft Internet Information Services (IIS) Server をインス トールしておく必

要があ り ます。 ダウンロード と インス トールに関しては、 Microsoft の Web サ
イ ト を参照してください。

 Windows ファイアウォールをデフォルトで有効にされる可能性があります。有効

にしている場合は、 次の例外を追加し有効にして く ださい。 HTTP ポー ト、

java.exe、 および rmiregistry.exe。

注 : ファ イアウォールを通じてプログラムやポー ト を許可する と、 セキュ リ
ティの危険が増します。 自分の判断で使用してください。

HTTP ポート を有効にする方法は次のとおりです。

1. [ ポートの追加 ... (Add Port ...)] をク リ ッ ク します。 [ ポートの追加 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2. [ ポートの追加 ] ダイアログ ボックスでは、名前として HTTP、ポート番号として 80 を
入力します。

3. [TCP 有効 ] のままにして、 [OK] をク リ ッ ク します。

java.exe プログラムを有効にする方法は次のとおりです。

1. [ プログラムの追加 ...] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの追加 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示されます。

2. [ 参照 ...] をク リ ッ ク します。 

3. OneCommand Manager JRE インス トール パスで見つかった java.exe を指定します。

例 : C:\Program Files\Emulex\util\JRE\bin\java.exe。

4. [OK] をク リ ッ ク します。

   rmiregistry.exe プログラムを有効にする方法は次のとおりです。

1. [ プログラムの追加 ...] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの追加 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示されます。

2. [ 参照 ...] をク リ ッ ク して、 OneCommand Manager JRE インス トール パスで見つ

かった rmiregistry.exe を指定します。 例 : 

C:\Program Files\Emulex\util\JRE\bin\rmiregistry.exe.
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3. [OK] をク リ ッ ク します。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 新しいファ イアウォール設定を適用します。

MIME タイプを追加する方法は次のとおりです。

1. Server Manager を起動します。

2. [ ロール (Role)] を展開します。

3. [ ロール (Role)] の下で、 Web Server (IIS) を展開します。

4. Web Server (IIS) の下で、 [Internet Information Services (IIS) Manager] をク リ ッ

ク します。 

5. 右側のペインで、 [Start Page ( スタート  ページ )」 でサーバを検索し、それをク リ ッ

ク します。

6. IIS グループの下にリ ス ト された [MIME タイプ (MIME Types)] をダブルク リ ッ ク

します。

7. [MIME タイプ (MIME Types)] ページが表示されます。「Actions( アクシ ョ ン )」 の下

で、 [Add( 追加 )...] をク リ ッ ク します。 ポップアップ ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。

8. 「jnlp」 ( 引用符なし ) を [ ファイル名拡張子 (File name extension)] フ ィールドに追加

します。

9. [MIME タイプ (MIME Types)] フ ィールドに 「application/x-java-jnlp-file」 ( 引用符

なし ) を追加します。

10. [OK] をク リ ッ ク します。

Linux および Solaris の場合

 Web Launch Service ソフ ト ウェアをホス ト しているサーバ上に Apache Web サー

バをインス トールし、 実行中でなければなり ません。

Web Launch Service パッケージをインス トールしているサーバでは、 次のよ うにする

必要があ り ます。

 HTTP サーバが JNLP MIME のファイルの種類を取り扱う よ うに設定されまし

た。 以下の MIME ファ イル タイプ / ファ イル拡張子をサーバの設定に追加す

る必要があ り ます。

MIME タイプ : application/x-java-jnlp-file

ファ イル拡張子 : jnlp

 HTTP サーバを実行しておく必要があ り ます。

ブラウザーを実行しているク ライアン トが必要です。

 Java をインス トールしておく必要があ り ます。特別な要件は以下のとおりです。

 インテルベースのシステム (x86 および IA64) の場合 Sun 32 ビッ ト  Java 6.0 
またはそれ以降

 x86-64 システムの場合 32 ビッ ト  Java 6.0 またはそれ以降 

 RHEL 5 および SLES 10 (ppc64) の場合、 32 ビッ トの Java 6.0 またはそれ以降
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



2. OneCommand Manager アプリケーション コンポーネントのインストールとアンインストール

OneCommand Manager アプリケーション Web 起動インターフェイスのインストール
31
MIME タイプの設定、 HTTP サーバの設定と開始、 JRE のインス トールの詳細につ

いては、 該当するベンダーの資料を参照して ください。 セッ ト アップの詳細につい

ては、 /opt/ELXocm/README_WEBLAUNCH.txt (Solaris) または 
/usr/sbin/ocmanager/README_WEBLAUNCH.txt (Linux) を参照してください。

インストール

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン Web Launch Interface をインス トールする

方法は次のとおりです。

 Windows の場合

[プログラム] > [Emulex] > [OCManager WebLaunchのインス トール (OCManager
WebLaunch Install)] をク リ ックします。Web Launch のインス トールが開始します。

 Solaris および Linux の場合

注 : Citrix XenServer 5.6 Sp2 および 6.0 は Web Launch インターフェイスをサ

ポート しません。 

1. 「root」 と してログオンします。

2. OneCommand Manager ディ レク ト リーに移動します。

 Solaris の場合 

cd /opt/ELXocm 

 Linux の場合

cd /usr/sbin/ocmanager 

3. インス トール スク リプ ト を実行します。 次のよ うに入力してください。

./wsinstall 

4. プロンプ トが表示されたら、Web サーバのドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト

リーを入力します。 例 : 

 Solaris の場合

/var/apache/htdocs

 Linux の場合

/srv/www/htdocs 

または

/var/www/html

5. ホス トの IP アドレスが Web サーバが使用する  IP アドレスであるこ とを確認

します。 適宜、 <y> または <n> と回答します。 <n> と回答した場合、 使用

する  IP アドレスを入力するよ うにプロンプ トが表示されます。

6. Web サーバが通常のデフォルト  HTTP ポート  (80) を リ スンしているかど う

か問われた場合、 適宜、 <y> または <n> と回答して ください。 <n> と回答

した場合、 使用するポート を入力するよ うにプロンプ トが表示されます。
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必要な情報を入力する と、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンの

Web Launch パッケージのインス ト ールが完了した と きに通知されます。

Web Launch 設定ファ イルが作成され、 Web Launch Service が自動的に開

始されます。

7. インス トールを確認するためには、 別のク ライアン ト を探し、 Web ブラウ

ザー ウ ィンド ウを開き、 以下の URL を入力します。

http://IP_ADDR:PORT_NUM/ocmanager.jnlp

この場合、 IP_ADDR は OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン Web
Launch サービ スがイ ン ス ト ールされたホ ス ト の IP ア ド レ スであ り、

PORT_NUM はリ スニングしているホス トの Web サーバの TCP ポート番号

です。標準の OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン ユーザー インター

フェイスが表示されます。

注 : 設定中に標準の HTTP ポートが選択された場合に、 ポート番号を入力

する必要はあ り ません。

OneCommand Manager アプリケーションのアンイン

ストール

注: OneCommand Vision を実行中であったり、 実行する予定がある場合は、

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをアンインス トールしないでくだ

さい。 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをアンインス トールする と、

OneCommand Vision アプリ ケーシ ョ ンもアンインス トールされます。

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンおよび OneCommand Manager アプリ ケー

シ ョ ン Web Launch インターフェイスをアンインス トールするには、 次の手順に従っ

てください。 

 Windows の場合

1. [スタート ] > [コン ト ロール パネル] > [プログラム ] > [プログラムのアンイン

ス トール] を選択します。

2. Emulex Common SAN Management [version] が存在する場合はそれを選択

し、 [削除] または [アンインス トール] をク リ ッ ク します。 [はい (Yes)] をク

リ ッ ク し ます。 システムから  Emulex Common SAN Management のコン

ポーネン トが削除されます。

3. Emulex OCManager Enterprise [version] を選択し、 [削除] または [アンイン

ス トール] をク リ ッ ク します。 

 Linux の場合

1. 「root」 と してログインします。

2. elxocm-<platform>-<version> インス トール ディ レク ト リーに変更します。

3. 次のよ うに入力してください。

./uninstall
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



2. OneCommand Manager アプリケーション コンポーネントのインストールとアンインストール

OneCommand Manager アプリケーション Web Launch インターフェイスのみのアンインストール
33
 Solaris の場合

1. 「root」 と してログオンします。 

2. OneCommand Manager のアンインス トール スク リプ ト を以下のとおり、

実行します。

/opt/ELXocm/scripts/uninstall

 VMware の場合

1. 「root」 と してログインします。

2. 次のよ うに入力してください。

rpm -e elxocmcore-esxNN-<version>

この場合、 NN は ESX 4.1 システムに対して 41 になり ます。 

OneCommand Manager アプリケーション Web 
Launch インターフェイスのみのアンインストール

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン Web Launch をアンインス トールするが、

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされたままにする方法は次

のとおりです。

 Windows の場合

1. [スタート ] > [プログラム ] > [Emulex] > [OCManager WebLaunch のアンイ

ンス トール (OCManager WebLaunch Uninstall)] を選択します。 以下の画

面が表示されます。

 図 2-3  [OCManager WebLaunch のアンインストール (OCManager WebLaunch Uninstall)] 画面

2. OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン Web Launch インターフェイス

が削除されます。 任意のキーを押して続行します。 
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 Linux および Solaris の場合

1. 「root」 と してログオンします。 

2. アンインス トール スク リプ ト を実行します。

 Linux の場合

/usr/sbin/ocmanager/wsuninstall

 Solaris の場合

/opt/ELXocm/wsuninstall

このスク リプ トは、OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン Web Launch イン

ターフ ェ イ ス  サービ ス  デーモンを停止し  (実行中の場合 )、 すべての Web
Launch 関連のファイルをホス トから削除します。
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3. OneCommand Manager アプリケーションの
開始と停止

Windows の場合

OneCommand Managerアプ リ ケーシ ョ ンを開始するには、 Windows デスク ト ップか

ら、 [スタート ]>[すべてのプログラム ]>[Emulex]>[OCManager] を選択します。

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンを停止するには、OneCommand Manager ア
プリ ケーシ ョ ンから、 [ファイル (File)]>[終了 (Exit)] を選択します。

Linux および Solaris の場合

Linux および Solaris マシンでは、 "stop_ocmanager" および "start_ocmanager" スク リ

プ ト をそれぞれ使用して、 OneCommand Manager デーモン プロセスを停止および開始

できます。 これらは、 以下の OneCommand Manager インス トール ディ レク ト リーに

あ り ます。 

 Linux –/usr/sbin/ocmanager
 Solaris –/opt/ELXocm

OneCommand Manager インス トールに含まれる、 これらのスク リプ トによ り影響を

受ける  3 つの基本のデーモン プロセスがあ り ます。 それらは、 以下のとおりです。

 elxhbamgrd – リモート  ホス ト  マシンで実行中の OneCommand Manager ク ラ

イアン トからサービスを要求する リモート管理デーモン。

 mili2d – ローカル OneCommand Manager ク ラ イアン ト  CNA 管理要求の主要

部分を導く  MILI デーモン。

 elxdiscoveryd – ローカル マシンで実行中の OneCommand Manager ク ライアン

トのすべての検出データ  ( リモート と ローカル ) を監視する検出デーモン。

elxhbamgrd および mili2d は、 システムのブート時に開始します。 elxdiscoveryd はホス

トマシンで OneCommand Manager GUI プロセスを最初に実行するたびに開始します。

さ らに、 OneCommand Manager の Web 起動のコンポーネン トがインス トールされて

いる場合、 デーモン プロセスである  rmiserver はシステムのブー ト時に開始します。

start_weblaunch スク リプ トはこのデーモンを開始する一方で、 stop_weblaunch はそ

れを停止します。
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VMware ESX Server の場合

ESX 4.1 で OneCommand Manager デーモンを開始する方法は次のとおりです。

1. root と してログインします。

2. CD で OneCommand Manager ディ レク ト リーに移動します。次のよ うに入力して
ください。

# cd /usr/sbin/ocmanager/

3. OneCommand Manager デーモンを開始します。 次のよ うに入力してください。

# ./start_ocmanager

ESX 4.1 で OneCommand Manager デーモンを停止する方法は次のとおりです。

1. root と してログインします。

2. CD で OneCommand Manager ディ レク ト リーに移動します。次のよ うに入力して
ください。

# cd /usr/sbin/ocmanager/

3. OneCommand Manager デーモンを停止します。 次のよ うに入力してください。

# ./stop_ocmanager

OneCommand Manager アプリケーション Web 
Launch インターフェイスの開始

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン Web Launch インターフェイス  ソフ ト ウェ

アがイ ン ス ト ールされ、 Web Launch サーバが初期化された後で、 OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ンを Web ブラウザーで直接起動するこ とができます。

注: OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン GUI のみが要求中のク ライアン トに

エクスポート されます。 すべてのアダプタ検出およびリモート管理操作は、 GUI
コンポーネン ト を管理する リモート  ホス トで実行中のリ ソースによ り実行されま

す。 したがって、GUI によ り表示される  SAN ビューは GUI を実行中のクライアン

トからではなく、 この GUI が読み出されたホス トから表示されます。

Web ブラウザーを使用して OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンを起動する方法

は次のとおりです。

1. Web ブラウザーを開きます。 Linux と  Solaris ユーザーは 「root」 と してログオン

する必要があ り ます。

2. ocmanager.jnlp ファ イルの URL を入力します。URL は OneCommand Manager ア
プ リ ケーシ ョ ン Web Launch インターフェイスソフ ト ウェアがインス トールされ

実行中である リモート  サーバを指定しているこ とを確認してください。 
http://IP_ADDR:PORT_NUM/ocmanager.jnlp

この場合、 IP_ADDR は OneCommand Manager Web Launch サービ スがイ ンス
トールされたホス トの IP アドレスであ り、PORT_NUMはリ スニングしているホス
ト の Web サーバの TCP ポー ト番号です。 ポー ト番号が省略されている場合、 デ
フォル ト  ポー ト  80 が使用されます。 標準の OneCommand Manager アプ リ ケー
シ ョ ン ユーザー インターフェイスが表示されます。
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OneCommand Manager アプリケーション Web Launch イン

ターフェイスを実行するときのファイルの管理 
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン Web Launch インターフェイスを実行中の

場合、 ログ ファ イル、設定ファイル、およびド ライバ パラ メータ  ファ イルなどのすべ

ての OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン ファイルは Web Launch サーバ上にあ

り ます。 フ ァームウ ェア イ メージやラ イセンスなどのユーザー提供のフ ァ イルは、

Web Launch ク ライアン トに配置されるこ とにな り ます。 
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4. OneCommand Manager アプリケーションの使用
注 : OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンを適切に表示するためには、 システム

が以下の表示条件を満たしているこ とを確認してください。

 Windows、 Linux および Solaris システムの場合、 表示解像度は 1024 x
768 以上に設定する必要があ り ます。 Windows システムの場合は、 デ

フォルトのフォン ト  サイズを使用します。

 表示は 256 色モード以上で実行する必要があ り ます。 OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ン アイコンは 256 色を使用します。表示が 16 色
モードに設定されている場合、OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン

アイコンは表示されません。

OneCommand Manager アプリケーション ウィンドウ 
エレメントの定義

OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン ウ ィンドウには、 以下の 5 つの基本コンポー

ネン ト が含まれます。 メニュー バー、 ツールバー、 検出ツ リー、 プロパティー タブ、

およびステータス  バー。 

 図 4-1  OneCommand Manager アプリケーション ウィンドウ 

プロパティ タブ

検出 
ツリー

メニュー バー

ツールバー

ステータス バー
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注 : OneCommand Manager のアプリ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウの使用時に適用される

注記事項は次のとおりです。

 検出ツ リーで選択したエレ メン トは、メニュー項目またはツールバー ア
イコンがアクティブであるかど うかを決めます。たとえば、 ローカル ホ
ス ト またはその他のシステム ホス ト を選択する場合、 [ アダプタ

(Adapter)] メニューの [ アダプタのリセッ ト  (Reset Adapter)] 項目が選択

できません。 [ アダプタのリセッ ト  (Reset Adapter)] ツールバー ボタンも

使用できません。

 このマニュアルのスク リーンシ ョ ッ トは、説明のためにのみ示されてい
ます。 システム情報は異なる場合があ り ます。

 ローカルの OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン インターフェイ

スで表示される機能は、 リモート  サーバのものと一致します。古いバー

ジ ョ ンの OneCommand Manager を実行している リモート  サーバにア

クセスする と、 そのサーバの古いバージ ョ ンの OneCommand Manager
アプリ ケーシ ョ ンによ りサポート されていない機能は使用できません。

 場合によっては、 表示される情報のタイプと使用可能な機能は、 使用し
ているオペレーティング システムによ り異なるこ とがあ り ます。

メニュー バー

メニュー バーは、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンの終了、アダプタのリセッ

ト 、検出ツ リー表示の項目の並べ替えなどの種々のタスクを実行できるコマンドを含み
ます。 多くのメニュー バー コマンドはまた、 ツールバーからも使用できます。

ツールバー

ツールバーは、検出ツ リーを最新表示し、選択したアダプタを リセッ ト し、検出ツ リー
で検出した SAN エレ メ ン ト を表示する方法を選択する こ とができるボタンを含みま

す。 多くのツールバー機能も メニュー バーから使用できます。 

 図 4-2  ツールバー

ツールバーは、デフォルトで表示されています。ツールバーを隠すには、 [表示 (View)]
メニューの [Toolbar (ツールバー )] 項目を使用します。この項目がチェッ ク されている

場合、 ツールバーは表示されます。

ツールバー ボタン

ツールバー ボタンは、 以下のタスクを実行します。 

[検出の情報更新 (Discovery Refresh)] ボタン 

• 検出の最新表示サイクルを開始します。

[リセット (Reset)] ボタン 

• 選択したアダプタをリセットします。
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ツールバーの [ 表示 (View)] ボタン

ツールバーの [ 表示 (View)] ボタンにより、ホスト、ファブリック、仮想ポート、またはローカルやリ

モート アダプタの観点から SAN エレメントを表示できます。デフォルトで、ローカルとリモートの両方

のアダプタが [Host( ホスト )] ビューに表示されます。OneCommand Manager アプリケーションは、昇順

でエレメントを表示します。 

[Host View( ホスト表示 )] ボタン

• ホスト システムを表示します。

注 : OneCommand Manager アプリケーション名を使用してホスト名を変更できません。

名前はシステムでローカルで変更する必要があります。

• 各ホスト システム内でインストールされたアダプタを表示します。

• 使用可能な場合は、アダプタ ポートとポート番号を表示します。

• 複数のアダプタが同じモデル番号の場合、WWNN によりアダプタを表示します。 

• ターゲットが存在する場合に、WWPN を表示します。複数のアダプタは同じターゲットを

参照することができます。

• LUN が存在する場合、LUN 番号を表示します。 

• COMSTAR ポートは検出ツリーでイニシエーター ポートと同じレベルに存在します。つまり、

アダプタから分岐したことを意味します。しかし、ターゲットはイニシエーター ポートと

異なり、COMSTAR ポートから分岐しません。(COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポー

トされます。)

注 : COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポートされます。

[Fabric View( ファブリック表示 )] ボタン

• SAN 内の FC/FCoE ファブリックをファブリック ID と一緒に表示します。 

• 各スイッチの下にポートを表示します。

• ターゲットが存在する場合、各 WWPN を表示します。複数のアダプタは同じターゲットを

参照することができます。 

• LUN が存在する場合、各 LUN 番号を表示します。 

• ファブリック ID がすべてゼロの場合、ファブリックは接続されません。 

注 : iSCSI と NIC ポートは [Fabric View( ファブリック表示 )] で表示されません。

[Virtual Ports View( 仮想ポート表示 )] ボタン 

• SAN 内の仮想ポートを表示します。 

注 : Solaris 用の Emulex emlxs ドライバは、仮想ポートで実行される COMSTAR をサポートしな

いため、[Virtual Ports( 仮想ポート )] 表示はイニシエーター ポートのみを表示します。 

注 : COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポートされます。

注 : iSCSI と NIC ポートは [Virtual Ports View( 仮想ポート表示 )] で表示されません。

[Local HBAs Only( ローカル HBA のみ )] ボタン

• ローカル アダプタのみを表示します。 

[ホスト グループ表示 (Show Host Groups)] ボタンとメニュー

• 関連グループごとにホストを表示します。

• 使用可能なホスト グループを表示します。

[ホスト検索 (Find Host)] ボタンと検索フィールド

• 検出ツリーで特定のホストのホスト名により検索できます。

[LUN の情報更新 (Refresh LUNS)] ボタン 

• LUN 検出の最新表示サイクルを開始します。
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検出ツリー

検出ツ リー ( 左ペイン ) には検出されたホス ト、 アダプタ、 ポート、 仮想ポート、 ファ

ブ リ ッ ク、 ターゲッ ト、 および LUN を表すアイコンがあ り ます。

[表示 (View)] メニューを使用して、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは iSCSI
イニシエーターと ターゲッ ト  ポートが検出ツ リーで識別される方法を制御するこ とが

できます。 「iSCSI 名 (iSCSI Names)」 オプシ ョ ンは、 iSCSI 修飾名 (IQN) によるすべて

の iSCSI ポート を表示します。 「iSCSI エイ リ アス」 オプシ ョ ンは、 そのエイ リ アスに

よる各ポート を表示します。

 図 4-3  検出ツリー

[ 検出ツリー (Discovery-Tree)] アイコン

[ 検出ツ リー (Discovery-Tree)] アイコンは、 以下を表します。 

[ ヘルプ (Help)] ボタン

• OneCommand Manager アプリケーションのオンライン ヘルプを表示します。

• [OneCommand Manager について (About OneCommand Manager)] ダイアログ ボックスを

表示します。 このダイアログ ボックスは、RMAPI、Discovery、DFClib、MILI Service のバー

ジョン、MILI Library のバージョン (Windows) およびリモート管理エージェントのバージョン

(Windows) を含むバージョン情報を表示します。 ここから、Emulex テクニカル サポートに

連絡することも可能です。 

ローカル ホスト。 

システムに接続されている他のホスト。 
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黒の説明テキストが付された緑のアダプタ アイコンは、オンライン アダプタを表します。青の

テキストは、以前検出されたアダプタ ポートを表しますが、現在は検出エンジン（サービス）

では見えなくなったアダプタポートを表します。アダプタが検出されない状態の期限時間 ( デ
フォルトは 1800 秒または 30 分 ) を過ぎた後でも引き続きアダプタが見えない場合、アダプタ

は検出ツリーから削除されます。期限の前に再びアダプタが検出された場合、通常の黒のテキ
ストに戻ります。検出設定に関する詳細は、53 ページの「検出および CIM 認証情報の設定」 を
参照してください。 

ポート アイコンはアダプタ ポートを表します。赤の X が示されているポートアイコンは、リン

クが停止していることを示します。 

注 : マルチポート アダプタは、アイコンの隣にポート番号が示された各ポートに対して、別々

のポート アイコンをもつ検出ツリーに表示されます。 

 
iSCSI アイコンは iSCSI PCI ファンクションインスタンスを表します。iSCSI ファンクションは最大

16 個の論理アダプタをサポートすることができ、各論理アダプタは検出ツリーで、該当する iSCSI
ファンクションの下で別の子ノードとして表示されます。緑の iSCSI アイコンは、iSCSI PCI ファン

クション オンライン インスタンスを表します。黒の iSCSI アイコンは、iSCSI PCI ファンクション

ポート無効化インスタンスを表します。赤の iSCSI アイコンは、iSCSI PCI ファンクション リン

ク停止インスタンスを表します。

緑の FCoE アイコンは、FCoE PCI ファンクション オンライン インスタンスを表します。黒の

FCoE アイコンは、FCoE PCI ファンクション ポート無効化インスタンスを表します。赤の FCoE
アイコンは、FCoE PCI ファンクション リンク停止インスタンスを表します。

NIC アイコンは、NIC 専用の PCI ファンクション インスタンスを表します。緑のアイコンはこ

のファンクション インスタンスがオンライン、黒は無効化、赤はリンクダウンインスタンスで

あることを示します。 

OneConnect デュアル ASIC 4 ポート 8Gb/s FC アダプタに対してのみ表示される、ASIC ノード

アイコンは、アダプタ上の各 ASIC を示します。 各 ASIC は別個に管理されます。 ASIC ノード

フォーマット ASIC bus#-sub-adapter# は、ASIC の検出されたポート番号を連結したものであ

る、PCI バス番号とサブアダプタ番号を表します。 たとえば、ASIC 64-12 は PCI バス番号が 64
であることを表し、12 はポート 1 と 2 を意味しています。その ASIC 上のポートに対して検出

されたファンクションがない場合は、ラベルは ASIC 64-2 ( ポート 1 は欠落 ) になります。

[ 仮想ポート (Virtual Port)] アイコンは仮想ポートを表します。 

COMSTAR アイコンは、COMSTAR ターゲット モード ポートを表します。COMSTAR ポートは、

管理可能なアダプタ ポートと通常のターゲットの両方として同時に示すことができる単一

ポートであるという点で固有です。COMSTAR ポートがターゲットとして見える場合、[Target
discovery-tree(ターゲット検出ツリー)] アイコンおよび [ターゲット (Target)] ダイアログボッ

クス情報を表示します。赤の X が示されている COMSTAR アイコンは、リンクが停止している

ことを示します。(COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポートされます。) 

[ ターゲット (Target)] アイコンは、個々のストレージ デバイスへの接続を表します。 

[LUN] アイコンは、個々のディスク LUN への接続を表します。 

[Media Exchanger] アイコンは、個々のメディア エクスチェンジャーへの接続を表します。メディ

ア エクスチェンジャーは、種々のメディア デバイス インスタンス (レコードや CD など) を出

し入れしてスワップする機能があるジュークボックスのようなデバイスです。 

[テープ LUN (Tape LUN)] アイコンは、テープ デバイスである LUN を表します。 

[ターゲット コントローラー LUN (Target Controller LUN)] アイコンは、ストレージ コントロー

ラーである LUN を表します。 

[スイッチ (Switch)] アイコンは、スイッチへの接続を表します。 
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検出ツリー表示の展開と折り畳み

[表示 (View)] メニューで展開/折り畳み機能を使用して、 検出されたエレ メン トが表示

される方法を変更するこ と もできます。4 レベルのうちの 1 つを選択して、検出ツ リーを

そのレベルで展開した り、 折り畳むこ とができます。 (表示に基づいた)ホス ト /ファブ

リ ッ ク、 アダプタ、 ポート、 PCI ファンクシ ョ ンおよびターゲッ トの選択が可能です。

プロパティ タブ

プロパティ  タブは、 ネッ ト ワークエレ メン トの設定、 統計、 ステータス情報を表示し

ます。 使用可能なタブのセッ トは、 検出ツ リーで現在選択されているネッ ト ワーク  エ
レ メン ト またはアダプタ  ポートのタイプに応じて、 コンテキス ト依存です。

ステータス バー

ステータス  バーは、 OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウの一番下の

そばにあ り ます。 ステータス  バーは、 「SAN 情報のエクスポート  (Export SAN Info)」
操作を行 う と きに、 「検出進行中 (Discovery in progress)」 、 または進捗状況などの

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン機能に関する メ ッセージを表示します。 

ステータスバーは、 デフォルトによ り表示されています。 [表示 (View)] メニューの [ス
テータス  バー (Status Bar)] 項目を使用して、 ステータス  バーを隠します。 チェッ クす

る と、 ステータス  バーが表示されます。

管理と読み取り専用 (Management and Read Only) モー

ドの変更
インス トール中に管理と読み取りモードが選択されます。 インス トール後にこれらの

設定の変更するこ とを選択した場合、 次の管理モードを変更できます。

 Strictly Local Management – この設定ではこのホス トのアダプタを管理できま
す。 他のホス トから このホス トの管理はできません。

 Local Management Plus –この設定はこのホス トの管理のみを許可しますが、別
のホス トからのこのホス トのアダプタの管理は可能です。

 Full Management – この設定はこのホス ト と管理が許可される他のホス トのア
ダプタを管理できます。

 Management Host – この設定はこのホス トが他のホス ト を管理するのを許可し
ますが、 他のホス トによって管理されないよ うにします。 

 Enable TCP/IP Management (of/from remote host) – この設定はリモート  ホス
ト を管理した り、 このホス ト を リモート で管理するこ とを許可します。 有効の
場合は、 ポート番号 (1024 ～ 65535) を提供する必要があ り ます。 デフォルトの
ポー ト 番号は 23333 です。 ポー ト 番号または [TCP/IP 管理の有効化 (Enable
TCP/IP Management)] チェッ クボッ クスが変更される と、変更が行われる前に
警告メ ッセージのセッ ト が表示される場合があ り ます。 変更を続行するには、
[Yes] をク リ ッ ク します。
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IP ポート番号が変更された場合、 ユーティ リ ティは新しい設定を使用するため

に OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン検出サーバと管理エージェン ト を

再起動します。 サーバが停止できずに再起動できない場合、 新しい TCP/IP 管理

設定を有効にするためにホス ト を再起動するかど うか、 指示されます。 

注意 : IP ポート番号は、 管理されるすべてのホス トに対して同じでなければ

なり ません。あるホス トの IP ポート番号を他のホス ト と異なる値に設

定する と、 ホス トは TCP/IP 上で別のポート を使って他のホス ト を管

理する こ とができな く な り、 ほかのホス ト から も  TCP/IP 上で別の

ポート を使ってホス ト を管理するこ とができな くな り ます。

 Register this host with specific management host – この設定によ り、管理用の特定

のホス トでホス ト を登録するこ とが可能にな り ます。 有効の場合、 管理ホス ト

の IP アド レスまたはホス ト名を提供する必要があ り ます。 このホス ト の管理

が、 管理ホス ト以外の他のどのホス トから も行われないよ うにするこ と もでき
ます。詳細については、「管理ホス ト 」 (44 ページ ) を参照 を参照してください。

Local Management Plus または Full Management モードが選択されている場合、 読み

取り専用モードを設定するこ とが可能です。

 Read-only operation – この設定は、 アダプタのリセッ ト 、 アダプタのファーム

ウェア イ メージの更新やアダプタの設定やド ラ イバのプロパティの変更など、

特定の操作を実行できないよ うにします。これらのタスクに関連するダイアログ

ボッ クスのコン ト ロールは完全に隠されているか、 無効に設定されています。

管理ホスト

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンの管理ホス トは、 管理対象ホス ト を管理ホ

ス ト で登録できるよ うにするこ とで、 機能強化された検出およびセキュ リ テ ィ機能を
提供します。 管理ホス トは、 リモート  ホス トが開始され、 そのホス トのファイルを更新

して検出サーバーがリモート で管理されるホス ト を検出する と きに、 これらの登録を
受信します。 管理対象のリモート ホス ト を手動で追加する必要はあ り ません。 

管理ホス ト以外のすべてのホス トから管理を除外するこ とを選択する と、 管理対象ホ
ス トは管理ホス ト からの リ クエス トのみに応答するよ うにな り ます。 他のホス ト から

の リ クエス トはすべて拒否されます。 この TCP/IP 管理セキュ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ン

は、 管理ホス トのみがリモート  ホス ト を管理するこ とを許可します。

管理 / 読み取り専用モードを変更する方法は次のとおりです。

注 : 変更を行った後で、新しい管理モードの設定を表示するには OneCommand Manager
アプリ ケーシ ョ ンを再起動する必要があ り ます。
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 Windows の場合

1. [ファ イル] メニューから [管理モード  (Management Mode)]を選択します。

[管理モード  (Management Mode)] ボッ クスが表示されます。

 図 4-4  [ 管理モード (Management Mode)] ダイアログ ボックス

2. 該当する管理タイプと読み取り専用モードを選択します。

3. [OK] をク リ ッ ク します。

 Solaris の場合

1. 以下のスク リプ ト を実行します。 

/opt/ELXocm/set_operating_mode 

2. 該当する管理タイプと読み取り専用モードを選択します。

 Linux の場合

1. OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンを停止します。

2. 以下のスク リプ ト を実行します。 

/usr/sbin/ocmanager/set_operating_mode 

3. 該当する管理タイプと読み取り専用モードを選択します。 
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5. 検出の設定

自動 FC 検出

OneCommand アプ リ ケーシ ョ ンが開始される と、 同じ  SAN への物理的な FC 接続を

もつアダプタが自動的に検出されます。 SAN への物理的 FC 接続をもたないアダプタ

で、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンが起動されている場合、 それらのアダ

プタは管理要求を TCP/IP を使用して リモート  ホス トに送信するこ とによ り検出でき

ます。

注 : OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは OneCommand Manager アプリ ケー

シ ョ ンの リ モー ト管理サーバを実行しているホス ト の リ モー ト  アダプタのみを

検出し、 管理できます。 OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンの Remote FC
機能は、 ファブ リ ッ ク  ゾーニングの対象になり ます。 OneCommand Manager ア
プリケーシ ョ ンを使用して検出および管理したいホス トは、 同じゾーンにあるか、
TCP/IP アクセスを通じて検出および管理する必要があ り ます。

注: 実行中の Windows システムにアダプタを追加 (一般的にホッ ト  プラグと呼ばれ

る ) した後で、 検出ツ リーの新しいアダプタ  ポート を表示するために、 [検出の情

報更新 (Discovery Refresh) ( )] をク リ ッ クするか、 検出サーバに再接続して く

ださい。ホッ トプラグは、Windows プラ ッ ト フォームの OneCommand Manager
アプリ ケーシ ョ ンによってのみサポート されます。 

 図 5-1  検出情報
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TCP/IP アクセス プロトコルを使用した検出

IPv4 および IPv6 TCP/IP ホス ト と  OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンがイン

ス トールされた CIM インターフェイスをサポートする設定のホス トの上のアダプタを

検出できます。 TCP/IP を使用した リモート  SAN 管理は、 TCP/IP アクセス  プロ ト コ

ルを使用して、 リモート管理要求を リモート  ホス トに送信します。 TCP/IP アクセス

は、 ホス ト  IP アドレス経由または常駐するホス トの名前によ り、 アダプタにアクセス

できるよ うにします。アダプタはホス トに存在するするが FC ネッ ト ワークの一部にな

いまたは他のアダプタに表示されないよ う ス イ ッチでゾーンされる場合には通常の

FC 検出中には表示されません。 したがって、 TCP/IP アクセスは検出および管理でき

るアダプタの数を拡大します。

注: Windows では、ファイアウォールを実行している場合、OneCommand Manager ア
プ リ ケーシ ョ ン リ モー ト  サーバをファ イアウォールの例外リ ス ト に追加する必

要があ り ます。 この リモート  サーバのパスは、 次のとおりです。

\Program Files\Emulex\Util\Common\rmserver.exe

Itanium 64 ホス トの場合、 パスは次の通りです。

\Program Files (x86)\Emulex\Util\Common\rmserver.exe

FC アクセス と  TCP/IP アクセスの基本的な違いは、 以下のとおりです。

 アダプタがインス トールされた、 またはされていない TCP/IP ホス トは、 ほか
のホス ト を管理するためにファブ リ ッ クに接続する必要があ り ません。

 TCP/IP 管理ホス トは、 同じファブ リ ッ クに接続されたものだけではなく、 リ
モー ト  ホス トのすべてのホス ト を管理できます。 FC は同じファブ リ ッ クに接
続されたアダプタのみを管理できます。

 TCP/IP アクセスはファブ リ ッ クまたはゾーニングの境界によ り制約を受けな
いため、 もっと多くのホス ト を管理できます。

 真のボード  ステータス  ( 例 : リ ンクダウン ) は、FC パスがリモート  ホス トにス
テータス要求を送信する必要がないために利用できます。

 TCP/IP 環境でのアダプタ  セキュ リ ティは、 もっと多くのホス トが管理に使用
でき、 TCP/IP アクセスがファブ リ ッ クやゾーニングによって影響を受けない
ため、 もっと重要です。

 TCP/IP 環境でのホス トの検出は、 FC 検出のよ うに自動的ではあり ません。管理
するホス ト を追加する必要があ り ます。

 同じホス トに対して複数の IP アドレスを追加できます。 しかし、 ホス トのアダ
プタを管理するために OneCommand Manager に使用される  IP アド レスは 1
つのみです。

ホスト ファイル

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン検出サーバの TCP/IP 検出機能は、 ホス ト

ファ イルと呼ばれるファ イルに依存しています。この平文テキス ト  ファ イルには、ユー

ティ リ テ ィが検出しよ う とするホス トの リ ス ト が含まれます。 検出サーバは、 その他
のメカニズムを通じて TCP/IP 上でホス ト を検出しよ う と しません ( 例 : ping スイー

プ、 ブロードキャス ト など )。 
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以下の操作のいずれかを実行する と きに、 ホス ト  ファ イルは自動的に作成または修正

されます。

 [ リモート  ホス トの追加 (Add Remote Host)] ウ ィンド ウからのシングル ホス ト

の追加。 ホス トが検出される と、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは

IP アドレス と名前をホス ト  ファ イルに追加します。

 管理できるホス トの IP アドレス範囲のスキャン。 この機能は [ リモート  ホス ト

の追加 (Add Remote Host)] ウ ィンド ウで実行されます。検出された各ホス トに

ついて、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは IP アドレス と名前をホス

ト  ファ イルに追加します。

 [ リモート  ホス トの削除 (Remove Remote Host)] ウ ィンド ウを使用したホス ト

フ ァ イルからのホス ト の削除。 削除された各ホス ト について、 OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ンはホス ト  ファ イルから  IP アドレス と名前を削除し

ます。

 CLI を使用したホス トの追加または削除。

ホスト ファイルの手動による編集

テキス ト  エディ タでホス ト  ファ イルを開き、 コンテンツを修正し、 ファ イルを保存す

るこ とができます。 ホス ト  ファ イルの名前は、 「hbahosts.lst」 です。 ファ イルが変更さ

れ保存される と、 次の TCP/IP 検出サイ クルが完了した後で更新ファ イルが使用され

ます。 検出サーバが実行中の場合、 それを再開する必要はあ り ません。

ホス ト  ファ イルを手動編集する方法は次のとおりです。

1. ホス ト  ファ イルを探して開きます。

 Windows – このファ イルは、 システム ド ラ イブのディ レク ト リー 「\Program 
Files\Emulex\Util」、 または Itanium 64 ホス トでは 「\Program Files 
(x86)\Emulex\Util」 にあ り ます。

 Solaris – このファ イルは、 ディ レク ト リー 「/opt/ELXocm」 にあ り ます。

 Linux – このファ イルは、ディ レク ト リー 「/usr/sbin/ocmanager」 にあ り ます。

2. ファ イルを編集します。 ファ イルの編集のガイ ド ラインは、 以下のとおりです。

 ファ イルの各行は IPv4 または IPv6 アドレスで始ま り ます。以下の IP アドレス

は、 任意の数のタブまたはスペースを指定できます。 これに、 「#」 文字、 ゼロ

またはそれ以上のタブまたはスペース、および IP アドレスのホス トの名前が続

きます。 ホス ト名は検出に必要あ り ません。 この目的は、 ファ イルをもっ と読
み取り可能するためで、ホス トが検出されなかったときに [ リモート  ホス トの削除

(Remove Remote Host)] ウ ィンド ウにホス ト名を表示するために、 OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ンで使用されます。 しかし、 検出サーバはホス ト を検

出するために IP アドレスのみが必要です。

 IPv6 アドレスのタプルはコロンで区切られ、IPv6 アドレス仕様で定義された省

略表記で追加できます。

 IP ポート番号は、 アドレスにコロンとポート番号を追加するこ とによ り、 IPv4
アドレスの後に指定できます ( 例 : 10.192.80.24:23333)。
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 IP ポート番号は、 IPv6 アドレスを括弧で囲み、その後にコロンとポート番号を

付けるこ とによ り、 IPv6 アドレスの後に指定できます。

例 : [fe80::50f1:832:3ce4:8d30]:23333

 ファ イルの各行は最大 1023 文字ですが、 これはホス ト  IP アドレス とホス ト名

に一般的に必要なものよ り も長くなっています。 1023 文字よ り も長い部分は切

り捨てられるため、 一部のホス ト を検出できない可能性があ り ます。

 空白行は無視されます。

3. ファ イルを保存します。

ファイルのコピー

1 つのホス トのホス ト  ファ イルを別のホス トにコピーして、 使用するこ とができます。

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンを実行中の同じネッ ト ワークに複数のホス

トがある場合に便利です。 たとえば、 1 つのホス トのホス ト  ファ イルにリモート  ホス

トが追加される と、 ホス ト ファ イルを別のホス トにコピーする こ とができるため、 別
のホス ト  ファ イルを作成する必要があ り ません。

注 : Windows と  Solaris や Linux ホス トの間で行終了文字が違うため、 ファ イルは

Windows ホス ト と  Solaris または Linux ホス トの間で共有できません。

シングル ホストの追加

OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンによ り、管理する単一の TCP/IP ホス ト を指定

する こ とが可能です。 ホス ト名または IP アド レスを使用して、 Remote Management
Application Programming Interface (RMAPI) ホス ト または CIM ホス ト を追加できま

す。 ホス トが正常に検出された場合、 ホス ト  ファ イルに追加されます。 FC でまだ検出

されていない場合、ホス ト とそのアダプタ  ポートは検出ツ リーに追加されます。 ( 読み

取り専用モードでは使用できません。 )

注 : OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは、リモート  ホス トにインス トールさ

れる必要があ り ます。

シングル ホス ト を追加する方法は次のとおりです。

1. [検出 (Discovery)] メニューから、 [TCP/IP] > [ホス トの追加 (Add Host)] を選択し
ます。 [ リ モー ト  TCP/IP ホス ト の追加 (Add Remote TCP/IP Host)] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

 図 5-2  [ リモート TCP/IP ホストの追加 (Add Remote TCP/IP Host)] ダイアログ ボックス
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2. 追加するホス トの名前または IPv4 または IPv6 アドレスを入力します。 

注: ホス ト を識別するために IP アドレスを入力する と、 名前解決の問題を回避す

るこ とができます。 IPv6 アドレスのタプルはコロンで区切られ、 IPv6 アドレ

ス指定で定義された、 0 を省いた形式の省略表記で入力できます。

3. 検出方法を以下の手順に従って設定します。

 デフォルトの検出方法を使用してホス ト を追加する場合は、 [デフォルト認証情

報を使用して追加 (Add using default credentials)] をチェッ ク し、[ホス トの追

加 (Add Host)] をク リ ッ クします。新しいホス トが正常に追加されたかど うかを

示すメ ッセージを受け取り ます。

 特定の CIM 認証情報を使用して新しいホス ト を追加する場合、[ 特定の CIM 認
証情報を使用して追加 (Add using specific CIM credentials)] をチェッ ク し、追

加の CIM 設定を変更し、[ホス トの追加 (Add Host)] をク リ ッ ク します。[ リモー

ト  TCP/IP ホス ト の追加 (Add Remote TCP/IP Host)] ダイアログ ボッ ク スが

デフォルトの CIM 設定で表示されます。 

注 : リモート  CIM ホス トは、Windows ク ラ イアン ト  システムによってのみ管

理可能です。   

 図 5-3  CIM 認証情報を含む [ リモート TCP/IP ホストの追加 (Add Remote TCP/IP Host)] ダイアログ 
ボックス

4. 必要な場合はデフォルトの CIM 設定を編集し、 [ホス トの追加 (Add Host)] をク

リ ッ ク します。新しいホス トが正常に追加されたこ とを示すメ ッセージを受け取り
ます。
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ホストの範囲の追加

IP アドレスの範囲を検索するこ とによ り、TCP/IP アクセスで管理可能なホス ト を見つ
けます。 [TCP/IP ホス ト範囲の追加 (Add Range of TCP/IP Hosts)] ダイアログ ボッ ク
スによ り、 TCP/IP でアクセスされる管理対象ホス トの最初のリ ス ト を作成できます。
(読み取り専用モードでは使用できません。 )

注 : ホス トの範囲の追加時に、 適用される注記事項は次のとおりです。

 IP アドレスの範囲は、 [ リモート  TCP/IP ホス トの追加 (Add Remote
TCP/IP Hosts)] ダイアログ ボッ クスを開き、[検出の開始 (Start Discovery)] を
ク リ ッ クするたびにのみスキャンされます。 この範囲は、検索サイクル中に
自動的には検出サーバによ り スキャンされません。

 CIM は Windows システムでのみサポート されています。

 ホス トの範囲の追加は、IPv4 アドレスに対してのみサポート されます。IPv6
アドレスに対してはサポート されません。

 OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは、 すべてのリモート  ホス トに

インス トールされる必要があ り ます。

 図 5-4  [TCP/IP ホスト範囲の追加 (Add Range of TCP/IP Host)] ダイアログ ボックス
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リモート  ホス トの範囲を追加するには、 次の手順に従ってください。

1. [検出 (Discovery)] メニューから、 [TCP/IP] > [ホス ト範囲の追加 (Add Range of
Host)] を選択します。 [TCP/IP ホス ト範囲の追加 (Add Range of TCP/IP Host)] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。 

2. 完全な開始アドレス と終了アドレス範囲 (IPv4 のみ ) を入力し、 [ 追加 (Add)] をク

リ ッ クします。追加されるアドレス範囲がダイアログ ボックスに表示されます。検索

する範囲を追加します。

3. [ 検出の開始 (Start Discovery)] をク リ ッ ク します。アドレスを リモートで管理でき

る場合、 検出サーバが検出しよ う とするアド レスの リ ス ト に追加されます。 ユー
ティ リ ティは必要に応じてホス ト  ファ イルを作成し、 ホス トが使用可能であるか、

リモートで管理できるかど うかを判断するために、範囲の中のそれぞれのアドレスを
チェッ ク します。 検出される  ( 管理対象のホス トの ) アドレスの数は、 ダイアログ

ボッ クスで定期的に更新されます。

注: アドレスの数は、 検出ツ リーに追加されるホス トの数に直接対応していません。
たとえば、検出された一部のアドレスは FC 上ですでに検出されているホス ト

であるこ とがあ り ます。 しかし、新しいアダプタが FC 上で検出されていない

ホス トで検出される場合があ り ます。

また、 ホス トは複数の IP アドレスが割り当てられる場合があり ます。ひとつのホス
トに対し複数の IP アドレスが検索中に発見された場合、 ホス トは検出ツ リーに一
度のみ追加されます。

4. IP アドレス範囲を保存できます。[ ファイルへの範囲の保存 (Save Ranges to File)] を
ク リ ッ ク して、指定された範囲をファイルに保存して、 これらのアドレス範囲が次
に [TCP/IP ホス トの範囲の追加 (Add Range of TCP/IP Hosts)] ダイアログ ボッ ク

スを使用したと きに表示されるよ うにします。

ホストの削除

検出されなくなったホス ト を削除するこ とによ り、 検出サーバの操作を改善できます。
たとえば、 ネッ ト ワークからホス トが削除されたと き、 ホス ト を削除してみて くださ
い。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 )

ホス ト を削除する方法は次のとおりです。

1. [検出 (Discovery)] メニューから、 [TCP/IP] > [ホス トの削除 (Remove Host)] を選

択します。 [ホス トの削除 (Remove Host)] ダイアログ ボッ クスは、 検出されたホス

トのリ ス ト を表示します。 現在検出されていないホス トは赤で表示されます。 [未検

出のホス トのみを表示 (Show Undiscovered Hosts Only)] をク リ ッ ク して、現在検

出されていないホス トのみを表示します。

2. [ホス トの削除 (Remove Hosts)] ダイアログ ボッ クスから、 削除するホス ト を選択

します。 [すべてを削除 (Select All)] をク リ ッ クすると、 表示されたすべてのホス ト を

選択できます。

3. [Remove (削除)] をク リ ッ ク して、 選択したホス ト を削除します。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



5. 検出の設定

検出および CIM 認証情報の設定
53
検出および CIM 認証情報の設定

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンの [検出設定 (Discovery Setting)] ダイアロ
グ ボッ クスを使用して、いくつかの検出サーバ パラ メータを設定します。検出サーバを
開始するタイ ミ ング、 FC および TCP/IPアクセスによる検出を リ フレッシュするタイ
ミ ング、 および以前は検出されたが検出されな くなったアダプタを削除するタイ ミ ン
グを決める こ とができます。 また、 プロ ト コル、 ユーザー名、 ポート番号、 パスワー
ド、 名前空間などのデフォルトの CIM 認証情報も定義できます。

注 : CIM ホス トの管理は Windows システムでのみサポート されています。 アドレス
の数は、 検出ツ リーに追加されるホス トの数に直接対応していません。

たとえば、検出された一部のアドレスは FC 上ですでに検出されているホス トであるこ
とがあ り ます。 しかし、新しいアダプタが FC 上で検出されていないホス トで検出され
る場合があ り ます。 また、 ホス トは複数の IP アドレスが割り当てられる場合があ り ま
す。 ひとつのホス トに対し複数の IP アドレスが検索中に検出された場合、 ホス トは検
出ツ リーに一度のみ追加されます。 複数のホス トに対して同じ名前が表示される場合、
これらのホ ス ト のアダプタはシングル ホス ト  エン ト リ ー と し て OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ンによ り表示されます。 

 図 5-5  [ 検出設定 (Discovery Settings)] ダイアログ ボックス

検出設定を行う方法は次のとおりです。

1. [検出 (Discovery)] メニューから、 [設定の変更 (Modify Settings)] を選択します。

[検出設定 (Discovery Settings)] ダイアログボッ クスが表示されます。

2. 該当する検出プロパティを定義します。
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3. CIM 認証情報グループは、 デフォルトで CIM インターフェイスを通じて管理され

るすべての ESX ホス トに接続するために使用されるデフォルトの CIM 認証情報を

セッ トするために使用できます。

 プロ ト コル:http または https プロ ト コルを使用して、 ESX ホス トに接続できま
す。 http および https に使用されるデフォルトのポート番号は、 それぞれ 5988
と  5989 です。 ポート番号は選択したプロ ト コルに従って自動的に変わり ます。
また、 ポート番号を手動で変更するこ と もできます。 デフォル ト で、 HTTP が
ESXi ホス トの sfcb で無効に設定されているため、ユーザーは HTTPS を使用して、
ESXi ホス ト と通信する必要があ り ます。 

 ユーザー名 : ユーザー名フ ィールドには、ESX ホス トに接続されるユーザー名が
含まれます。 デフォルトで、 これは 「root」 です。

 パスワード : このパスワード  フ ィールドは、ESX ホス トに接続するために使用さ
れるユーザー名のパスワードを含みます。

 名前空間 : 名前空間は、 emulex プロバイダーの名前空間です。 

ESX/ESXi 4.1 の場合、 名前空間は 「root/emulex」 です。 

注 : ESXi / ESX の Emulex CIM プロバイダーが inbox プロバイダーの場合、名
前空間には 「elxhbacmpi/cimv2」 を使用します。 out-of-box の CIM プロ
バ イ ダーが イ ン ス ト ール さ れてい る 場合、 使用 さ れ る 名前空間は
「root/emulex」 です。

表 5-1 「プロバイダーに使用される名前空間」 は inbox プロバイダーで使用され
る名前空間と  ESX/ESXi の種々のバージ ョ ンの out-of-box のプロバイダーを リ
ス ト します。

CIM プロバイダーが inbox であるか out-of-box であるかをチェッ クするために、
ESX/ESXi ホス トで以下のコマンドを入力してください。

~ # esxupdate --vib-view query | grep emulex-cim-provider

プロバイダー名の先頭に deb が付けられている場合、 inbox プロバイダーです。
プロバイダー名の先頭に cross が付けられている場合、 以下の応答サンプルで
示された通り、 out-of-box プロバイダーです。 

deb_emulex-cim-provider_410.2.0.32.1-207424  

installed  2010-04-01T07:00:00+00:00

cross_emulex-cim provider_410.3.1.16.1235786

installed  2010-10-11T09:39:04.047082+00:00

4. 適用する更新速度の設定を選択します。

5. [OK] をク リ ッ クして、 変更を適用します。 [デフォルト  (Default)] をク リ ッ クして、

検出プロパティをデフォルト設定に戻します。

 表 5-1 プロバイダーに使用される名前空間

名前空間

inbox プロバイダー out-of-box のプロバイダー

ESX/ESXi4.1 elxhbacmpi/cimv2 root/emulex
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iSCSI ターゲット検出の設定

[iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブを使用する と、 iSCSI ターゲッ ト
検出関連パラ メータを設定できます。 

 図 5-6  [iSCSI ターゲット検出 (iSCSI Target Discovery)] タブ

[iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブを表示する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 設定したい検出設定をもつ iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブを選択します。

ターゲット検出フィールドの定義

 Target Portals (ターゲッ ト  ポータル)  –ターゲッ ト  ポータル表には、ターゲッ ト
に対してクエ リ されるすべてのターゲッ ト  ポータルが含まれます。SAN セッ ト
アップに応じて、 この表の内容は使用可能なターゲッ ト  ポータルのサブセッ ト
であるか、 それにすべての iSCSI ターゲッ トのフルセッ トのターゲッ ト  ポータ
ルが含まれている場合があ り ます。

 Target (ターゲッ ト ) –ターゲッ ト表には、現在検出されたすべてのターゲッ トが
含まれます。 この表のターゲッ トは以下のとおり、 3 つのソースの う ちの 1 つ
から取り出されます。

 ターゲッ トが手動で追加された。

 ターゲッ トがターゲッ ト  ポータル経由で検出された。

 ターゲッ トが iSNS サーバ クエ リーを通じて見つかった。
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ターゲッ ト検出ボタン

 Add Portal (ポータルの追加) – ク リ ッ ク してターゲッ ト  ポータルを追加します。
詳細については、56 ページの「ターゲッ ト  ポータルの追加」を参照してください。

 Remove Portal (ポータルの削除) – ク リ ッ ク してポータルを削除します。詳細に
ついては、 56 ページの 「ターゲッ ト  ポータルの削除」 を参照してください。

 Target Login (ターゲッ ト  ログイン ) – ク リ ッ クして選択したターゲッ トにログイ
ンします。 詳細については、 58 ページの 「ターゲッ トへのログイン」 を参照し
てください。

 Target Sessions (ターゲッ ト  セッション) – ク リ ッ クして選択したターゲッ トのアク
ティブなセッシ ョ ンを表示します。 詳細については、 60 ページの 「ターゲッ ト
セッシ ョ ンの表示」 を参照してください。

 Manually Add Target (ターゲッ トの手動追加) – ク リ ッ ク して iSCSI ターゲッ ト
を手動で追加します。 詳細については、 59 ページの 「iSCSI ターゲッ ト を手動で
追加する」 を参照してください。

 Remove Target (ターゲッ ト を削除) – ク リ ッ クしてiSCSI ターゲッ ト を手動で削除
します。詳細については、60 ページの「ターゲッ トの削除」を参照してください。

 Refresh Targets ( ターゲッ トの情報更新) – ク リ ッ ク してターゲッ トの完全な再検
出、 すべての設定済みの iSNS サーバとターゲッ ト  ポータルのクエリーを手動で
強制します。

ターゲット ポータルの追加

ターゲッ ト  ポータルを追加する方法は次のとおりです。

1. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、 [ポータルの追加 (Add
Portal)] をク リ ッ ク します。 [ターゲッ ト  ポータルの追加 (Add Target Portal)] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

2. サーバの IP アドレス と  TCP ポート番号を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 ター

ゲッ ト  ポータルに正常に追加した後で、 ターゲッ ト  ポータルのターゲッ トが検出

され、 ターゲッ ト  リ ス トに表示されます。

3. 使用するポータル ログイン オプシ ョ ンと認証タイプを指定してください。 

4. [OK] をク リ ッ ク します。

ターゲット ポータルの削除

ターゲッ ト  ポータルを削除する方法は次のとおりです。

1. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、 [ ターゲッ ト  ポータル

(Target Portals)] 表で削除するターゲッ ト ポータルを選択します。

2. [ポータルの削除 (Remove Portal)] をク リ ッ ク します。 

注: 検出されたターゲッ トは、ターゲッ ト  ポータルをク リアしても削除されません。

それらは、 [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブを使用して特

別に削除される必要があ り ます。しかし  (ESX ホス ト を除き )、システムを再起

動したと きにログインしないターゲッ トは削除されます。
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iSCSI ターゲット検出のための iSNS の設定

Internet Storage Name Server (iSNS) は、SAN 内で他のホス トによ り クエ リできるス ト
レージ ネッ ト ワーク  エレ メン トのデータベースを監視します。 iSCSI ス ト レージ デバ
イスは特に、OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンなどの iSCSI ク ラ イアン トによ
る効率的な検出のために、 iSNS でターゲッ ト を登録できます。

[iSCSI SNS] タブを使用して、 iSNS サーバを設定するか、 DHCP を使用してサーバを
検出します。  

 図 5-7  [iSCSI SNS] タブ

サーバを追加する方法は次のとおりです。

1. [iSNS Server の更新 (Update iSNS Server)] をク リ ッ ク します。 [iSNS Server の更
新 (Update iSNS Server)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. サーバ アドレス とポート を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 
新しい iSNS サーバはまた iSCSI ターゲッ ト に対してクエ リーされ、 検出された
ターゲッ トはメ インの [ターゲッ ト検出 (Target Discovery)] タブのターゲッ ト表に
追加されます。

サーバーを削除するには、[iSNS のク リ ア (Clear iSNS)] をク リ ッ ク します。ISNS サー
バが削除され、 ターゲッ ト最新表示中にクエ リーされなくな り ます。

iSNS を使用して検出されたターゲッ トは、iSNS サーバをク リ アするこ とによ り削除さ
れません。 それらは、 [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブで特別に削
除される必要があ り ます。 しかし  (ESX ホス ト を除き )、 システムを再起動したと きに
ログインしないターゲッ トは削除されます。
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DHCP を使用してサーバーを検出するには、 [DHCP を通じた検出 (Discover thru
DHCP)] を ク リ ッ ク し ます。 iSNS サーバが DCHP サーバを通じて検出でき る場合、
ターゲッ トに対して設定され、 クエ リーされます。

ターゲットへのログイン

接続されているターゲッ トのみが、 正常にログインできるターゲッ ト であ り、 検出ツ
リーに表示されます。 しかし、 [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブの
[ ターゲッ ト  (Targets)] 表は、 接続ステータスにかかわらず、 すべての検出されたター
ゲ ッ ト から構成されています。 各ターゲ ッ ト の接続ステータ スは、 [ ターゲ ッ ト
(Targets)] 表の 「ステータス  (Status)」 列に表示されます。切断されたターゲッ トは、 イ
ニシエーターによ り ログインされていないターゲッ トです。

注: ターゲッ トのログイン オプシ ョ ンは、 それらがターゲッ ト  ポータルから検出さ
れ、 ターゲッ ト  ポータルのログイン オプシ ョ ンと一致する と きに設定されます。
[ イニシエーターのログイン オプシ ョ ン (Initiator Login Options)] タブのログイン
オプシ ョ ンを変更しても、検出されたターゲッ トのログイン オプシ ョ ンは変わり
ません。 

 図 5-8  [ ターゲット ログイン (Target Login)] ダイアログ ボックス
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ターゲッ トにログインするには、 次のとおり実行します。

1. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、 [ ターゲッ ト  (Targets)]
表のターゲッ ト を選択します。

2. [ ターゲッ ト  ログイン (Target Login)] をク リ ッ ク します。 [ ターゲッ ト  ログイン

(Target Login)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。ダイアログには、 ターゲッ ト

のターゲッ ト名と ターゲッ ト  エイ リ アスが表示されます。 ターゲッ トにログイン

し、 システムを再起動する と きに、 OneConnect アダプタは再起動が完了した後で

そのターゲッ トに自動的にログインします。

3. 使用するターゲッ ト  ログイン オプシ ョ ンと認証タイプを指定してください。

4. 複数のターゲッ ト  ポータルがターゲッ トにログインするために使用できる場合、ター

ゲッ ト  ポータル リ ス トから使用するターゲッ ト  ポータルを選択できます。デフォル

トのターゲッ ト  ポータルを使用するためには、「デフォルト  ターゲッ ト  ポータルを使

用 (Use default target portal)」 をチェ ッ ク して ください。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 ターゲッ トが正常にログインされたら、 ターゲッ ト表の

ターゲッ トのステータスが 「接続済み (Connected)」 に変わり ます。

注: あるターゲッ トに複数回ログインする場合、または複数の iSCSI ポートから同
じターゲッ トにログインする場合、 オペレーティング システムにターゲッ ト
の LUN を適切に示すために、マルチパスのソフ ト ウェアをインス トールする
必要があ り ます。

iSCSI ターゲットを手動で追加する

[iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブによ り、 iSCSI ターゲッ ト を手動

で追加してログインできるよ うにな り ます。   

iSCSI ターゲッ ト を手動で追加する方法は次のとおりです。

1. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、[ ターゲッ トの手動追加
(Manually Add Target)] をク リ ッ ク します。 [iSCSI ターゲッ ト の追加 (Add iSCSI
Target)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. ターゲッ ト  iSCSI 名、 ターゲッ ト  IP アドレス、 および TCP ポート番号を入力して
ください。

3. 使用するターゲッ ト  ログイン オプシ ョ ンと認証タイプを指定してください。

4. ターゲッ ト をブート  ターゲッ ト と して追加するには、ブートのチェッ クボッ クスを
オンにします。

5. ターゲッ ト を追加した後に、 そのターゲッ ト にログインするには、 自動ログイン
チェッ クボッ クスをオンにします。

6. [OK] をク リ ッ ク します。 ターゲッ トが正常に追加され、 ログインされる と、 ター
ゲッ トはターゲッ ト表で 「接続済み (Connected)」 と して表示されます。

注: 自動ログイン チェッ クボッ クスがオフの状態でターゲッ ト を追加する と、「閉
じた」 ターゲッ ト  セッシ ョ ンがターゲッ トに対して作成されます。 これによ
り、 追加されたターゲッ ト を手動でブート  ターゲッ トに変更するこ とが可能
にな り ます。 ターゲッ ト にログインしない場合は、 リブー ト時にシステムが
ターゲッ トへのログインを試みます。 「検出された」 ターゲッ トの場合と同様
に、 これは自動的に削除されません。
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ターゲットの削除

ターゲッ ト を取り除くには、 次のとおり実行します。

1. 削除するターゲッ トのすべてのセッシ ョ ンをログアウ ト します。

2. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、 削除するターゲッ ト を

選択し、 [ ターゲッ トの削除 (Remove Target)] をク リ ッ ク します。

ターゲット セッションの表示

[ ターゲッ ト  セッシ ョ ン (Target Sessions)] ダイアログ ボッ クスでは、 現在接続されて

いるターゲッ トのアクティブなセッシ ョ ンを表示できます。 

接続されたターゲッ トのアクテ ィブなセッシ ョ ンを表示するには、 [iSCSI ターゲッ ト

検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、表示するセッシ ョ ンをもつターゲッ ト を選択

し、 [ ターゲッ ト  セッシ ョ ン (Target Sessions)] をク リ ッ ク します。 [ ターゲッ ト  セッ

シ ョ ン (Target Sessions)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

アクテ ィ ブなセッシ ョ ンが存在している場合、 セッシ ョ ン ([Session)] プルダウン メ

ニューを使用して、表示する情報をもつセッシ ョ ンを選択します。 [閉じる  (Close)] をク

リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。 

ターゲット セッションのログアウト

[Target Sessions ( ターゲッ ト  セッシ ョ ン )] ダイアログ ボッ クスでは、 現在接続されて

いるターゲッ トのアクティブなセッシ ョ ンをログ アウ トできます。

接続されたターゲッ トのアクティブなセッシ ョ ンをログ アウ トする方法は次のとおり

です。

1. [iSCSI ターゲッ ト検出 (iSCSI Target Discovery)] タブから、 ログ アウ トするセッ

シ ョ ンをもつターゲッ ト を選択し、[ターゲッ ト  セッシ ョ ン (Target Sessions)] をク

リ ッ ク します。[ターゲッ ト  セッシ ョ ン (Target Sessions)] ダイアログ ボッ クスが表

示されます。

2. [セッシ ョ ン (Session)] プルダウン メニューから、ログアウ トするセッシ ョ ンを選択

します。 

3. [セッシ ョ ンを閉じる  (Close Session)] をク リ ッ ク して、セッシ ョ ンをログアウ ト し

ます。
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注: すべてのセッシ ョ ンがログアウ ト された場合、ターゲッ トが切断され、検出ツ
リーから削除されます。 ただし、ターゲッ トは依然としてその後のログインで使

用可能です。

 図 5-9  [ ターゲット セッション (Target Sessions)] ダイアログ ボックス

ターゲット セッション フィールドの定義

 イニシエーター名 (Initiator Name) –セッシ ョ ンにログインするために使用され

るイニシエーターの名前。

 ステータス  (Status) –セッシ ョ ンのステータス  (ログイン、 ログイン処理中、 ログ

イン失敗、 リ カバリ、 不明)

 ISID –イニシエーター セッシ ョ ン識別子 (各セッシ ョ ンに対して固有)

 ISID 修飾子 (ISID Qualifier) – ISID の最初の 2 バイ ト  (各セッシ ョ ンに対して固有)
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



5. 検出の設定

iSCSI ターゲット検出の設定
62
 TSIH –ターゲッ ト  セッシ ョ ン識別子ハンドル。 特定の iSCSI イニシエーターで
iSCSI セッシ ョ ンを識別するために、 iSCSI ターゲッ トによ り生成されたタグ。

 iSCSI Boot (iSCSI ブート ) – このターゲッ トからのブート を有効にするには、 こ
のチェ ッ クボッ クスをオンにします。 このターゲッ トからのブート を無効にす
るには、 チェ ッ クボッ クスをオフにします。 ターゲッ トから ログアウ トするに
は、このボッ クスをオフにする必要があ り ます。 ただし、実際のブート  ターゲッ
トからログアウ トするこ とはできません。

ログイン オプション領域でネゴシエートされるセッション 

 InitialR2T – 送信するための初期要求。 「はい (Yes)」 にセッ ト される と、 イニシ

エーターはそれを送信する前に SCSI データを要求するターゲッ ト を待つ必要

があ り ます。 「いいえ (No)」 にセ ッ ト される と、 イ ニシエーターが非請求

FirstBurstLength バイ トのバース ト を送信するこ とができます。 

 即値データ  (Immediate Data) – 「はい (Yes)」 にセッ ト される と、 イニシエー

ターは非請求データをコマンドに追加するこ とができます。

 MaxConnections – 単一のセッション内に許可されるターゲッ トへの接続の最大数。

 MaxOutstandingR2T – それぞれ、MaxBurstLLength バイ ト まで、セッシ ョ ン内

のタスクごとの未処理の送信要求 (R2T) の最大数。

 FirstBurstLength – 単一の iSCSI コマンドの実行中にターゲッ トにイニシエーター

が送信できる非請求データの最大量 (バイ ト数)。

 MaxBurstLength – 1 回のバース トでイニシエーターが送信する非請求データ と

請求データのいずれかの最大量。 この値を超えるデータの量は、 ターゲッ トに
よ り明示的に要求されるこ とが必要です。 

 DefaultTimeToWait –イニシエーターが予測されない接続の終了またはリセッ ト

後に、 ド ロ ップした接続 （またはタスク） を再接続または再割り当てしよ う と
するまでの、 最小の待ち時間を秒数で表したもの。 イニシエーターと ターゲッ
トはネゴシエート して、 この値を決めます。

 DefaultTimeToRetain – DefaultTimeToWait で示された最初の待ち時間が経過

した後で、 接続を再割り当てするための最大時間を秒数で表したもの。 イニシ
エーターと ターゲッ トはネゴシエート して、 この値を決めます。

 ErrorRecoveryLevel – セッシ ョ ンに対し使用可能な ErrorRecoveryLevel。 0 は
セッシ ョ ンの再開のみによる回復を示します。 1 はコマンド、 データ、 または

ステータスを再発行するこ とによる回復を示します。 2 は接続障害の回復を示

します。

 DataPDUInOrder –シーケンス内のデータのプロ ト コル データ  ユニッ ト  (PDU)
の順序。

 DataSequenceInOrder –シーケンス間の順序。

セッション統計領域

 セッシ ョ ン方向 (Session Direction) – iSCSI セッシ ョ ンの方向。 有効な値は 
InboundSession と  OutboundSession です。

 Cmd PDU – このセッシ ョ ンで転送される  Command PDU の数。

 Response PDU – このセッシ ョ ンで転送される  Response PDU の数。
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 送信データ  オクテッ ト  (Xmt Data Octets) – このセッシ ョ ンのローカル iSCSI
ノードによ り送信されたデータ  オクテッ トの数。

 受信データ  オクテッ ト  (Recv Data Octets) – このセッシ ョ ンのローカル iSCSI
ノードによ り受信されたデータ  オクテッ トの数。

 ダイジェス ト  エラー (Digest Errors) – セッシ ョ ンで受信し、ヘッダーまたはデー

タ  ダイジェス ト  エラーに含まれた PDU の数。

 接続タイムアウ ト  (Connection Timeouts) – タイムアウ トのために終了されたこ

のセッシ ョ ン内の接続数。

 セッシ ョ ン ターゲッ ト  エイ リアス (Session Target Alias) – このセッシ ョ ンのター

ゲッ ト  エイ リ アス。

接続情報領域

 iSCSI 接続 ID (iSCSI Connection ID) – 接続に割り当てられた iSCSI 接続 ID。

 ステータス  (Status) – 接続のステータス。 有効な値は 「接続中 (Connected)」 と

「不明 (Unknown)」 です。

 ソース  IP アドレス  (Source IP Address) – 接続のソース  IP アドレス。

 ソース  ポート  (Source Port) – 接続のソース  TCP ポート番号。

 宛先 IP アドレス  (Destination IP Address) – 接続の宛先 IP アドレス。

 宛先ポート  (Destination Port) – 接続の宛先 TCP ポート番号。

 リ ダイレク ト先 (Redirected Destination) –ターゲッ トの リダイレク ト先の IP ア
ドレス。

 リ ダイレク ト先ポート  (Redirected Destination Port) – ターゲッ トの リダイレク

ト先のポート番号。

接続時のネゴシエート ログイン オプション

 認証方法 (Authentication Method) – 接続のために使用される認証方法。有効な

値には、 None、 Mutual CHAP、 One-Way CHAP があ り ます。

 MaxRecdDataSegmentLength – イニシエーターまたはターゲッ トが iSCSI PDU
で受け取るこ とができる最大データ  セグメン ト長 ( バイ ト数 )。

 ヘッダー ダイジェス ト  (Header Digest) – CRC32C にセッ トする と き、 iSCSI
PDU のヘッダー セグメン トの整合性が CRC32C チェッ クサムによ り保護され

ます。

 データ  ダイジェス ト  (Data Digest) – CRC32C にセッ トする と き、iSCSI PDU の
データ  セグメン トの整合性が CRC32C チェッ クサムによ り保護されます。

 TCPMSS – この接続の最大セグメン ト  サイズ。単一 iSCSI ヘッダーを持つ PDU
全体を送信するために必要な場合はいつでも、ド ライバがデータ  PDU のサイズ

を判断するために使用します。
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6. 検出情報の表示
[検出情報 (Discovery Information)] ページは、 検出されたエレ メ ン トの概要を含みま
す。 選択する表示に依存して、 [ホス ト  (Host)]、 [ファブ リ ッ ク  (Fabric)]、 または [仮想
ポート  (Virtual Port)] アイコンが、検出ツ リーのルートですが、特定のネッ ト ワーク  エ
レ メン ト を表しません。 SAN で表示できるすべてのホス ト、 LUN、 ターゲッ ト 、 アダ
プタ  ポート、 仮想ポートが表示されるよ うに展開します。

検出情報を表示する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーのルートで [ホス ト  (Hosts)]、 [ファブ リ ッ ク  (Fabrics)]、 または [仮想
ポート  (Virtual Port)] アイコンをク リ ッ ク します。検出された SAN エレ メン トは、
検出ツ リーに表示されます。

2. よ り詳細を知るには検出ツ リーからエレ メン ト を選択してください。 

 図 6-1  検出情報 ( ホスト ビューを選択 )

検出情報フィールドの定義
 ホス トの数 (Number of Hosts) –管理可能な Emulex アダプタを含む検出された

ホス ト  コンピュータの合計数。 これには、 サーバ、 ワークステーシ ョ ン、 個人
のコンピュータ、 マルチプロセッサ システムおよびク ラスタ化コンピュータの
コンプレッ クスを含みます。

 ファブ リ ッ クの数 (Number of Fabrics) – 検出されたファブ リ ッ クの合計数。

 アダプタの数 (Number of Adapters) – 検出されたアダプタの合計数。

 物理ポートの数 (Number of Physical Ports) – このホス トによ り管理できる検出
された物理ポートの数。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



7. ホストの管理

検出情報フィールドの定義
65
7. ホストの管理
ホス ト情報を表示する  2 つのタブがあ り ます。 [ホス ト情報 (Host Information)] タブと
[ ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameters)] タブです。 [ ホス ト 情報 (Host
Information)] タブは読み取 り 専用です。 [ ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver
Parameters)] タブは、 特定のホス トのアダプタ  ド ライバ設定を表示して定義できます。
[ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameters)] タブに関する詳細については、
115 ページの 「[ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameter)] タブ」 を参照して
ください。

[ ホ ス ト 情報 (Host Information)] と  [ ホ ス ト  ド ラ イバ パラ メ ータ  (Host Driver
Parameters)] タブを表示する方法は次のとおりです。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、 [ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group
Adapters by Host Name)] をク リ ッ ク します。

 ツールバーから、[ ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group Adapters
by Host Name)] をク リ ッ ク します。

2. 検出ツ リーのホス ト を選択します。

3. [ホス ト情報 (Host Information)] タブまたは [ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host
Driver Parameters)] タブを選択します。 

[ホス ト情報 (Host Information)]タブは、選択したホス トにインス トールされたアダプタ
の数、 接続されたファブ リ ッ クの数など含む選択されたホス トの情報を表示します。 

 図 7-1  [ ホスト情報 (Host Information)] タブ
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ホスト情報フィールドの定義
 オペレーティング システム (Operating System) – 選択したホス トにインス トール

されたオペレーティング システムとバージ ョ ン。

 管理 IP アドレス  (Management IP Address) – ホス トが FC で検出される と、[管
理 IP ア ド レ ス  (Management IP Address)] フ ィ ールド には 「Host discovered
over Fibre Channel」 と表示されます。 ホス トが TCP/IP アクセスで追加されて

いる場合、 [ 管理 IP ア ド レ ス  (Management IP Address)] フ ィ ール ド には、

138.239.82.131 のよ うに、 ホス トの IP アドレスが表示されます。 実際に起動し

ているホス ト を選択している場合は、 「ローカル ホス ト  (local Host)」 が表示さ

れます。

 リモート  マネージャ  サーバ バージ ョ ン (Remote Manager Server Version) – ホス

トで実行中の OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンサーバのバージョ ン。別

のバージ ョ ンの OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンが SAN の異なるホス

トにインス トールされている場合、 これらの違いはこのフィールドに示されます。

 アダプタの数 (Number of Adapters) – ホス トにインス トールされたアダプタの数。

 物理ポートの数 (Number of Physical Ports) – このホス トによ り管理できる検出

された物理ホス トの数。

 CIM プロバイダー バージ ョ ン (CIM Provider Version) – ホス トが CIM イン

ターフェイスを使用して管理されている場合、 「CIM プロバイダー バージ ョ ン

(CIM Provider Version)」 フ ィールドに、 リモートで管理されているシステムで

実行されている  Emulex CIM プロバイダーのバージ ョ ンが表示されます。

注: [CIM プロバイダー バージョ ン (CIM Provider Version)] フ ィールドは、 ホス ト

が CIM インターフェイスを通じて管理される場合にのみ表示されます。

機能サマリー領域
 NIC ファンクシ ョ ン (NIC Functions) – このホス トで検出されたアダプタで実行

中の NIC ファンクシ ョ ンの数。

 FC ファンクシ ョ ン (FC Functions) – このホス トで検出されたアダプタで実行中

の FC ファンクシ ョ ンの数。

 FCoE ファンクシ ョ ン (FCoE Functions) – このホス トで検出されたアダプタで

実行中の FCoE ファンクシ ョ ンの数。

 FC ターゲッ ト  (FC Targets ) – このホス トの FC/FCoE ファンクシ ョ ンで検出さ

れた FC ターゲッ トの数。

 VPorts – このホス トによ り管理できる検出された仮想ポートの数。(CIM インター

フェイスを通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。 )

 iSCSI ファンクシ ョ ン (iSCSI Functions) –このホス トで検出されたアダプタで実

行中の iSCSI ファンクシ ョ ンの数。

 iSCSI ターゲッ ト  (iSCSI Targets) – このホス トの iSCSI ファンクシ ョ ンで検出さ

れた iSCSI ターゲッ トの数。
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ホスト グループ化情報の表示

[ホス ト  グループ情報 (Host Group Information)] タブは、 グループ名、 ホス トの合計数

などの選択されたホス ト  グループに関する情報を表示します。 ホス ト  グループの作成

に関する詳細は、 68 ページの 「ホス トのグループ化」 を参照してください。

注 : ホス ト  グループ化は VMware ではサポート されていません。

ホス ト  グループ化情報を表示するためには、 検出ツ リーから、 表示する情報をもつホ

ス ト  グループを選択します。 

 図 7-2  [ ホスト グループ情報 (Host Group Information)] タブ

ホスト グループ情報フィールドの定義

 グループ名 (Group Name) – 選択したグループの名前。

 ホス ト数 (Number Hosts) – グループに割り当てられたホス トの合計数。

 アダプタの数 (Number of Adapters) – グループの検出されたアダプタの合計数。

 ポートの数 (Number of Ports) – グループのポートの合計数。
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ホストのグループ化
OneCommand Manager アプリケーショ ンを使用すると、関連するホス ト をホス ト  グルー
プに割り当てるこ とができます。 一般的に、 同じホス ト  グループ内のホス トは一部の
共通の機能を共有するか、 「Payroll」 グループまたは 「Shipping/Receiving」 グループ
のよ うな企業の同じ組織ユニッ ト内に存在するだけの場合があ り ます。

グループ中心の形式またはホス トベースのフラ ッ ト形式のいずれかで、 検出ツ リーに
ホス ト を表示でき ます。 ホス ト のグループ化機能は、 ホス ト  (Host) ビュー、 Vport
ビュー、 ファブ リ ッ ク  (Fabric) ビュー モードで使用できます。

注: 同じファブ リ ッ クが、 複数のホス ト  グループの下で表示される場合があ り ます。
たとえば、 ファブ リ ッ クの一部のポートは、 あるホス ト  グループのポートやホス
ト に接続し、 また同じファブ リ ッ クのその他のポー ト は別のホス ト  グループの
ポート ホス トに接続する場合があ り ます。

選択したグループのセッ ト でフ ァームウ ェア ダウンロードやド ラ イバ パラ メータ
アップデート などのバッチ操作を実行するこ と もできます。詳細については、 189 ペー
ジの 「複数のアダプタのファームウェアの更新」 を参照してください。

注 : ホス トのグループ化は VMware ではサポート されていません。

グループ化をせずにすべてのホス ト を表示するには、 次のいずれかの手順を実行して
ください。

 [表示 (View)] メニューから、[グループの表示 (Show Groups)] のチェッ クを解除
します。

 ツールバーから、 [ ホス ト  グループの表示 (Show Host Groups)] のク リ ッ

クを解除します。

すべてのホス ト  グループを表示する方法は次のとおりです。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、[グループの表示 (Show Groups)] をチェッ クします。

 ツールバーから、 [ ホス ト  グループの表示 (Show Host Groups)] をク リ ッ

ク します。

2. [使用可能なホス ト  グループ (Available Host Group)] リ ス トから、[All (すべて)] を選

択します。 

特定のグループに割り当てられたすべてのホス ト を表示する方法は次のとおりです。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、[グループの表示 (Show Groups)] をチェッ クします。

 ツールバーから、 [ ホス ト  グループの表示 (Show Host Groups)] をク リ ッ

ク します。

2. [使用可能なホス ト  グループ (Available Host Group)] リ ス トから、 表示するホス ト を

もつグループを選択します。 
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ホスト グループの管理

[ ホス ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログボッ クスを使用して、ホ

ス ト  グループを作成や削除、 ホス ト を追加や削除、 ホス ト  グループを復元します。

注 : ホス トのグループ化の管理は VMware ではサポート されていません。

 図 7-3  [ ホスト グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボックス

ホスト グループ管理フィールドの定義

 使用可能なホス ト  (Available Hosts) – ホス ト  グループに追加できるホス トの リ
ス ト 。 ホス ト を選択し、 右ク リ ッ ク してグループの割り当てを確認できます。

 グループ化されていないホス トの表示 (Show ungrouped hosts) – これがチェッ
ク されている と、現在、ホス ト  グループに割り当てられているホス トのみが表示
されます。

 選択済みのグループのホス ト  (Hosts in Selected Group) – 現在選択されている
ホス ト  グループに割り当てられたホス トの リ ス ト 。

 グループ (Groups) – 現在定義されているホス ト  グループのリ ス ト 。この リ ス ト
のグループを選択する と、そのホス ト  メ ンバーが選択されたグループ リ ス トの
ホス トに表示されます。
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ホスト グループ管理ボタン

 ホス トの追加 (Add Host) – 選択された使用可能なホス ト を現在選択されている
グループに追加します。

 ホス トの削除 (Remove Host) – 現在選択されているグループから選択されたホ
ス ト を削除します。

 新規グループの作成 (Create New Group) – 新規ホス ト  グループを作成できます。

 グループの削除 (Delete Group) – 現在選択されているホス ト  グループを削除し
ます。

 グループの復元 (Restore Group) –選択されたグループの設定を元の状態に戻し
ます。

 すべてのグループの復元 (Restore All Groups) –すべてのグループを元の状態に
戻します。

 OK – 現在の設定の変更を保存し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

 キャンセル (Cancel) – 変更を破棄し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。 

ホスト グループ管理アイコン

 ホス トが現在 1 つのホス ト  グループに割り当てられているこ とを示します。

 ホス トが現在複数のホス ト  グループに割り当てられているこ とを示します。

ホスト グループの作成

新規のホス ト  グループを作成する方法は次のとおりです。

1. [表示 (View)] メニューから、 [グループの管理 (Manage Groups)] を選択します。

[ホス ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

2. [新規グループの作成 (Create New Group)] をク リ ッ ク します。[新規ホス ト  グルー

プの作成 (Create New Host Group)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

 図 7-4  [ 新規ホスト グループの作成 (Create New Host Group)] ダイアログ ボックス

3. 作成するグループの名前を入力し、 [OK] をク リ ッ クします。 新しいグループが [ホス

ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボ ッ ク スの [ グループ

(Group)] リ ス トに表示されます。
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ホスト グループの削除

ホス ト  グループを削除する方法は次のとおりです。

1. [ 表示 (View)] メニューから、 [ グループの管理 (Manage Groups)] を選択します。
[ ホス ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2.  [ グループ (Groups)] リ ス トから、削除するグループを選択します。[ ホス ト  グルー
プ管理 (Host Group Management)] 警告ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

 図 7-5  [ ホスト グループ管理 (Host Group Management)] 警告ダイアログ ボックス

3. [ はい (Yes)] をク リ ッ ク して、 選択したホス ト  グループを削除します。

ホスト グループへのホストの追加

グループへホス ト を追加する方法は次のとおりです。

1. [表示 (View)] メニューから、 [グループの管理 (Manage Groups)] を選択します。
[ホス ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2. [グループ (Groups)] リ ス トから、 ホス トに追加するグループを選択します。

3. [使用可能なホス ト  (Available Hosts)] リ ス トから、 追加するホス ト を選択し  (また
は Ctrl- ク リ ッ クかシフ ト - ク リ ッ クを使用して複数のホス ト を選択し )、 [ホス トの
追加 (Add Host)] を ク リ ッ ク し ます。 選択し たホ ス ト が [ 使用可能なホ ス ト
(Available Hosts)] リ ス ト から削除され、 [選択したグループのホス ト  (Hosts in
Selected Group)] リ ス トに追加されます。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。 検出ツ リーには、 新しい構成が表示さ
れます。

ホスト グループからのホストの削除

ホス ト  グループからホス ト を削除する方法は次のとおりです。

1. [表示 (View)] メニューから、 [グループの管理 (Manage Groups)] を選択します。
[ホス ト  グループ管理 (Host Group Management)] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2. [グループ (Groups)] リ ス トから、 削除するホス ト を含むグループを選択します。

3. [選択したグループのホス ト  (Hosts in Selected Group)] リ ス トから削除するホス ト
を選択し、 [ホス トの削除 (Remove Host)] をク リ ッ ク します。 [選択したグループ
のホス ト  (Hosts in Selected Group)] リ ス ト から選択したホス トが削除され、 [使用
可能なホス ト  (Available Hosts)] リ ス トに追加されます。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。 検出ツ リーには、 新しい構成が表示さ
れます。
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ホスト グループの復元

[グループの復元 (Restore Group)] をク リ ッ ク して、現在選択されたホス ト  グループの

構成設定をダイアログ ボッ クスが開いたと きに使用していたものに戻します。

注: 現在の構成セッシ ョ ン中に現在選択されているグループが作成された場合、[グルー

プの復元 (Restore Group)] をク リ ッ クする と、新しいグループ名が削除されます。

すべてのホストグループの復元 

[すべてのグループを復元 (Restore All Groups)] をク リ ッ クする と、ホス ト  グループの

構成全体をダイアログが開いたと きに存在していた状態に戻します。 すべてのホス ト

グループ割り当ては、 元の構成に戻り ます。 まだコ ミ ッ ト されていない新し く追加さ
れたホス ト  グループは削除され、 削除されたホス ト  グループは復元されます。

ホスト グループ化構成のエクスポート

ホス ト  グループ化構成を リモート  ホス トにエクスポートする場合、種々のホス ト  グルー

プの構成ファイルをそれらが作成されたホス トから リモート  ホス トにコピーする必要が

あり ます。OneCommand インス トール ディ レク ト リーの下の config/hostgroups サブ

ディレク ト リーのコンテンツ全体をリモート  システムの同等の場所にコピーします。サポー

ト されるプラッ トフォームのホス ト  グループ化構成ファイルの場所は次のとおりです。

 Windows の場合 : 
InstallationDriveLetter: \Program Files\Emulex\Util\Config\hostgroups

 Windows Itanium64 の場合 : 
InstallationDriveLetter: \Program Files (x86)\Emulex\Util\Config\hostgroups

 Linux の場合 /usr/sbin/ocmanager/config/hostgroups

 Solaris の場合 /opt/ELXocm/config/hostgroups

ホス ト  グループ構成ファイルは、 異なるオペレーティング システム間で完全に相互交

換できます。 たとえば、 Solaris ホス トのホス ト  グループ構成ファイルは、 Linux また

は Windows ホス トに直接コピーするこ とができ、 変換は必要あ り ません。

ホストの検索
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ホス ト名によ り特定のホス トの検出

ツ リーを検索するこ とができます。 指定したホス ト名が見つかった場合、 検出ツ リー
は希望のホス ト名を表示するために上下にスクロールします。 

何百、何千ものホス ト を持つ大規模なインス ト レーシ ョ ンでホス ト を検索する場合、 こ
の機能は特に便利です。 特定のホス トのポートがいくつかのファブ リ ッ ク間で分散さ
れ、そのホス トのポート を検出ツ リーで見つけるのが難し くなる場合があるので、[ ファ

ブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示モード も役立ちます。
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ホス ト を検索する方法は次のとおりです。

1. 次のいずれかを実行します。

 [ 編集 (Edit)] メニューから、[ 検索 ... (Find...)] を選択し、検索するホス トの名前を

[ ホス トの検索 (Find Host)] に入力します。

 ツールバーから、検索するホス トの名前を [ ホス トの検索 (Find Host)] フ ィール

ドに入力します。

2. ツールバーから [ ホス トの検索 (Find Host)] をク リ ッ ク、 またはキーボードで

< Enter > を押します。

検索するホス トが検出ツ リーでハイライ ト されます。

[編集 (Edit)] メニューで [次を検索 (Find Next)] オプシ ョ ンまたは F3 を押すと、 指定
した名前のインスタンスをさ らに続けて検索します。
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8. アダプタとポートの管理
このセクシ ョ ンは、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンを使用して実行できる

種々のアダプタ管理およびポート管理機能について説明します。

CIM の使用

バイザー ベース ESX プラッ ト フォームの VMware は CIM (Common Interface Model) を
デバイス管理の唯一の標準管理メカニズムと して使用します。OneCommand Manager
は標準 CIM インターフェイスを使用して、 ESX COS と  バイザー 環境でアダプタを管

理し、 CIM ベースのデバイス と  HBA 管理をサポート します。 OneCommand Manager
はまた、 独自の管理スタ ッ ク と標準 HBAAPI インターフェ イスに基づいて、 既存の

HBA 管理機能もサポート します。

OneCommand Manager を使用している  ESX/ESXi ホス トのアダプタを管理するため

には、 ホス ト  に Emulex CIM プロバイダーをインス トールする必要があ り ます。

ESX/ESXi 4.1、および 5.0 には、 inbox Emulex CIM Provider が付属しています。 inbox
Emulex CIM Provider は、 Emulex Light Pulse アダプタ を管理でき ますが、 Emulex
UCNA アダプタは管理でき ません。 Emulex UCNA アダプタを管理するためには、

out-of-box Emulex CIM Provider をインス ト ールする必要があ り ます。 Emulex CIM
Provider は、ESX COS プラ ッ ト フォームの「コア キッ ト 」 rpm や ESXi プラ ッ ト フォー

ムのオフラ イン バンドルと して利用可能です。 VMWare は VMWare プラ ッ ト フォー

ムのソフ ト ウェアを更新するために、 オフライン バンドルを使用するこ とをお勧めし

ます。

ESX Patch Management のアクティビティに関する詳細は、 VMware Web サイ ト を参照

してください。

FC/FCoE

FC アダプタ情報の表示

検出ツ リーから  FC アダプタを選択する と、 [ アダプタ情報 (Adapter Information)] タ
ブには選択した FC アダプタに関連する一般的な属性が含まれます。 

FC アダプタ情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)]、 [ファブ リ ッ ク  (Fabric)]、または [仮想ポート  (Virtual Ports)] 表示

を選択します。
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2. 検出ツ リーの FC アダプタを選択します。 

 図 8-1  [FC アダプタ情報 (FC Adapter Information)] タブ

FC アダプタ情報フィールドの定義

 モデル (Model) – アダプタの完全なモデル名。

 シ リ アル番号 (Serial Number) – 選択したアダプタのメーカーのシ リ アル番号。

 ハード ウェア バージ ョ ン (Hardware Version) – LightPulse アダプタの場合、
JEDEC ID を表示します。 OneConnect アダプタの場合、 ボード  タ イプと リ ビ
ジ ョ ン コードが表示されます。

 デバイス ID (Device ID) – 選択したアダプタのデフォルト  デバイス ID。 (CIM イン
ターフェイスを通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。)

 アダプタ温度 (Adapter Temperature) – アダプタの温度が利用できない場合は、
「Not Supported ( サポート されていません )」 と表示されます。アダプタによ り
サポート されている場合、 このフ ィールドにはアダプタの温度と以下の温度に
関連するステータス  メ ッセージが表示されます。

 Normal ( 正常 ): アダプタの温度は正常な動作範囲内です。

 Warning ( 警告 ): アダプタの温度は動作範囲を超えています。温度が上昇し続
ける場合、 アダプタはシャ ッ ト ダウンします。 温度の問題の原因を判断し、
直ちに修正が必要です。システムの冷却に問題がないかど うかチェッ ク して
ください。 システムの冷却の問題の一般的な原因はエアフ ィルタの詰ま り、
ファンの故障やエアコンの問題が考えられ、 高い周囲気温を発生させます。
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 Exceeded operational range  Adapter stopped ( 動作範囲を超えています  ア
ダプタ停止 ): 温度が過度な限界に達しており、アダプタが停止しました。温度

の問題の原因を判断し、動作を再開する前に問題を解決する必要があり ます。
システムの冷却に問題がないかど うかチェッ ク して ください。システムの冷
却の問題の一般的な原因はエアフ ィルタの詰ま り、ファンの故障やエアコン
の問題が考えられ、 高い周囲気温を発生させます。

システムの過熱の問題が解決し、 アダプタがクールダウンしたら、 システムを再起動
するか、システムがホッ ト  スワップをサポートする場合は、アダプタ  スロッ トの電源を

一旦切って入れなおしてください。 

FC ポート情報の表示

検出ツ リーから  FC ポート を選択する と、 [ ポート情報 (Port Information)] タブには選

択した FC アダプタに関連する一般的な属性が含まれます。 

FC ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの FC ポート を選択します。

3. [ ポート情報 (Port Information)] タブを選択します。   

 図 8-2  [FC ポート情報 (FC Port Information)] タブ
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FC ポート情報フィールドの定義

ポート属性領域フィールドの定義

 ポート  WWN (Port WWN) – アダプタのポート  ワールド  ワイ ド名。

 ノード  WWN (Node WWN) – 選択したアダプタのノード  ワールド  ワイ ド名。

 ファブ リ ッ ク名またはホス ト名 (Fabric Name or Host Name) – [ ファブ リ ッ ク
名 (Fabric Name)] フ ィールドが [ ホス ト  (Host)] ビューに表示されます。 これ
は、ファブ リ ッ クに割り当てられた 64 ビッ トのワールド ワイ ドの固有の識別子
です。 [ ホス ト名 (Host Name)] が [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] ビューに表示されま
す。 ホス ト名は、 アダプタを含むホス トの名前です。 (CIM インターフェイスを
通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。 )

 ブート  バージ ョ ン (Boot Version) – 選択したアダプタ  ポートにインス トールさ
れたブート  コードのバージ ョ ン。ブート  コードが無効な場合、 フ ィールドには
「無効 (Disabled)」 と表示されます。 

 ポート  FC ID (Port FC ID) – 選択したアダプタ  ポートの FC ID。

 ド ラ イバ バージ ョ ン (Driver Version) – アダプタにインス トールされたド ライ
バのバージ ョ ン。

 ド ラ イバ名 (Driver Name) – Emulex ド ラ イバ ダウンロード  パッケージで表示
される ド ライバの実行ファイルのイ メージ名。

 ファームウェアのバージ ョ ン (Firmware Version) – アダプタ  ポートで現在アク
ティブな Emulex ファームウェアのバージ ョ ン。

 検出されたポート  (Discovered Ports) – Emulex アダプタのド ライバによ り検出
中に見つかったマップされたポート とマップされていないポートの数。 マップ
されたポートはターゲッ トで、 マップされていないポートはスイ ッチやアダプ
タのよ うなターゲッ トでないものです。

 ポート  タイプ (Port Type) –選択したアダプタのポートの FC タイプ。(ポート  が
リ ンクダウンしている場合には使用できません。 )

 OS デバイス名 (OS Device Name) – 選択されたアダプタがオペレーティング シ
ステムに知られているプラ ッ ト フォーム特定の名前。(CIM インターフェイスを
通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。 )

 シンボ リ ッ ク  ノード名 (Symbolic Node Name) – ネームサーバでド ライバを登
録するために使用される  FC 名。

 サポート されるサービスのク ラス  (Supported Class of Service) – 配信特性と属
性のセッ ト を示すフレーム配信スキーム。3 つのクラスのサービスがあ り ます。 
 ク ラス  1 は、配信確認または未配信通知を伴うポートのペアの間で専用の接

続を行います。

 ク ラス  2 は、配信確認または未配信通知を伴う フレーム切り替えサービスを
提供します。 

 ク ラス  3 は、 ク ラス  2 と同様のフレーム切り替えサービスですが、フレーム
配信または未配信の通知があ り ません。

 サポート される  FC4 タイプ (Supported FC4 Types) – 選択したアダプタを含む
ポートによ りサポート されている  FC-4 プロ ト コル タイプの 256 ビッ ト  (8 ワー
ド ) マップ。
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ポート ステータス領域フィールドの定義

 リ ンク  ステータス  (Link Status) –選択されたアダプタ  ポートの リ ンクのステー

タス。

 ポート速度 (Port Speed) – 選択されたアダプタ  ポートの現在のポート速度。

ループ マップ表の定義

 ループ マップは、ループ上にある種々のポート を表示し、ポート  ( アダプタ ) が
ループ モードで動作している場合にのみ存在します。最も簡単な例には、JBOD を
アダプタに直接、 接続するこ とが挙げられます。 これを行う と、 ポート  タイプ

はプラ イベー ト  ループにな り、 ループ マップはアダプタのエン ト リ を持ち、

JBOD のそれぞれのディ ス クに 1 つのエン ト リーを持ちます。 (CIM インター

フェ イ スを通じて管理される  VMware ESX サーバではサポー ト されません。

COMSTAR ポートではサポート されません。COMSTAR ポートは OpenSolaris の
みでサポート されます。 )

ポート情報ボタン

 ポートの有効化/無効化 (Enable/Disable Port) – ク リ ッ ク して選択した FC ポー

ト を有効または無効にします。詳細については、 「iSCSI ポート  イニシエーター

ログイン オプシ ョ ンの設定」 (149 ページ ) を参照 を参照してください

注 : ポートの有効化/無効化は CIM インターフェイスではサポート されません。 

FCoE ポート情報の表示

検出ツ リーから  FCoE ポート を選択する と、 [ ポート情報 (Port Information)] タブには

選択した FCoE ポートに関連する一般的な属性が含まれます。 

FCoE ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの FCoE ポート を選択します。
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3. [ ポート情報 (Port Information)] タブを選択します。   

 図 8-3  [FCoE ポート情報 (FCoE Port Information)] タブ

FCoE ポート情報フィールドの定義

ポート属性領域フィールドの定義

 ポート  WWN (Port WWN) – アダプタのポート  ワールド  ワイ ド名。

 ノード  WWN (Node WWN) – 選択したアダプタのノード  ワールド  ワイ ド名。

 ファブ リ ッ ク名またはホス ト名 (Fabric Name or Host Name) – [ファブ リ ッ ク
名 (Fabric Name)] フ ィールドが [ホス ト  (Host)] ビューに表示されます。 これ
は、ファブ リ ッ クに割り当てられた 64 ビッ トのワールド ワイ ドの固有の識別子
です。 [ホス ト名 (Host Name)] が [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] ビューに表示されま
す。 ホス ト名は、 アダプタを含むホス トの名前です。 

 ブート  バージ ョ ン (Boot Version) – 選択したアダプタ  ポートにインス トールさ
れたブート  コードのバージ ョ ン。ブート  コードが無効な場合、 フ ィールドには
「無効 (Disabled)」 と表示されます。 

 ポート  FCoE ID (Port FC ID) – 選択したアダプタ  ポートの FCoE ID。

 PCI ファンクシ ョ ン (PCI Function) – システムによ り割り当てられた PCI ファン
クシ ョ ン番号

 ド ライバ バージ ョ ン (Driver Version) – アダプタにインス トールされたド ライバ
のバージ ョ ン。
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 ド ラ イバ名 (Driver Name) – Emulex ド ラ イバ ダウンロード  パッケージで表示
される ド ライバの実行ファイルのイ メージ名。

 ファームウェアのバージ ョ ン (Firmware Version) – アダプタ  ポートで現在アク
ティブな Emulex ファームウェアのバージ ョ ン。

 検出されたポート  (Discovered Ports) – Emulex アダプタのド ライバによ り検出
中に見つかったマップされたポート とマップされていないポートの数。 マップ
されたポートはターゲッ トで、 マップされていないポートはスイ ッチやアダプ
タのよ うなターゲッ トでないものです。

 ポート  タイプ (Port Type) – 選択したアダプタのポートの現在の操作モード。

 PFC スロ ッ トルの有効化 ([Enable PFC Throttle)] チェッ クボッ クス – PFC スロ ッ
トはデフォルトで有効に設定され、FCoE パケッ トの損失を回避します。PFC ス
ロ ッ トルを無効にするには、 このボッ クスのチェッ クを解除します。 

注 : アダプタが PFC スロ ッ トルをサポート しない場合、チェッ クボッ クスは表

示されません。

 OS デバイス名 (OS Device Name) – 選択されたアダプタがオペレーティング シ
ステムに知られているプラ ッ ト フォーム特定の名前。 

 シンボリ ッ ク  ノード名 (Symbolic Node Name) – ネームサーバでド ライバを登録
するために使用される  FC 名。

 サポート されるサービスのクラス  (Supported Class of Service) – 配信特性と属性
のセッ ト を示すフレーム配信スキーム。 3 つのク ラスのサービスがあ り ます。 
 ク ラス  1 は、配信確認または未配信通知を伴うポートのペアの間で専用の接

続を行います。

 ク ラス  2 は、配信確認または未配信通知を伴う フレーム切り替えサービスを
提供します。 

 ク ラス  3 は、 ク ラス  2 と同様のフレーム切り替えサービスですが、フレーム
配信または未配信の通知があ り ません。

 サポート される  FC4 タイプ (Supported FC4 Types) – 選択したアダプタを含む
ポートによ りサポート されている  FC-4 プロ ト コル タイプの 256 ビッ ト  (8 ワー
ド ) マップ。

ポート ステータス領域フィールドの定義

 リ ンク  ステータス  (Link Status) –選択されたアダプタ  ポートの リ ンクのステー
タス。

 ポート速度 (Port Speed) – 選択されたアダプタ  ポートの現在のポート速度。

 帯域幅制限 (Bandwidth Limit) – ポートの QoS 帯域幅制約。 

FC/FCoE ポート統計の表示

検出ツ リーから  FC/FCoE ポー ト を選択する と、 [ポート統計 (Port Statistics)] タブに

ポートの種々のエラー イベン トの累積合計と統計が示されます。 一部の統計は、 アダ

プタがリセッ ト される と きにク リ アされます。 
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FC ポート統計を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの FC/FCoE アダプタを選択します。 

3. [統計 (Statistics)] タブをク リ ッ ク します。 

 図 8-4  [ 統計 (Statistics)] タブ

ポート統計フィールドの定義

 送信フレーム数 (Tx Frames) –このアダプタ  ポートによ り送信された FC フレー
ム数。

 送信ワード数 (Tx Words) – このアダプタ  ポートによ り送信された FC ワード数。

 送信 KB 数 (Tx KB Count) – このアダプタ  ポートによ り送信された FC キロバイ
ト数。

 送信シーケンス数 (Tx Sequences) – このアダプタ  ポートによ り送信されたシー
ケンス数。

 LIP カウン ト  (LIP count) – ポートに対して発生したループ初期化プリ ミ ティブ
(LIP) イベン トの数。このフ ィールドは、トポロジーがアービ ト レイティ ッ ド  ルー
プでない場合にはサポート されません。 ループの初期化は、 以下から構成され
ます。

 一時的にループ操作を中止します。

 ループ可能ポートがループに接続されているかど うかを判断します。
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 AL_PA ID を割り当てます。

 設定の変更とループの障害の通知を行います。

 ループ ポート をモニタ リ ング状態にします。

 エラー フレーム (Error Frames) – 循環冗長検査 (CRC) エラーで受け取ったフ
レーム数。

 リ ンク障害数 (Link Failures) – リ ンクで障害が発生した回数。リ ンク障害はタイ
ムアウ トの考えられる原因です。

 信号の喪失 (Loss of Signal) – 信号が失われた回数。

 無効な送信ワード数 (Invalid Tx Words) – このアダプタ  ポートによ り送信され
た無効なワード数の合計。

 発信エクスチェンジ数 (Ex Count Orig) – このポートから発信される  FC エクス
チェンジの数。 (CIM インターフェイスを通じて管理される  VMware ESX サー
バではサポート されません。 )

 アクティブな XRI (Active XRIs) –アクティブなエクスチェンジ リ ソース  インジ
ケーターの数。 (CIM インターフェイスを使用する  ESX プラ ッ ト フォーム ベー
スの VMware ではサポート されません。 )

 受信済みの P_BSY (Received P_BSY) –受信した FC ポート  ビジー リ ンク応答フ
レームの数。

 リ ンク遷移 (Link Transitions) – SLI ポートがリ ンク注意状態を送信した回数。

 エラスティ ッ ク  バッファー オーバーラン (Elastic Buf Overruns) – リ ンク  イン
ターフェイスがエラスティ ッ ク  バッファー オーバーランを経験した回数。

 受信フレーム数 (Rx Frames) – このアダプタ  ポートによ り受信された FC フ
レーム数。

 受信ワード数 (Rx Words) – このアダプタ  ポートによ り受信された FC ワード数。

 受信 KB 数 (Rx KB Count) – このアダプタ  ポートによる受信キロバイ ト数。

 受信シーケンス数 (Rx Sequences) – このアダプタ  ポートによ り受信された FC
シーケンス数。 (CIM インターフェイスを通じて管理される  VMware ESX サーバ
ではサポート されません。 )

 NOS 数 (NOS count) –スイ ッチド  ファブ リ ッ クで発生した NOS イベン トの数。
(現在、Emulex Windows ド ライバまたはアービ ト レイティ ッ ド  ループではサポー
ト されません。 )

 ダンプしたフレーム (Dumped Frames) – ホス ト  バッファが不足したために
失ったフレーム数。 (SCSIport Miniport ド ラ イバ、 Storport Miniport ド ラ イバ、
Solaris のド ライバに対してはサポート されていません。 )

 同期喪失 (Loss of Sync) – 同期の喪失が発生した回数。

 プリ ミ ティブ シーケンス  プロ ト コル エラー (Prim Seq Prot Errs) – プリ ミ ティ
ブ シーケンス  プロ ト コル エラー数。 このカウンターは、 プロ ト コル エラーが
あるたびに増加します。

 無効な CRC (Invalid CRCs) – CRC 障害を含む受信フレームの数。

 エクスチェンジ応答数 (Ex Count Resp) – このポートによ り行われた FC エクス
チェンジ応答の数。 (CIM インターフェイスを通じて管理される  VMware ESX
サーバではサポート されません。 )
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 アクティブな RPI (Active RPIs) – リモート  ポート  インジケーターの数。(CIM イン
ターフェイスを通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。)

 受信済みの F_BSY (Received F_BSY) – 受信した FC ポート  ビジー リ ンク応答フ
レームの数。

 プリ ミティブ シーケンス  タイムアウ ト  (Primitive Seq Timeouts) – プリ ミティブ
シーケンス  イベン トがタイムアウ ト した回数。 (CIM インターフェイスを通じ
て管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。 )

 アービ ト レーシ ョ ン タイムアウ ト  (Arbitration Timeouts) – アービ ト レーシ ョ ン
ループがタイムアウ ト した回数。 数が多いと、 ループのどこかに異常があった
り、ループが過度に使用されている可能性があり ます。 (CIM インターフェイスを
通じて管理される  VMware ESX サーバではサポート されません。 )

COMSTAR ポート を選択した場合、 以下の情報も表示されます。

注 : COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポート されます。

 SCSI 書き込み I/O 数 (SCSI Write I/O Count) – 受け取った SCSI 書き込み I/O
要求の数。

 SCSI 書き込み KB 数 (SCSI Write KB Count) – 書き込まれた合計キロバイ ト数。

 合計 SCSI I/O 数 (Total SCSI I/O Count) – 受け取った SCSI I/O 要求の数。

 非受信バッファ数 (No Receive Buffer Count) –ド ロップされた SCSI I/O 要求の数。

 キュー デプス  オーバーフロー数 (Queue Depth Overflow Count) – QFULL 条
件の後で受け取った SCSI I/O 要求の数。

 ド ロ ップした SCSI I/O 数 (Dropped SCSI I/O Count) – ド ロ ップした SCSI I/O
操作の数。

 中断した SCSI I/O 数 (Aborted SCSI I/O Count) –中断した SCSI I/O 操作の数。

 未処理の SCSI I/O 数 (Outstanding SCSI I/O Count) – 現在保留中の SCSI I/O
要求の数。

 SCSI 読み取り  I/O 数 (SCSI Read I/O Count) – 受け取った SCSI 読み取り  I/O
要求の数。

 SCSI 読み込み KB 数 (SCSI Read KB Count) – 読み込んだ合計キロバイ ト数。 

 SCSI ステータス エラー (SCSI Status Errors) – イニシエーターに送信された SCSI
ステータス  エラーの数。

 SCSI キュー フル エラー (SCSI Queue Full Errors) – イニシエーターに送信され

た QFULL エラーの数。

 SCSI センス エラー (SCSI Sense Errors) –イニシエーターに送信されたセンス デー

タの回数。

 SCSI オーバーラン残 (SCSI Residual Over) – イニシエーターに返された未処理の

オーバーランの数。

 SCSI アンダーラン残 (SCSI Residual Under) –イニシエーターに返された未処理の

アンダーランの数。
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FC/FCoE 仮想ポート情報の表示

[ 仮想ポート  (Virtual Ports)] タブを使用して、 FC/FCoE 仮想ポート とそれに関連付け

られたターゲッ ト と  LUN に関する情報を表示します。

仮想ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、[仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group 
Adapters by Virtual Port)] を選択します。

 ツールバーから、[ 仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group Adapters
by Virtual Port)] をク リ ッ ク します。     

 図 8-5  仮想ポート情報

仮想ポート情報フィールドの定義

 ホス トの数 (Number of Hosts) – SAN で検出されたホス トの合計数。

 ファブ リ ッ クスの数 (Number of Fabrics) – SAN で検出されたファブ リ ッ クの

合計数。

 アダプタの数 (Number of Adapters) – SAN で検出されたアダプタの合計数。

 物理ポートの数 (Number of Physical Ports) – SAN で検出された物理ポートの

合計数。

 仮想ポートの数 (Number of Virtual Ports) – SAN で検出された仮想ポートの合

計数。
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FC/FCoE ファブリック情報の表示

[ 検出情報 (Discovery Information)] タブには、 選択したファブ リ ッ クに関する情報が

含まれます。

ファブ リ ッ ク検出情報を表示するには、 次のいずれかの手順を実行してください。

 [ 表示 (View)] メニューから、 [ ファブ リ ッ ク  アドレスによるアダプタのグルー

プ化 (Group Adapters by Fabric Address)] を選択します。

 ツールバーから、 [ ファブ リ ッ ク  アドレスによるアダプタのグループ化

 (Group Adapters byFabric Address)] をク リ ッ ク します。

[検出情報 (Discovery Information)] タブには、 ファブ リ ッ クに関する情報が含まれ
ます。 

 図 8-6  ファブリック検出情報

検出情報フィールドの定義

 ホス トの数 (Number of Hosts) – 選択したファブ リ ッ クのホス トによ り、検出さ

れたか、 見えたホス トの数。

 ファブリ ッ クの数 (Number of Fabrics) – 検出中に識別されたファブリ ッ クの数。

 アダプタの数 (Number of Adapters) – 選択したファブ リ ッ クのホス トによ り、

検出されたアダプタの数。

 物理ポートの数 (Number of Physical Ports) – このホス トによ り管理できるホス

トで検出された物理ポートの数。
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FC トランシーバー情報の表示

検出ツ リーから  FC ポート を選択する と、 [ ト ランシーバー データ  (Transceiver Data)]
タブは、 ベンダー名、 シ リ アル番号、 パーツ番号などの ト ランシーバー情報を表示で
きます。 アダプタ / ト ランシーバーがト ランシーバー データの一部またはすべてをサ

ポート しない場合、 フ ィールドは N/A を表示します。

FC ト ランシーバー情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 表示する ト ランシーバー情報をもつ FC ポート を選択します。

3. [ ト ランシーバー データ  (Transceiver Data)] タブを選択します。

 図 8-7  [FC トランシーバー データ (FC Transceiver Data)] タブ

トランシーバー データ フィールドの定義

モジュール属性領域

 ベンダー (Vendor) – ベンダーの名前。

 識別子/タイプ (Identifier/Type) – シリアル情報によ り記載される物理デバイスを
特定する識別子の値。

 拡張識別子情報 (Ext. Identifier) – ト ランシーバーに関する追加情報。
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 コネクター (Connector) – メディア インターフェイス と して提供される外部光学

または電気ケーブル。

 波長 (Wavelength) – 室温での定格送信機出力波長。

 OUI – ベンダーの組織固有識別子。ベンダーの IEEE 企業識別子として知られます。

 日付 (Date) – ベンダーの日付コード  (MM/DD/YY 形式 )。

 シ リ アル番号 (Serial Number) – ベンダーによ り提供されたシ リ アル番号。

 パーツ番号 (Part Number) – SFP ベンダーによ り提供されたパーツ番号。

 リ ビジ ョ ン (Revision) – ベンダーのリ ビジ ョ ン レベル。

診断データ領域

 温度 (Temperature) – 内部で測定されたモジュール温度。

 供給電圧 (Supply Voltage) – ト ランシーバーで内部測定された供給電圧。

 送信バイアス電流 (TX Bias Current) – 内部で測定された送信バイアス電流。

 送信出力電力 (TX Output Power) – 測定された送信出力電力

 受信入力電力 (RX Input Power) – 測定された受信入力電力。

FC/FCoE VPD 情報の表示

[VPD] タブは、 製品名、 パーツ番号、 シ リ アル番号など、 選択した FC アダプタの重要

プロダク トデータ  ( 該当する場合 ) を表示します。

VPD 情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーで、 表示する  VPD 情報をもつ FC/FCoE ポート を選択します。

3. [VPD] タブを選択します。 

 図 8-8  [FC/FCoE VPD] タブ
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VPD 表の定義

 製品名 (Product Name) – 選択したアダプタ  ポートに関する製品情報。

 PN ( パーツ番号 ) – アダプタのパーツ番号。

 SN ( シ リ アル番号 ) – アダプタのシ リ アル番号。

 VO – ベンダー固有のデータ。「V」 はベンダー固有のフィールドを示します。アダ

プタは定義されたこれらのフ ィールドをまった く持たないか、 1 つまたは複数

持つこ とができます。 このフ ィールドの有効な値は 「VO」 （文字 「O」 で、 数

字のゼロではあ り ません） と 「Vx」 (x は数字 ) です。

注 : 一部のアダプタは、 EC (EC レベル )、 MN ( 製造元 ID)、 および XY データ  などの

追加 VPD 情報を示す場合があ り ます。 YX フ ィールドのデータはベンダー固有の

16 進数ダンプです。

FC メンテナンス情報の表示

ファームウェア情報を表示した り、 アダプタのファームウェアをアップデートするに
は、 メンテナンス  タブを使用します。 SAN からのブート を設定したり、 選択したアダ

プタのポート  WWPN および WWNN 情報を変更するこ と も可能です。 ( 読み取り専用

モードでは使用できません。 )

FC ファームウェア情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの FC アダプタ  ポート を選択します。 
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3. [ メ ンテナンス  (Maintenance)] タブを選択します。 

 図 8-9   [FC メンテナンス (FC Maintenance)] タブ 

メンテナンス タブ フィールドの定義

ファーム領域

 現在のバージョ ン (Current Version) – アダプタのこのモデル用の Emulex ファー
ムウェア バージ ョ ン番号。

 初期ロード  (Initial Load) – 適切なスロ ッ トへの SLI コードのインス トールに関
与するファームウェア バージ ョ ン スタブ。 

 SLI-2 名 (SLI-2 Name) – SLI-2 ファームウェア オーバーレイの名前。 
 カーネル バージョン (Kernel Version) – ド ライバの開始に関与するファームウェア

のバージ ョ ン。 
 操作名 (Operational Name) – 選択したアダプタの使用可能なファームウェアの

名前。 
 SLI-1 名 (SLI-1 Name) – SLI-1 ファームウェア オーバーレイの名前。 
 SLI-3 名 (SLI-3 Name) – SLI-3 ファームウェア オーバーレイの名前。 
 アダプタ  ブート  バージ ョ ン (Adapter Boot Version) – 以下のいずれかが表示さ

れます。 
 ブート  コードが存在している場合、選択されたアダプタのポートのブート  コー

ド  バージ ョ ン。 
 ブート  コードが無効の場合は、 「Disabled」。 
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 ブート  コードがロード されない場合は、「Not Present」。ブート  コードがロー

ド されていない場合、[アダプタ  ブート有効化 (Enable Adapter boot)] チェッ

クボッ クスが表示されず、 SAN からブートするために選択したポート を設

定できません。

 [ アダプタ  ブート有効化 (Enable adapter boot)] チェッ クボッ クス – アダプタを

ロード して、 システム起動中にブート  コードを実行する場合、 このボッ クスを

チェッ ク します。 [ ブートの設定 (Configure Boot)] をク リ ッ ク して、 SAN から

のブート を設定します。詳細については、 192 ページの 「FC SAN からのブート

の設定」 を参照してください。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 ) 

注 : [アダプタ  ブート有効化 (Enable Adapter Boot)] チェッ クボッ クスは CIM
インターフェイスでは使用できません。

注 : アダプタ ブートを有効にした場合のみ、 システムの起動中にアダプタはブー

ト  コードをロード し、 実行します。 それはアダプタが SAN からブートす

るこ とを意味しません。 SAN からブートするためにはブート  タイプを有

効にする必要があ り ます。 各ブート  タイプに対して、 [SAN からのブート

の設定 (Boot from SAN configuration)] ウ ィ ン ド ウで行います。 さ らに、

BIOS を SAN からブートするよ うに設定する必要があ り ます。

WWN 管理領域

注 : COMSTAR ポートは Solaris 11 のみでサポート されます。

現在 (Current)

 WWPN – 選択したアダプタのポート  World Wide ポート名。

 WWNN – 選択したアダプタのポート  World Wide ノード名。

変更の保留 (Pending Changes)

 WWPN – [WWN の変更 (Change WWN)] ボタンと連携して動作します。 選択

したアダプタ  ポートに対して割り当てられた World Wide ポート名を表示しま

すが、 これらの変更を有効にし、 「Current」 の下の リ ス トに表示するにはシス

テムを リブートする必要があ り ます。 詳細については、 192 ページの 「FC SAN
からのブートの設定」 を参照してください。

 WWNN – [WWN の変更 (Change WWN)] ボタンと連携して動作します。 選択

したアダプタ  ポートに対して割り当てられた World Wide ノード名を表示しま

すが、 これらの変更を有効にし、 「Current」 の下の リ ス トに表示するにはシス

テムを リブートする必要があ り ます。 詳細については、 192 ページの 「FC SAN
からのブートの設定」 を参照してください。

メンテナンス タブ ボタン ( 読み取り専用モードでは使用できません。)

 ファームウェアのダウンロード  (Download Firmware) – ク リ ッ ク して選択した
ポー トのファームウェアをアップデート します。 詳細については、 187 ページ
の 「アダプタ  ファームウェアの更新」 を参照してください。 
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 ブートの設定 (Configure Boot) – [アダプタ  ブートの有効化 (Enable adapter
boot)] をチェッ ク して、[ブートの設定 (Configure Boot)] をク リ ッ ク して、SAN
からのブート を設定します。 詳細については、 192 ページの 「FC SAN からの
ブートの設定」 を参照してください。 (CIM インターフェイスを通じて管理され
る  VMware ESX サーバでは利用できません。 )

 WWN 変更 (Change WWN) – ク リ ッ ク して選択したアダプタポートの World
Wide ノード名または World Wide ポー ト 名を変更します。 詳細については、
152 ページの 「NIC」 を参照して ください。 

FCoE メンテナンス情報の表示 
ファームウェア情報を表示するには、 メンテナンスを使用します。 SAN からのブート
を設定した り、 選択したアダプタポートの WWPN および WWNN 情報を変更するこ
と も可能です。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 )

FCoE ファームウェア情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの FCoE アダプタ  ポート を選択します。 

3. [ メ ンテナンス  (Maintenance)] タブを選択します。 

 図 8-10  [FCoE メンテナンス (FCoE Maintenance)] タブ
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メンテナンス タブ フィールドの定義

ファームウェア領域

 Flash のファームウェア バージ ョ ン (Firmware Version on Flash) – アダプタの

不揮発性ス ト レージに記憶されたファームウェアのバージ ョ ンを指定します。
システムが再開したと きに、 このバージ ョ ンが現在アクティブなファームウェ
ア バージ ョ ンになり ます。

 サービス  プロセッサ FW バージ ョ ン (Service Processor FW Version) – アダプタ

で現在使用可能なファームウェア バージ ョ ンを指定します。

 アクティブなファームウェア バージ ョ ン (Active Firmware Version) – 選択した

アダプタで実行中のファームウェアのバージ ョ ン。

 ULP FW 名 (ULP FW Name) – ASIC 内の ( 上層プロ ト コル ) プロセッサで実行中

のファームウェア バージ ョ ン。

WWN 管理領域

注 : COMSTAR ポートは Solaris 11 のみでサポート されます。

現在 (Current)

 WWPN – 選択したアダプタのポート  World Wide ポート名。

 WWNN – 選択したアダプタのポート  World Wide ノード名。

変更の保留 (Pending Changes)

 WWPN – [WWN の変更 (Change WWN)] ボタンと連携して動作します。 選択

したアダプタ  ポートに対して割り当てられた World Wide ポート名を表示しま

すが、 これらの変更を有効にし、 「Current」 の下の リ ス トに表示するにはシス

テムを リブートする必要があ り ます。 詳細については、 192 ページの 「FC SAN
からのブートの設定」 を参照してください。

 WWNN – [WWN の変更 (Change WWN)] ボタンと連携して動作します。 選択

したアダプタ  ポートに対して割り当てられた World Wide ノード名を表示しま

すが、 これらの変更を有効にし、 「Current」 の下の リ ス トに表示するにはシス

テムを リブートする必要があ り ます。 詳細については、 192 ページの 「FC SAN
からのブートの設定」 を参照してください。

メンテナンス タブ ボタン ( 読み取り専用モードでは使用できません。)

 ブートの設定 (Configure Boot) – [ ブートの設定 (Configure Boot)] をク リ ッ ク

して、 SAN からブート を設定します。詳細については、 192 ページの 「FC SAN
からのブートの設定」 を参照してください。 (CIM インターフェイスを通じて管

理される  VMware ESX サーバでは利用できません。 )

 WWN 変更 (Change WWN) – ク リ ッ ク して選択したアダプタポートの World
Wide ノード名または World Wide ポー ト 名を変更します。 詳細については、

152 ページの 「NIC」 を参照して ください。 
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FC/FCoE ターゲット情報の表示

検出ツ リーから  FC/FCoE アダプタに関連するターゲッ ト を選択する場合、 [ ターゲッ

ト情報 (Target Information)] タブにはそのターゲッ トに関連する情報が表示されます。

FC/FCoE ターゲッ ト情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)]、 [ファブ リ ッ ク  (Fabric)]、 または [仮想ポート  (Virtual Port)] 表示

を選択します。

2. 検出ツ リーから、 表示する情報をもつ FC/FCoE ターゲッ ト を選択します。 [ ター

ゲッ ト情報 (Target Information)] タブが表示されます。 

 図 8-11  [ ターゲット情報 (Target Information)] タブ

ターゲット情報フィールドの定義

マッピング情報領域

 FC ID – ファームウェアに自動的に割り当てられたターゲッ トの FC ID。

 SCSI バス番号 (SCSI Bus Number) – ターゲッ トがマップされた SCSI バス番号。

 SCSI ターゲッ ト番号 (SCSI Target Number) – SCSI バスのターゲッ トの識別子。

 ノード  WWN (Node WWN) – ターゲッ ト  (N_PORT または NL_PORT) の固有の
64 ビッ ト番号 (16 進 )。

 ポート  WWN (Port WWN) – ファブ リ ッ ク  (F_PORT またはスイ ッチド  ファブ
リ ッ ク  ループ ポート  [FL_PORT]) の固有の 64 ビッ ト番号 (16 進 )。

 OS デバイス名 (OS Device Name) – オペレーティング システム デバイス名。    

FC/FCoE LUN 情報の表示

検出ツ リ ーから  FC/FCoE アダプタに関連づけられたターゲッ ト を選択する場合、
[LUN] タブにはその LUN に関連する情報が表示されます。

注 : FC/FCoE LUN 情報の表示時に適用される注記事項は次のとおりです。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理
FC/FCoE

94
 管理可能な COMSTAR ポートに関連した LUN は検出ツ リーに表示され
ず、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンまたは hbacmd ユーティ リ
ティを使用して設定できません。OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンを
使用して LUN を表示するためには、 ターゲッ ト と して COMSTAR ポート を
表示する必要があ り ます。 COMSTAR ポートは OpenSolaris のみでサポー
ト されます。

 [LUN の情報更新 (Refresh LUN)] ボタンは、 現在選択されているターゲッ
トの LUN リ ス トのみを最新表示します。

 Linux システムでは、ス ト レージ アレイに新し く追加される  LUN がホス ト
に表示されるよ うにするには、 以下のスク リプ ト をコマンド  シェルから実
行する必要があ り ます。

/usr/sbin/lpfc/lun_scan all

これによ り再起動を回避できます。LUN がターゲッ ト  アレイに追加された
後でホス ト  マシンが再起動された場合、 スク リプ ト を実行する必要はあ り
ません。

LUN 情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)]、 [ファブ リ ッ ク  (Fabric)]、 または [仮想ポート  (Virtual Port)] 表示
を選択します。

2. 検出ツ リーから、 FC/FCoE ポート を選択します。

3. 表示する情報をもつ LUN を選択します。 [LUN 情報 (LUN Information)] タブが表
示されます。 

 図 8-12  [FC/FCoE LUN 情報 (FC/FCoE LUN Information)] タブ
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FC/FCoE LUN 情報フィールドの定義

ベンダー製品情報領域

 ベンダー名 (Vendor Name) – LUN のベンダー名。

 製品 ID (Product ID) – LUN のベンダー固有の ID。

 リ ビジ ョ ン (Revision) – LUN のベンダー固有のリ ビジ ョ ン番号。

マッピング情報領域

 FCP LUN – SCSI OS LUN にマップするためにアダプタによ り使用される  FC
識別子。

 SCSI OS LUN – 特定の LUN にマップするために OS によ り使用される  SCSI 識
別子。

 OS デバイス名 (OS Device Name) – LUN に OS によ り割り当てられた名前。

LUN 容量領域

注: LUN 容量情報は、LUN が大量記憶 (ディ スク ) 装置の場合のみ提供されます。テー

プやスキャナーなど、 その他のデバイスには、 容量が表示されません。

 容量 (Capacity) – LUN の容量をメガバイ ト単位で示します。

 ブロッ ク  サイズ (Block Size) – 論理単位ブロッ クの長さをバイ ト単位で示します。

LUN マスキング領域

 現在のマスクのステータス  (Current Mask Status) – 可能な状態は、 マスクあ り

(Masked) またはマスクなし  (Unmasked) です。

LUN マス キングの詳細については、 「LUN のマス キング と マス キング解除
(Windows)」 (99 ページ) を参照。

FC/FCoE ターゲット マッピングの表示 (Windows と Solaris)       
[ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブで、 現在のターゲッ トの表示や永続的

バインドのセッ ト アップが可能です。

注 : 永続的バインドは、Solaris システムでサポート されていません。[ ターゲッ ト  マッ

プ (Target Mapping)] タブは、 COMSTAR ポートで使用できません。

ターゲッ ト  マッピングを表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、表示するターゲッ ト  マッピング情報をもつ FC/FCoE アダプタポー

ト を選択します。
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3. [ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブを選択します。

 図 8-13  [ ターゲット マッピング (Target Mapping)] タブ

ターゲット マッピング フィールドの定義

現在の設定領域

 アクティブなバインド  タイプ (Active Bind Type) – WWPN、 WWNN、 または
宛先識別子 (D_ID)。

 自動マッピング (Automapping) – SCSI デバイスの自動マッピングの現在の状
態。 有効 (デフォルト ) または無効。

現在のマッピング領域

 この表は、 選択されたアダプタ  ポートの現在のマッピング情報を リ ス ト します。

永続的バインド設定領域

 この表は、 選択されたアダプタ  ポートの永続的バインド情報を リ ス ト します。
(CIM インターフェイスを通じて管理される  VMware ESX サーバでは利用でき
ません。 )

表示モード ラジオ ボタン

 Show WWPN、 Show WWNN、 または Show D_ID オプシ ョ ンを使用する と、
永続的バインド設定 (Persistent Binding Configuration) 表に情報を表示する方
法を選択できます。
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ターゲット マッピング ボタン

 情報更新 (Refresh) – ク リ ッ ク して、[ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)]
タブを最新情報に更新します。

 設定の変更 (Change Settings) – ク リ ッ ク して、 自動マッピングの有効 ・無効の

設定、 バイン ド  タ イプの選択、 LUN マッピングとマスキングの有効 ・無効の

設定が可能です。 (CIM インターフェ イ スを通じて管理される  VMware ESX
サーバでは利用できません。 )

 バインドの追加 (Add Binding) – ク リ ッ ク して、 永続的バインドを追加します。

 新規ターゲッ トのバインド  (Bind New Target) – ク リ ッ ク して、永続的バインド

テーブルに現れていないターゲッ ト を追加します。

 削除 (Remove) – ク リ ッ ク して、 選択したバインドを削除します。

 すべてのバインドを削除 (Remove All Bindings) – ク リ ッ ク して、表示されてい

るすべての永続的バインドを削除します。

ターゲット マッピングの表示 (Linux および VMware ESX)
このタブを使用して、 ターゲッ ト  マッピングを表示します。 [ ターゲッ ト  マッピング

(Target Mapping)] タブは読み取り専用です。

注 : 永続的バインドは Linux 2.6 カーネル、 Linux 用の Emulex 8.2 バージ ョ ンド ライ

バ、 または VMware ESX Server によ りサポート されていません。

ターゲッ ト  マッピングを表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 表示するターゲッ ト  マッピング情報を持つ検出ツ リーのアダプタ  ポート を選択し

ます。 

3. [ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブを選択します。 

ターゲット マッピング フィールドの定義

現在の設定領域

 アクティブ バインド  タイプ (Active Bind Type) – 利用不可 (N/A)
 自動マッピング (Automapping) – 利用不可 (N/A)

現在のマッピング領域

 この表は、 選択されたアダプタの現在のマッピング情報を リ ス ト します。 

永続的バインド設定領域

 利用不可 (N/A)

表示モード ラジオ ボタン

 利用不可 (N/A)
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ターゲット マッピング ボタン

 利用不可 (N/A)

FC および FCoE ポートのマッピングとマスキング

SCSI デバイスの自動マッピング (Windows)

ド ラ イバのデフォルト値は、自動的に SCSI デバイスをマッピングするよ うに設定され
ます。 デフォルトが変更される と、 このセクシ ョ ンの手順が適用されます。

SCSI デバイスの自動マップを行う方法は次のとおりです。

1. ホス ト またはアダプタのド ライバ パラ メータの表示 – [ ド ライバ パラ メータ (Driver
Parameter)] タブまたは [ ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ (Host Driver Parameter)] タ
ブを選択します。 

2. [自動マップ (AutoMap)] パラ メータを選択します。パラ メータに関するいくつかの
フ ィールドがタブの右側に表示されます。

3. [有効化 (Enabled)] をク リ ッ ク します。

4. 変更を適用するために、 [適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。

5. 変更を反映するためにシステムを再起動します。

マッピングとマスキングのデフォルト値 (Windows)

 表 8-1 マッピングとマスキング ウィンドウのデフォルト値

フィールド
 ( 機能 ) デフォルト 説明 ウィンドウ

グローバルにす
べてのターゲッ
トを自動マップ

有効 
(Enabled)

Emulex ドライバは Emulex アダプタに接続されたすべ

ての FC デバイスを検出します。

グローバル
自動マップ

グローバルにす
べての LUN を
自動マップ

有効 
(Enabled)

ストレージエリアネットワークのすべてのターゲットの
背後のすべての LUN に対して、オペレーティング システ

ム LUN ID を FC LUN ID に割り当てます。

グローバル
自動マップ

グローバルにす
べての LUN の
マスキング解除

有効 
(Enabled)

オペレーティング システムがすべてのターゲットの背後

のすべての LUN を表示できるようにします。

グローバル
自動マップ

すべての LUN を
自動マップ 
( ターゲット 
レベル )

無効 
(Disabled)

グローバルに自動マップされるすべての LUN が無効にさ

れており、このパラメータはオペレーティング システム

の LUN ID を選択したターゲットの背後にあるすべての 
LUN の FC LUN に割り当てます。

LUN マッ

ピング

LUN マスキン

グ解除 (ター

ゲット レベル )

無効 
(Disabled)

オペレーティング システムが選択したターゲットの背後

のすべての LUN を表示できるようにします。このパラ

メータを無効にすると、個々の LUN をマスクしたり、

マスク解除できます。

LUN マッ

ピング
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LUN のマスキングとマスキング解除 (Windows)

LUN マスキングは、LUN がオペレーティング システムに見えるかど うかを示します。

マスキングされた LUN はその OS で利用できず、見えません。OneCommand Manager
アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、 ホス ト  レベルで LUN をマスクまたはマスク解除でき

ます。

注 : [LUN マスキング (LUN Masking)] タブは、仮想ポート表示で示されません。LUN
マスキングが仮想ポートで使用できないからです。

 図 8-14  [LUN マスキング (LUN Masking)] タブ

LUN マスキングの慣習とガイドライン

検出ツ リーの LUN アイコンは、ド ライバで現在使用している生のマスクの状態を反映

します。 緑の LUN アイ コンはマスキングされていない LUN を示します。 グレイの

LUN アイコンはマスキングされている  LUN を示します。赤のテキス トは LUN が変更

されたが、 適用 ( 保存 ) されていないこ とを示します。
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LUN マスキング列の定義

 LUN – FC LUN 番号。

 再起動時 (On Reboot) – 「再起動時 (On Reboot)」 列はディ スクの設定ファイル

(Solaris) またはレジス ト リ  (Windows) に現在保存されているマス ク設定を示

します。通常、特定の LUN に対し、「再起動時 (On Reboot)」 と 「現在 (Current)」
列で報告されている状態は同一です。 しかし、 一致しない場合もあ り ます。 た
とえば、 hbacmd ユーティ リ テ ィ を  LUN の 「現在 (Current)」 マス ク状態のみ

を変更するために使用し、設定ファイルにある 「再起動時 (On Reboot)」 マスク

状態には触れないこ とができます。

 現在 (Current) – 「現在 (Current)」 列は、 ド ラ イバで現在使用されている生のマ

スクの状態を示します。[LUN マスキング (LUN Masking)] タブを最初に表示し

たと きに、 「現在 (Current)」 列に表示されるマスクの状態は、 検出ツ リーの対

応する  LUN のマスクの状態と同一です。

LUN のマスク  ステータスを変更するためには、 以下を実行します。

1. [ ホス ト  (Host)] 表示を選択します。 

2. 検出ツ リーから、変更する  LUN のマスキング状態をもつ SCSI ターゲッ ト を選択し

ます。 LUN のセッ トが選択した SCSI ターゲッ トの下に表示されます。

3. [LUN マスキング (LUN Masking)] タブを選択します。 このタブには、 検出ツ リー

の SCSI ターゲッ トの下に表示されるものと同じ、LUN のセッ トの リ ス トが含まれ

ます。

4. [LUN マスキング (LUN Masking)] タブの LUN リ ス トで、 1 つまたは複数の LUN を
選択してください。 選択された LUN のマスキング (Mask Selected LUNs)、 選択さ

れた LUN のマス キング解除 (Unmask Selected LUNs)、 復元 (Restore) と適用

(Apply) ボタンが適宜、 アクティブになり ます。 たとえば、 LUN が現在、 マスク解

除されている場合、 [ 選択された LUN のマスキング (Mask Selected LUNs)] ボタン

のみがアクティブになり ます。

5. マスクのステータスを変更するには、以下を実行します。 [選択された LUN のマス

キング (Mask Selected LUNs)]、 [ 選択された LUN のマスキング解除 (Unmask
Selected LUNs)] または [すべての LUN のマスキング解除 (Unmask All LUNs)] を
適宜、 ク リ ッ ク します。 マスキング ステータスの変更が赤で表示されます。

注: この手順を開始する前のステータスにマスク設定を戻すためには、[ 適用 (Apply)]
をク リ ッ クする前に [復元 (Restore)] をク リ ッ ク して ください。 一度、 [適用

(Apply)] をク リ ッ クする と、 [復元 (Restore)] をク リ ッ ク しても、 変更をキャ

ンセルでき ません。 すべての LUN をマスキング解除するには、 [すべての

LUN のマスキング解除 (Unmask All LUNs)] をク リ ッ ク して ください。 この

ボタンは常に、アクティブです。変更をコ ミ ッ トするには、必ず [適用 (Apply)]
も ク リ ッ ク して ください。

6. [適用 (Apply)] をク リ ッ クして、変更をコ ミ ッ ト します。マスク  ステータスが変更さ

れたこ とを確認する情報メ ッセージが表示され、 赤のテキス トが黒に変わり ます。
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自動マッピングと永続的バインドの使用 (Windows)
リモート と ローカル アダプタの永続的バインドをセッ ト アップします。 グローバル自

動マッピングでは、 バインド  タイプ、 ターゲッ ト  ID、 SCSI バス、 SCSI ID をデバイス

に割り当てます。 バインドのタイプ、 SCSI バスと  SCSI ID は、 システムの再起動時に

変更できます。永続的バインドがこれらのターゲッ トの 1 つに適用される と、WWPN、

SCSI バスおよび SCSI ID はシステムの再起動時も同じままになり ます。( 読み取り専用

モードでは使用できません。 )

ド ラ イバはシステム起動時にバインド情報を参照します。 永続的バインドを作成する
と、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは動的にバインドを作成しよ う と しま

す。 しかし、 バインドを動的に行うには以下の条件のすべてを満たさなければな り ま
せん。 

 バインド要求で指定される  SCSI ID ( ターゲッ ト / バスの組み合わせ ) は、別の

ターゲッ トにマップされていない必要があ り ます。たとえば、SCSI ID は 「SCSI
ID」 の下の 「現在のマッピング」表にあらかじめ表示されてはなり ません。SCSI
ID がすでに使用中の場合、 バインドは動的にするこ とができず、再起動が必要

になり ます。

 バインド要求で指定されたターゲッ ト  (WWPN、WWNN、または DID) は、SCSI
ID にマップされていない必要があ り ます。希望のターゲッ トがすでにマップさ

れている場合、 再起動が必要になり ます。

 バインド要求で指定されたバインド  タイプ (WWPN、WWNN、または DID) は、

[ターゲッ ト  マッピング] タブの現在の設定領域に表示されている現在アクティ

ブなバインド タイプと一致しているこ とが必要です。 一致しない場合、 バイン
ドをアクティブにするこ とができません。

自動マッピング設定の変更

自動マッピング設定を変更するには、 以下を実行します。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 永続的バインドをセッ トアップするアダプタ  ポート を選択します。
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3. [ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブを選択します。 すべてのターゲッ

トが表示されます。 

 図 8-15  [ ターゲット マッピング (Target Mapping)] タブ

4. ターゲッ ト  マッピングは、 WWPN、WWNN、 または D_ID で表示されます。「PB」
は永続的バインドを示し、 「自動 (Auto)」 は自動的にマップされたターゲッ ト を示し
ます。 [ 表示モード  (Display Mode)] セクシ ョ ンで、 使用する表示モードを選択し
ます。

5. 希望に応じて、 [ 変更の設定 (Change Settings)] をク リ ッ ク します。 [ マップした
ターゲッ ト設定 (Mapped Target Settings)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。自
動マッピングを有効または無効にして、アクティブなバインド  タイプを変更できま
す。 [OK] をク リ ッ ク します。

6. 変更を有効にするためにシステムを再起動します。

永続的バインドの追加

永続的バインドを追加するためには、 以下を実行します。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 永続的バインドをセッ トアップするアダプタ  ポート を選択します。

3. [ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブを選択します。 すべてのターゲッ
トが表示されます。 [ ターゲッ ト表 (Target Table)] で、 バインドするターゲッ ト を
ク リ ッ ク します。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理
FC/FCoE

103
4. [ バインドの追加 (Add Binding)] をク リ ッ ク します。 [ 永続的バインドの追加 (Add
Persistent Binding)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

 図 8-16  [ 永続的バインドの追加 (Add Persistent Binding)] ダイアログ ボックス

5. 使用するバインド  タイプを選択します (WWPN、 WWNN、 または D_ID)。

6. バインドするバス  ID と  ターゲッ ト  ID を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

注: 自動マッピングされたターゲッ トには、ターゲッ ト表の 2 番目の列にのみエン

ト リーがあり ます。永続的バインド された ターゲッ トには、2 番目と  3 番目の列

にエン ト リーがあ り ます。 この場合、 3 番目の列には、 [永続的バインドの追

加 (Add Persistent Binding)] ダイアログ ボッ ク スで指定された SCSI バス と

ターゲッ ト番号が含まれます。 このバインドは、 ローカル マシンが再起動さ

れた後でのみ有効になり ます。

永続的バインド表に表示されないターゲットのバインド

注 : 異なる  FC ターゲッ トの代わりにすでに使用されている  SCSI バスとターゲッ ト を

指定するこ とができます。 ターゲッ ト  マッピングの永続的バインド表にすでにあ

るターゲッ ト をバインド しよ う とする と、 エラー メ ッセージ 「ターゲッ トがすで

にターゲッ ト  リ ス トにあり ます。[ バインドの追加 (Add Binding)] ボタンを使用し

て ください (Target alerady in target list.Use the Add Binding button.)」 が表示さ

れます。

ターゲッ ト  マッピング表の永続的バインド表に表示されないターゲッ ト をバインドす

るためには、 以下を実行します。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 永続的バインドをセッ トアップするアダプタ  ポート を選択します。

3. [ ターゲッ ト  マッピング (Target Mapping)] タブを選択します。 すべてのターゲッ

トが表示されます。 
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4. [ 新規ターゲッ トのバインド  (Bind New Target)] をク リ ッ ク します。[ 新規ターゲッ

トのバインド  (Bind New Target)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

 図 8-17  [ 新規ターゲットのバインド (Bind New Target)] ダイアログ ボックス

5. 使用するバインドのタイプをク リ ッ ク し、 ターゲッ トにバインドする  WWPN、

WWNN、 または D_ID を入力します。

6. バインドするバス  ID と  ターゲッ ト  ID を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

注: 自動マッピングが無効で、ターゲッ トがまだ永続的にバインド されていない場
合に、 ターゲッ ト  リ ス トにはターゲッ トが表示されません。

FC/FCoE World Wide ポート名およびノード名の変更

[ メ ンテナンス  (Maintenance)] タブでは、 選択したアダプタ  ポートの WWPN (World
Wide Port Name) と  WWNN (World Wide Node Name) を変更できます。 た と えば、
別のインス トールしたアダプタに障害が起きた場合、 待機させていたインス トール済
みのアダプタ を使用する こ とが必要になる場合があ り ます。 待機中のアダプタの
WWPN または WWNN を変更するこ とによ り、障害のあるアダプタの識別情報と設定
( 例 : ド ラ イバ パラ メータ、 永続的バインド設定など ) を引き継ぐこ とができます。 

WWN を参照するための 3 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

 出荷時デフォルト  WWN (Factory Default WWN) – 工場出荷時の通り。

 不揮発性 WWN (Non-Volatile WWN) – 再起動や停電時にも存続するアダプタ
の不揮発性フラ ッシュ  メモ リーに保存される値。 

 揮発性 WWN (Volatile WWN) – フラ ッシュの揮発性メモリーに保存される一時
的な値。揮発性 WWN が設定された場合、不揮発性 WWN の代わりに使用され
ます。

注 : 揮発性 WWN を有効にするには、ウォーム システム再起動が必要です。揮
発性 WWN の変更は、 再起動中にアダプタの電源をオンオフするこ とで、
システム上で失われます。

注意 : 揮発性 WWN を変更する と、 選択したアダプタはオフラインになり ま
す。 変更を開始する前に、 このアダプタがブート  デバイスを制御して
おらず、 このアダプタのすべての I/O 活動が停止するこ とを確認して
ください。 Emulex はブート  アダプタで揮発性 WWN を変更する際の
結果には責任をもちません。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理
FC/FCoE

105
注 : FC/FCoE の WWPN または WWNN の変更時に適用される注記事項は次のとお

りです。

 アドレスの重複を避けるために、 別のアドレス管理ツールも使用する場合、
OneCommand Manager で WWNN または WWPN を割り当てないでくだ

さい。

 [WWN の変更 (Change WWN)] ボタンは、古いバージ ョ ンの OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ンを実行中のリモート  ホス トで選択されているア

ダプタに対して無効にな り ます。 [変更の保留 (Pending Changes)] 領域の

WWPN と  WWNNには、 「なし  (none)」 ではなく 「適用外 (n/a)」 と示され

ます。 これはまた、 リモート  ホス トがいくつかの重要なタスクを処理中で

ビジーであ り、 WWN 管理が WWN 管理の現在の状態を取得できないと き

にも発生します。

 プリブート管理が存在する環境では、OneCommand Manager アプリケーショ

ンによ り変更された WWPN/WWNN は、IBM BOFM と業界標準の CLP の
よ うなプ リブート管理によ り上書きできます。

例 : 

1.    CLP/BOFM の環境の場合 :

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンが WWNN/WWPN を変

更します。 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 変更を完

了するために、 再起動を必要と します。 再起動後に、 システムの起
動中に CLP 文字列が送信され、 WWNN/WWPN を書き換えるか、

EFIBoot が BOFM プロ ト コルを見つけ、 BOFM のコマンドごとにデ

フォルトの WWNN/WWPN を使用します。

2.    CLP/BOFM のない環境の場合 :

OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンが WWNN/WWPN を変更

します。 OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンは、 変更を完了す

るために、再起動を必要とします。システムが起動し、OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ンによ り変更された WWNN/WWPN が
使用されます。

ポートの WWPN または WWNN を変更するには、 以下を実行してください。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、 [ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group
Adapters by Host Name)] をク リ ッ ク します。

 ツールバーから、 [ ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group Adapters 
by Host Name)] をク リ ッ ク します。

 [ホス トのグループ化 (Host Grouping)] メニューから、 [ファブ リ ッ ク名による

アダプタのグループ化 (Group Adapter by Fabric Names)] を選択します。 

2. 検出ツ リーから、 変更する情報をもつポート を選択します。
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3. [ メ ンテナンス  (Maintenance)] タブを選択します。

 図 8-18  [ メンテナンス (Maintenance)] タブ

4.  [WWN の変更 (Change WWN)] をク リ ッ ク します。 以下の警告が表示されます。

 図 8-19  WWN の変更に関する警告
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5.  [はい (Yes)] をク リ ッ ク します。 [World Wide Name 設定の変更 (Change World
Wide Name Configuration)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

 図 8-20  [World Wide Name 設定の変更 (Change World Wide Name Configuration)] ダイアログ ボックス

6. 次のいずれかを実行します。

 新しい WWPN または WWNN、 あるいはその両方を入力します。

 [出荷時デフォルト  WWN の取得 (Get Factory Default WWNs)] をク リ ッ ク し
て、 新しい WWPN および WWNN 設定にアダプタが製造されたと きに割り当
てられた設定をロード します。 これらの値は、 希望に応じて変更でき、 揮発ま
たは不揮発性の WWN と して保存できます。

 [不揮発性 WWN の取得 (Get Non-Volatile WWNs)] をク リ ッ ク して、現在の不
揮発性 WWN 設定を新しい WWPN と  WWNN 設定にロード します。これらの
値は、 希望に応じて変更でき、 揮発性または不揮発性のメモ リーに保存可能で
す。 ボタンから返されたデータを編集できます。

7. [一時的使用のため揮発性メモリーに変更を書き込む (Write changes to volatile
memory for temporary use)] をチェッ クして、新しい WWPN と新しい WWNN の設
定を揮発性 WWN と して保存して く ださい。 チェ ッ ク しなかった場合、 新しい
WWPN と新しい WWNN 設定が不揮発性 WWN と して保存されます。
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注: アダプタまたはファームウェアが揮発性 WWN をサポート していない場合、「一

時的使用のため揮発性メモ リーに変更を書き込む (Write changes to volatile
memory for temporary use)」 のチェ ッ クボッ クスは無効になっています。 こ

のタ イプの変更はローカルと  TCP/IP 接続経由でサポー ト されます。 この

チェッ クボッ クスは、 アダプタ  モデルとファームウェア バージ ョ ンにかかわ

らず、 リモートの帯域内アダプタに対して無効になっています。

8. [OK] をク リ ッ クします。 新しい WWPN と新しい WWNN 値は、 揮発性または不揮

発性で使用するために保存されます。 新しい WWPN と新しい WWNN は、 [ メンテ

ナンス  (Maintenance)] タブの WWN 管理領域の [ 変更の保留 (Pending Changes)]
セクシ ョ ンに表示されます。

9. 変更を反映するためにシステムを再起動します。新しい WWPN と  WWNN はシステ

ムが再起動されるまで、 [ メ ンテナンス  (Maintenance)] ダイアログ ボッ クスの [ 変
更の保留 (Pending Changes)] セクシ ョ ンに表示されます。再起動後に、変更が適用

され、 [ メ ンテナンス  (Maintenance)] ダイアログ ボッ クスの [ 現在 (Current)] セク

シ ョ ンに表示されます。

注: VMware ESXi 4.x の場合: アダプタの WWN を変更した後で、システムのアダ

プタへのアクセスを試みる前に、 システムを再起動する必要があり ます。 (その

方法については、 VMware の資料を参照してください。 )

FC/FCoE 仮想ポートの作成と削除 

仮想ポートの作成

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 物理ポート の WWPN に基づいて仮想

ポートの WWPN を自動的に生成した り、 WWPN を手動で入力するこ とができます。

仮想ポート を 1Gb/s および 2Gb/s のアダプタに生成するこ とはできません。

注 : OneCommand Manager アプリケーションも、 hbacmd ユーティ リティ も VMware ESX
サーバの仮想ポート を作成または削除するために使用できません。一方、VMware
ESX サーバは NPIV をサポート し、 VMware 管理ツールを使用して、 仮想ポート

を作成し、 削除できます。

注 : Linux で、 仮想ポートはシステム 再起動後は持続しません。

NPIV ド ラ イバ パラ メータは、 仮想ポート を作成しよ う とする前に有効に設定されて
いる必要があ り ます。 ド ライバ パラ メータ名はオペレーティング システムに応じて若
干異なり ます。

 Windows の場合 : enableNPIV。 Storport Miniport システムでは、 SLIMode ド
ラ イバ パラ メータも  0 または 3 に設定する必要があ り ます。

 Solaris の場合 : enable-npiv
 Linux 8.2 の場合 : lpfc_enable_npiv 

ド ラ イバ パラ メータを有効化するこ とに関する詳細は、 114 ページの 「FC/FCoE アダ
プタ  ド ラ イバの設定」 を参照してください。 
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仮想ポート を作成するには、 以下を実行してください。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、[仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group 
Adapters by Virtual Port)] を選択します。

 ツールバーから、 [仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group Adapters 
by Virtual Port)] をク リ ッ ク します。

2. 検出ツ リーから、 仮想ポート を作成するアダプタ  ポート を選択します。 [仮想ポー
ト  (Virtual Ports)] タブが表示されます。 

 図 8-21  [ 仮想ポート (Virtual Ports)] タブ 

3. 次のいずれかを実行します。

 [World Wide ポート名を自動生成する  (Auto-generate world wide port name)] を
チェ ッ ク します。 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 物理ポートの
WWPN に基づいて新しい仮想ポー ト の固有の WWPN を作成します。 このオ
プシ ョ ンは、 各物理ポートに対し最大 255 個の固有の仮想ポート を自動的に作
成できます。 また、 新しい WWPN が固有である利点も もっています。

注 : 255 個の固有の仮想ポート を自動生成した後で、既存の自動生成されたポー
ト を削除しても、 それ以上の仮想ポート を自動生成できません。 しかし、
仮想ポー ト を作成するために独自の World-Wide ポー ト名を引き続き入
力できます。
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 [ 次の World-wide ポート名を使用する  (Use the following world-wide port
name)] をチェッ ク して、 使用する固有の WWPN を入力してください。 希望す

るだけの数の仮想ポート を作成できます。 有効なポート名は、 以下のいずれか
の形式の 1 つでなければなり ません。

10:00:xx:xx:xx:xx:xx:xx 
2x:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx 
3x:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx 
5x:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx 

上記で、 x は 16 進値です。

注 : 手動で入力した WWPN は特定の SAN に対して固有であるこ とを確認し

ます。 そ う しないと、 機能しない SAN とデータ損失が生じる可能性があ

り ます。

4. 必要な場合は、 仮想ポートのオプシ ョ ン名を入力します。 最大 99 文字の長さまでの

任意の名前を新しい仮想ポー ト に指定します。 この名前は VPort のシンボ リ ッ ク

ノード名の一部と して使用されます。

5. [仮想ポートの作成 (Create Virtual Port)] をク リ ッ ク します。 仮想ポートが作成さ

れたこ とを通知するダイアログ ボッ クスが表示されます。 ダイアログ ボッ クスは

また新しい仮想ポートの WWPN も表示します。 各仮想ポートには固有の WWPN
があ り ますが、 その WWNN は物理ポートの WWNN と同じです。

注: すでに使用されている  WWPN を入力した場合、別の WWPN を入力するよ う

に指示メ ッセージが表示されます。 

6. [OK] をク リ ッ ク します。 作成された新しい仮想ポートが物理ポートの下で検出ツ

リーに追加され、 [仮想ポートの数 (Number of Virtual Ports)] フ ィールドが更新さ

れます。

注: OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは、仮想ポートが作成された後でそ

の検出を自動的に更新します。 しかし、新しい仮想ポートのターゲッ トは、更
新中に検出されない可能性があ り ます。したがって、ターゲッ トが検出ツ リー
の仮想ポートの下に表示されるまで検出を更新する必要があ り ます。

仮想ポートの削除

注 : OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンも、 hbacmd ユーティ リティ も  VMware
ESX サーバの仮想ポー ト を作成または削除するために使用でき ません。 一方、

VMware ESX サーバは NPIV をサポート し、 VMware 管理ツールを使用して、 仮

想ポート を作成し、 削除できます。
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仮想ポート を削除するには、 以下を実行してください。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、[仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group 
Adapters by Virtual Port)] を選択します。

 ツールバーから、[ 仮想ポートによるアダプタのグループ化 (Group Adapters 
by Virtual Port)] をク リ ッ ク します。

2. 検出ツ リーから、 削除する仮想ポート を選択します。 [ 仮想ポート  (Virtual Ports)] 
タブが表示されます。 

 図 8-22  [ 仮想ポート (Virtual Port)] タブ

3. [仮想ポートの削除 (Remove Virtual Port)] をク リ ッ ク します。 「仮想ポートの削除

(Remove Virtual Port)] 警告ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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 図 8-23  仮想ポートの削除 (Remove Virtual Port) の警告

注: 物理ポートの リ ンクは、 仮想ポート を削除するかど うかによ り決ま り ます。
[仮想ポート  (Virtual Port) ] タブの [仮想ポートの削除 (Remove Virtual Port)]
ボタンは、 リ ンクダウンした場合に無効になり ます。

4. [ 仮想ポート を削除しても良い (It is OK to delete the virtual port)] をチェッ クして、

[OK] をク リ ッ ク します。 仮想ポートがもはや使用できず、 検出ツ リーから削除さ

れたこ とが通知されます。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

FC アダプタ ポート名の変更

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンでは、 FC アダプタ  ポー ト名を変更できま
す。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 )

たとえば、 テープ ド ラ イブ、 スキャナー、 またはその他のデバイスのよ うにサポート
する機能で特定のアダプタ  ポート を識別したいと します。 名前は任意の文字を使用し
て ください。 名前の最大長は 255 文字です。 アダプタのデフォル ト名に戻すこ と もで
きます。

注 : アダプタ  ポートの表示名はデフォルトの WWN からを変更できますが、変更は検
出ツ リーでのみ行われます。WWN は引き続きアクティブで、入力した名前を表示
する目的でのみ置換されます。たとえば、 [ ポート情報 (Port Information)] タブの
[ ポート  WWN (Port WWN)] フ ィールドは変更されません。 また、 検出ツ リーで
アダプタ  ポー ト名に行った変更はあなたにしか表示されません。 他のホス ト で
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンを実行中のユーザーには、 名前の変更
は表示されません。
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アダプタの名前を変更するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更する名前をもつ FC ポート を選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

 [ ポート  (Port)] メニューから  [ 名前の編集 (Edit Name)] を選択します。

 検出ツ リーから、変更する名前をもつポートを右ク リ ックし、[ 名前の変更 (Change
Name)] を選択します。

3.  検出ツ リーのポート名を編集します。

アダプタ  ポートのデフォルト名を使用するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更する名前をもつ FC ポート を選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

 [ポート  (Port)] メニューから  [デフォルト名の使用 (User Default Name)] を選択

します。

 検出ツ リーから、変更する名前をもつポート を右ク リ ッ ク し、 [デフォルト名の

復元 (Restore Default Name)] を選択します。

FC/FCoE アダプタ ポートのリセット

リモートおよびローカル アダプタ  ポート を リセッ トできます。 ( 読み取り専用モード、

NIC または iSCSI アダプタ  ポートでは使用できません。 ) 

注意 : ファイルをコピーしたり、 書き込み中にアダプタ  ポート を リセッ ト しないでく

ださい。 この結果、データ損失またはデータ破損が発生する可能性があり ます。

注 : OneConnect FCoE ポートの場合、 更新済みのド ライバ パラ メータまたは FIP 設
定をアクティブにするためにのみ、 リセッ トが必要です。 実際には、 ポートのア
ダプタ  レベルのリセッ トは行いません。

アダプタ  ポート を リセッ トするためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 リセッ トするアダプタ  ポート を選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

 [ポート  (Port)] メニューから、[ポートのリセッ ト  (Reset Port)] をク リ ッ クします。

 [ リ セッ ト  (Reset)] ツールバー ボタンをク リ ッ ク します 。
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以下の警告が表示されます。

 図 8-24  リセットの警告

3. [ はい (Yes)] をク リ ッ ク します。 アダプタ  ポートがリセッ ト されます。

リセッ トが終了するまでに、数秒かかる場合があ り ます。 アダプタ  ポートのリセッ
ト中に、 ステータス  バーに 「リセッ ト進行中 (Reset in progress)」 と表示されます。
リセッ トが終了する と、 ステータス  バーに 「リセッ ト完了 (Reset Completed)」 と
表示されます。

FC ポートの有効化 / 無効化

[ ポート情報 (Port Information)] タブを使用して、 FC ポート を有効または無効に設定
できます。 FC ポート を無効にする と、 ポートのすべての機能が無効になり ます。 無効
に設定されたポートは、 検出ツ リーでは黒色のポート  アイコンで示されます。

注 : 無効化する前にポートで入出力ト ラフ ィ ッ クがないこ とを確認し、 また起動ポー
トは決して無効化しないでください。

FC ポートの有効化または無効化を行うには、 以下を実行してください。

1. 検出ツ リーで、 有効化または無効化する  FC ポート を選択します。

2. [ポート情報 (Port Information)] タブを選択します。

3. [ポートの有効化 (Enable Port)] または [ポートの無効化 (Disable Port)] をク リ ッ ク
します。

FC/FCoE アダプタ ドライバの設定

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは、デフォルト と最大と最小設定と共に、利
用可能なド ライバ パラ メータを表示します。選択したパラ メータの説明も示されます。
このセクシ ョ ンには、 ド ライバ パラ メータの操作を行う と きに注意すべき情報が含まれ
ます。 特定のド ライバ パラ メータの詳細な説明については、 該当する  Emulex ド ライバ
ユーザー マニュアルを参照してください。 (読み取り専用モードでは使用できません。 )
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注: このセクシ ョ ンは、 FC と  FCoE アダプタにのみ適用されます。 NIC 専用および
iSCSI アダプタに適用されません。

注: Solaris と  Linux では、 ド ライバを手動でロードする と きにもパラ メータを指定す
るこ とができます。 (読み取り専用モードでは使用できません。 )手順については、
該当する ド ライバのマニュアルを参照してください。

有効化の要件

パラ メータは以下の有効化要件のうちの 1 つを持ちます。

 ダイナミ ッ ク  (Dynamic) – 変更はシステムの実行中に有効になり ます。

 リセッ ト  (Reset) –変更を有効にするには、ユーティ リティからアダプタを リセッ

トする必要があ り ます。

 再起動 (Reboot) – 変更を有効にするには、 マシン全体を再起動する必要があ り

ます。 この場合、 ユーティ リ テ ィ を終了したと きに、 再起動を実行するよ うに
メ ッセージが表示されます。    

[ ホスト ドライバ パラメータ (Host Driver Parameter)] タブ

[ ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameters)] タブによ り、 特定のホス トに
含まれるアダプタのド ラ イバパラ メータ設定の表示や編集が可能です。 ホス ト  ド ラ イ
バ パラ メータはグローバル値で、アダプタの [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameter)]
タブを使用して特定のアダプタに割り当てられるパラ メータによ り無効されない限
り、 ホス トのすべてのアダプタに適用されます。各パラ メータに対し、 このタブは、現
在の値、 使用可能な値の範囲、 デフォル ト値、 パラ メータがダイナミ ッ クであるかど
うかを示します。 ダイナミ ッ ク  パラ メータは、 アダプタを リセッ ト またはシステムの
再起動なしで変更を有効にできます。     

単一アダプタに対するパラ メータ変更に関する詳細は、 117 ページの 「ド ラ イバ パラ
メータの設定」 を参照して ください。 ホス ト に対するパラ メータを変更に関する詳細
は、 120 ページの 「ホス トのすべてのアダプタのド ラ イバ パラ メータの設定」 を参照し
てください。

注 : FC または FCoE アダプタが検出されない場合、[ ホス ト  ド ライバ パラ メータ  (Host
Driver Parameters)] タブ全体がグレイ表示されます。 これは、ホス ト  ド ラ イバ パ
ラ メータが適用されるアダプタがないためです。
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 図 8-25  [ ホスト ドライバ パラメータ (Host Driver Parameter)] タブ

[ ホスト ドライバ パラメータ (Host Driver Parameter)] タブのフィールド定義

 インス トール済みのド ライバ タイプ (Installed Driver Type) – このホス トにイ
ンス トールされている現在のド ラ イバです。 複数のド ラ イバ タ イプがインス
トールされている場合、 インス トール済みのド ラ イバ タ イプ (Installed Driver
Type) ド ロ ップダウン メニューに、 ホス ト上のアダプタにインス トールされて
いるすべてのド ライバ タイプのリ ス トが表示され、設定する特定のド ライバ タ
イプを選択するこ とが可能です。

 アダプタ  パラ メータ表 (Adapter Parameter table) – 選択したド ライバ タイプの
アダプタ  ド ラ イバ パラ メータ と現在の値のリ ス ト 。

アダプタ  パラ メータの変更領域

 アダプタ特定の情報がこの領域に表示されます。 これには、値、範囲、デフォル
ト、 有効化要件および説明が含まれる場合があ り ます。

ド ライバパラ メータ  (Driver Parameters) タブのボタン (読み取り専用モードでは使用で
きません。 )

 復元 (Restore) – ド ラ イバ パラ メータを変更したが、[ 適用 (Apply)] をク リ ッ ク
せず、最後に保存した値にパラ メータを復帰したい場合は、[Restore ( 復元 )] を
ク リ ッ ク して ください。
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 デフォルト  (Defaults) – ク リ ッ クによ り、 すべてのド ライバ パラ メータ値をデ
フォルト  (out-of-box) 値にリセッ ト します。

 適用 (Apply) – ド ラ イバ パラ メータの変更を適用します。 ダイナミ ッ クではな
いド ライバ パラ メータを変更する場合、アダプタ  ポート を リセッ ト または新し
い RAM ディ スクを作成して、 システムを再起動する必要があ り ます。

ドライバ パラメータの設定

アダプタ とホス トの [ ド ラ イバパラ メータ  (Driver Parameters)] タブは、 特定のアダプ

タまたはホス トのすべてのアダプタのド ライバ パラ メータを変更できます。

たとえば、 検出ツ リーのホス ト を選択する場合、 そのホス トのすべてのアダプタのパ
ラ メータを全体的に変更できます。 検出ツ リーのアダプタ  ポート を選択する場合、 そ

のアダプタにのみ、 lpfc_use_adisc, lpfc_log_verbose と  lpfc_nodev_tmo parameters を
変更できます。

注 : VMware はすべてのド ライバパラ メータに対してローカルとグローバル パラ メー

タの変更をサポート します。」

各パラ メータに対し、 [ド ライバパラ メータ  (Driver Parameters)] タブは現在の値、 使用

可能な値の範囲、 デフォル ト値、 有効化の要件を示します。 パラ メータをデフォル ト
設定に復元するこ と もできます。

[ ド ラ イバパラ メータ  (Driver Parameters)] タブを使用してシステムのその他のアダプ

タに 1 つのアダプタのド ライバ パラ メータを適用するこ とで、 複数のアダプタ設定を

簡素化するこ とができます。 詳細については、 122 ページの 「バッチ モード  ド ラ イバ

パラ メータ  ファ イルの作成」 を参照してください。 

注: Linux 2.6 カーネルは、個々のアダプタのド ライバ パラ メータの一部の設定のみを

サポート します。 一部のド ライバ パラ メータは、 ホス トに含まれているすべての

アダプタに適用される可能性があ り ます。 詳細については、 Linux用Emulex ド ラ

イバ ユーザー マニュアルを参照してください。

単一アダプタのドライバ パラメータの設定

単一アダプタのド ライバ パラ メータを変更する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、変更するパラ メータをもつ FC または FCoE アダプタ  ポート を選

択します。

3. [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameters)] タブを選択します。 選択されたアダプ

タのパラ メータ値が表示されます。
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 図 8-26  [ ドライバパラメータ (Driver Parameters)] タブ ―アダプタを選択

4. [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameters)] タブで、変更するパラ メータをク リ ッ ク

します。 パラ メータの説明がタブの右側に表示されます。

5. 現在の値と同じ  16 進または 10 進形式で [値 (Value)］ フ ィールドに新しい値を入力

するか、 ド ロ ップダウン メニューから値を選択します。 値を入力し、 現在の値が

16 進形式である場合、 「0x」 （例 : 0x2d） が先頭に付きます。 「0x」 なしで新しい 16
進値を入力できます。たとえば、 ff10 を入力した場合、 この値が解釈され、「0xff10」
と して表示されます。

6. 変更を一時的に行う場合 ( パラ メータはシステム再起動時に直前の恒久的な設定に

戻り ます)は、 [変更を一時的に行う  (Make change temporary)] ボッ クスをチェ ッ

ク します。 このオプシ ョ ンは、 ダイナミ ッ ク  パラ メータにのみ使用できます。

7. 複数のパラ メータに変更を行い、 すべての変更を一時的なものにしたい場合は、
[すべての変更を一時的に行う  (Make all changes temporary)] をチェ ッ ク します。

この設定は、[変更を一時的に行う  (Make change temporary)] の設定に優先します。

ダイナミ ッ ク  パラ メータのみを一時的に変更するこ とができます。

8. [適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。
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すべてのパラメータを前の値に復元する

パラ メータを変更したが、 [適用 (Apply)] をク リ ッ クせず、 最後に保存した値にパラ

メータを復元したい場合は、 [復元 (Restore)] をク リ ッ ク して ください。

すべてのデフォルト値にリセットする

すべてのパラ メータを工場出荷時のデフォルト値に復元するには、 [デフォルト  (Defaults)]
をク リ ッ ク します。

アダプタ パラメータ値をホスト アダプタ パラメータ値に設定する

アダプタ  パラ メータ値を対応するホス ト  パラ メータ値に設定するためには、 以下を実

行します。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 アダプタ  ポート を選択します。

3. [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameters)] タブを選択します。

4. [グローバル (Globals)] をク リ ッ ク します。 すべてのパラ メータ値はグローバルま

たはホス ト値と して同じになり ます。 

5. グローバル値を適用するために、 [適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。

アダプタ ドライバ パラメータをファイルに保存する

該当するアダプタ  パラ メータ設定を保存するには、 [ 保存 (Save)] をク リ ッ ク します。

設定の変更を適用するために、 [ 適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。

注 : OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン Web Launch Interface ド ラ イバのパラ

メータ  ファ イルは、 ブラウザーで指定されたホス ト  IP ではな く、 ブラウザーが

起動されたホス ト上に保存されます。 

各定義は以下の形式で、 カンマ区切りのファ イルに保存されます。

<parameter-name>=<parameter-value>

このファ イルは、 Emulex Repository ディ レク ト リーに保存されます。 

 Windows の場合 \Program Files\Emulex\Util\Emulex Repository または 
\Program Files (x64)\Emulex\Util\Emulex Repository for any IA64/x64 systems

 Linux の場合 :/usr/sbin/ocmanager/RMRepository

 VMware ESX の場合 :/etc/cim/emulex/RMRepository

 Solaris の場合 :/opt/ELXocm/RMRepository    

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンはバッチド ラ イバ パラ メータ更新 (Batch
Driver Parameter Update) 機能を使用して、 これらの保存された設定を  SAN 上の一部

またはすべての互換性のあるアダプタに適用できます。

注 : ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ と永続的バインド設定は保存できません。
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ホストのすべてのアダプタのドライバ パラメータの設定

ホス トにインス トールされたすべてのアダプタのド ラ イバ パラ メータを変更するため

には、 以下を実行します。

1. 次のいずれかを実行します。

 [表示 (View)] メニューから、 [ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group
Adapters by Host Name)] をク リ ッ ク します。

 ツールバーから、 [  ホス ト名によるアダプタのグループ化 (Group Adapters
by Host Name)] をク リ ッ ク します。

2. 検出ツ リーから、アダプタのド ライバパラ メータを変更したいホス ト をク リ ッ ク し
ます。

3. [ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameters)] タブを選択します。異なる
ド ラ イバのタイプをもつアダプタがインス トールされた場合、 [ インス トール済み
のド ラ イバ タ イプ (Installed Driver Types)] はインス トールされているすべての
ド ラ イバ タイプと ド ラ イバ バージ ョ ンの リ ス ト を示します。 変更したいパラ メー
タをもつド ライバを選択します。すべてのアダプタが同じ ド ラ イバを使用している
場合、 このメニューは表示されません。

4. [ ホス ト  ド ラ イバ パラ メータ  (Host Driver Parameters)] タブで、変更するパラ メー
タをク リ ッ ク します。 パラ メータの説明がタブの右側に表示されます。

 図 8-27  [ ホスト ドライバ パラメータ (Host Driver Parameters)] タブ ―ホストを選択
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5. 現在の値が表示されている方法に応じて、10 進または 16 進形式で [Value (値)] フ ィー
ルドに新しい値を入力します。 値が 16 進形式の場合、 「0x」 が先頭に付きます (例 :
「0x2d」 )。

6. 変更を一時的に行う  (パラ メータはシステム再起動時に直前の恒久的な設定に戻り
ます ) 場合、 [変更を一時的に行う  (Make changes temporary)] をチェ ッ ク します。
このオプシ ョ ンは、 ダイナミ ッ ク  パラ メータにのみ使用できます。

7. 複数のパラ メータを変更するためには、 [すべての変更を一時的にする  (Make all
changes temporary)] をチェッ ク します。 ダイナミ ッ ク  パラ メータのみを一時的に
変更するこ とができます。

8. [ 適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。

ダイナミックでないパラメータ値の変更 (Linux 8.2)

Linux バージ ョ ン 8.2 のダイナミ ッ クでないパラ メータ値を変更するためには、以下を

実行します。

1. /usr/sbin/ocmanager ディ レク ト リーに移動し、 スク リプ ト を実行して

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン プロセスを停止します。次のよ うに入力

してください。

./stop_ocmanager

2. LPFC 接続デバイスへのすべての I/O を停止します。

3. LPFC ド ラ イバをアンロード ロード します。 次のよ うに入力してください。

modprobe -r lpfc

4. ド ラ イバを再ロード します。 次のよ うに入力してください。

modprobe lpfc 

5. DHCHAP 認証が現在このマシンで使用されている場合、 Emulex FC 認証サービス

を起動します。 次のよ うに入力してください。

/etc/init.d/fcauthd start

6. elxhbamgr サービスを開始します ( リモート  サービス )。 次のよ うに入力してくだ

さい。

./start_ocmanager

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン検出サービスは、アプリ ケーシ ョ ンを起
動する と自動的に開始されます。

注: DHCHAP 認証がこのマシンの Emulex アダプタで使用されている場合、

/etc/init.d/fcauthd start を入力して、認証デーモンを再開する必要があ

り ます。

マシンにOneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ン Web Launch Interface がイン
ス トールされている場合、RMI サービスを再開する必要があ り ます。次のよ うに入
力してください。

./start_weblaunch

注 : 再起動後に変更を持続させるためには、 新しい ramdisk イ メージを作成する必要

があり ます。詳細については Linux 用 Emulex ド ライバ ユーザー マニュアルを参照

してください。
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ダイナミックでないパラメータ値の変更 (VMware ESX)
ダイナミ ッ クでないパラ メータ値を変更するためには、 以下を実行します。

1. /usr/sbin/ocmanager ディ レク ト リーに移動し、 スク リプ ト を実行して
OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン プロセスを停止します。次のよ うに入力
してください。

./stop_ocmanager

2. LPFC 接続デバイスへのすべての I/O を停止します。

3. システムを リブート します。

バッチ モード ドライバ パラメータ ファイルの作成

[ ド ラ イバパラ メータ  (Driver Parameters)] タブを使用してシステムのその他のアダプ
タに 1 つのアダプタのド ライバ パラ メータをするこ とができます。 あるアダプタに対
するパラ メータを定義する と、 .dpv ファ イルが作成されます。 .dpv ファ イルには、 そ
のアダプタのパラ メータが含まれます。 .dpv ファ イルを作成した後で、OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ンは .dpv ファ イル パラ メータをシステムの複数のアダプタ
に割り当てるこ とを可能にします。 (読み取り専用モードでは使用できません。 )

.dpv ファ イルを作成する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから他のアダプタに適用するパラ メータをもつアダプタ  ポート を選択
します。

3. [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameters)] タブを選択します。 
4. ド ラ イバ パラ メータをセッ ト します。

5. 選択したアダプタのパラ メータを定義した後で、 [ 適用 (Apply)] をク リ ッ クします。

6. [ 保存 (Save)] をク リ ッ ク します。 [ ド ラ イバ パラ メータの保存 (Save Drive 
Parameters)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 ファ イルを別のディ レク ト
リーに保存したり、 名前を変更するこ とができます。

 図 8-28  [ ドライバ パラメータの保存 (Save Driver Parameter)] ダイアログ ボックス

7. 2 つのラジオ ボタンを使用して、保存するパラ メータの種類を選択します。すべて
のパラ メータを保存するか、現在の値が対応するデフォルト値と異なるパラ メータ
のみを保存できます。

保存し たパラ メ ータ と 現在の値の リ ス ト が、 [ 保存されたパラ メ ータ  (Saved
Parameters)] ボッ クスに表示されます。 

8. [ 保存 (Save)] をク リ ッ ク します。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理
FC/FCoE

123
バッチ モード パラメータの割り当て

アダプタにバッチ モード  パラ メータを割り当てる方法は次のとおりです。

1. [バッチ (Batch)] メニューから、 [ ド ラ イバ パラ メータの更新 (Update Driver 
Parameters)] を選択します。 (この時点で、 検出ツ リー エレ メン ト を選択する必要

はあ り ません。 ) 

2. [バッチ ド ラ イバ パラ メータの更新 (Batch Driver Parameter Update)] ダイアログ
ボッ クスが表示されたら、 [参照 (Browse)] をク リ ッ ク します。 

3. [ ド ラ イバ パラ メータのファ イルの選択 (Driver Parameter File Selection)] ダイアロ
グ ボッ ク スが表示されます。 使用するファ イルを選択して [OK] をク リ ッ ク しま
す。ダイアログ ボッ クスが表示され、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンが
互換性のあるアダプタを検索中であるこ とを通知します。

互換性のあるアダプタが見つかる と、 [バッチ ド ラ イバ パラ メータの更新 (Batch
Driver Parameter Update)] ダイアログ ボッ クスの [ ド ラ イバパラ メータファ イル
(Driver Parameter File) ] フ ィールドに選択したフ ァ イルのパスが表示されます。
「サポート されているモデル (Supported Models)」 テキス ト  フ ィールドには、選択し
たファイルと互換性のあるすべてのアダプタのモデルのリ ス トが表示されます。 互
換性のあるアダプタのセッ トは、ダイアログ ボッ クスの検出ツ リーに表示されます。

[表示オプシ ョ ン (Display Options)] 設定を使用して、検出ツ リーにアダプタが表示
される方法を選択できます。 [ホス トによるグループ化 (Group by Host)] をク リ ッ
クする と、 ホス ト中心のビューでアダプタが表示されます。 [ ファブ リ ッ クによる
グループ化 (Group by Fabric)] をク リ ッ クする と、 ファブ リ ッ ク  アド レスを持つ
ファブリ ッ ク中心のビューでホス トが表示されます。各ダウンロード可能なポート
の WWPN とホス ト名が該当するファブ リ ッ クの下に表示されます。 

[ホス ト  グループの表示 (Show Host Groups)] をチェッ クして、ホス ト  グループを表
示する こ と もできます。 特定のホス ト  グループを表示するためには、 [ ホス ト  グ
ループ (Host Group)] メニューからグループを選択します。
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ホス ト とアダプタ  エン ト リーの隣のチェッ クボッ クスは、エン ト リーを選択または
選択解除するために使用されます。 アダプタをチェッ クする と、 そのアダプタを選
択または削除します。 ホス ト をチェッ クする と、 そのホス トに有効なすべてのアダ
プタを削除するか、 選択します。 

 図 8-29  [ バッチ ドライバ パラメータの更新 (Batch Driver Parameters Update)] ダイアログ ボックス

4. 選択を行って、[更新の開始 (Start Update)] をク リ ッ クします。OneCommand Manager
アプ リ ケーシ ョ ンの [バッチ ド ラ イバ パラ メータの更新 (Batch Driver Parameters
Update)] ダイアログ ボッ クスは、 更新の現在のステータスを示します。 更新が完
了する と、 最後のサマ リーに正常に処理されたアダプタの数、 1 つまたは複数のパ
ラ メータ更新が失敗したアダプタの数が示されます。 

5. 必要であれば、 [ ログ ファ イルの保存 (Save Log File)] をク リ ッ ク して、 更新のレ
ポート を保存します。 
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FCoE 初期化プロトコル (FIP) の設定

[FIP] タブでは、 FCoE アダプタの FIP を設定できます。

FIP を設定するには、 以下を実行してください。

1. 検出ツ リーから、 設定する  FIP プロパティーをもつ FCoE アダプタを選択します。

2. [FIP] タブを選択します。

3. 該当するパラ メータをセッ ト し、 [ 変更を適用 (Apply Change)] をク リ ッ クします。

 図 8-30  FCoE アダプタの FIP タブ

FIP ダイアログ ボックスのフィールド定義

DCB 設定領域

注: DCB 設定は、DCB タブの DCBX モードが DCB に設定されたと きにのみ、適用さ
れます。

注: 図では、 「DCB (FIP) 設定 (DCB (FIP) Settings)」 グループ ボッ クスのタイ トルは
「アクティブ」 になっています。 つま り、 DCB (FIP) は現在 DCBX モードになって
いるこ とを意味します (DCBX モードは DCB タブから設定されます)。CIN (非FIP)
が現在の DCBX モー ド であった場合、 「CIN ( 非 FIP) 設定 (CIN (Non-FIP)
Settings)」 のグループ ボッ クス  タイ トルが 「アクティブ」 になったはずです。
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 プライマリ  ファブリ ッ ク名 (Primary Fabric Name) – 接続する  FC ファブリ ッ ク

の WWN を示します。 プライマ リ  ファブ リ ッ ク名がワイルドである場合、つま

り、 すべての 0xFF の場合、 任意のファブ リ ッ ク名への接続が許可されます。 

 プライマ リ  スイ ッチの名前 (Primary Switch Name) – 接続する  FC スイ ッチの
WWN を示します。 プライマ リ  スイ ッチ名がワイルドである場合、 つま り、 す
べての 0xFF の場合、 任意のスイ ッチ名への接続が許可されます。 

 VLAN ID – アダプタ  FCoE サービスが使用できる  VLAN を判別します。0-4095
の値を持ち、 「任意 (Any)」 がチェッ ク されている場合は、 ワイルドカード値を
サポート します。 

 「任意のVLAN ID (Any VLAN ID)」チェ ッ ク  ボッ クス–チェッ クを入れた場合、
FCoE フォワダーの VLAN ID フ ィールドは任意の値を取るこ とができます。

CIN 設定領域

 FC Map – ファブ リ ッ クに提供された MAC ADDRESS (FPMA) を形成するビッ

ト値を入力します。

 VLAN ID – アダプタ  FCoE サービスが使用できる  VLAN を判別します。0-4095
の値を指定できます。 

FCoE アダプタ ポートの DCB パラメータの設定

[DCB] タブは、 FCoE アダプタ  ポートのパラ メータを表示します。 

FCoE アダプタ  ポートの [DCB] パラ メータを表示するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、表示する  DCB プロパティーをもつアダプタ  ポート を選択します。
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2. [DCB] タブを選択します。 

 図 8-31  [DCB] タブ (FCoE アダプタ ポートを選択 ) 

[DCB] タブ フィールドの定義

 DCBX の状態 (DCBX State) – 現在の DCBX (データセンターの検出および機能
交換のプロ ト コル) の状態 (有効または無効)。

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは DCB または CIN のいずれかです。

注: DCBX モードは、 FIP モード も設定します。 DCBX モードが DCB の場合、
FIP は有効です。 CIN の場合、 FIP は無効です。

 LLDP 転送状態 (LLDP Transmit State) – DCBX は LLDP (Link Layer Discovery
Protocol) を使用して、2 つのリ ンク  ピアの間のパラ メータを交換します。DCBX
プロ ト コルが正し く動作するために、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要
があ り ます。 Rx または Tx のいずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効
です。

 LLDP 受信状態 (LLDP Receive State) – DCBX は LLDP を使用して、 2 つのリ ン
ク  ピアの間のパラ メータを交換します。 DCBX プロ ト コルが正し く動作するた
めに、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要があ り ます。 Rx または Tx のい
ずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効です。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理
FC/FCoE

128
PFC プロパティ領域

 状態 (State) – 「有効 (Enabled)」 は両方向 (Tx と  Rx) のフロー制御が有効になっ
ているこ とを意味します。

 アクティブなプロパティ  (Active Priority) – PFC を 「Enabled ( 有効 )」 に設定し
ているプロパティを リ ス ト します。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 PFC 優先順位はピアによ り設定されてい
ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエラーが
発生したかど うかを示します。機能の互換方法が失敗した場合も、エラーは YES
に設定されます。

FCoE プロパティ領域 (FCoE ポートのみ )

 状態 (State) – FCoE の状態。 有効または無効に設定できます。

 アクティブな優先順位 (Active Priorites) – FCoE に割り当てた現在アクティブな

優先順位。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 FCoE 優先順位はピアによ り設定されてい

ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – FCoE エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエ

ラーが発生したかど うかを示します。機能の互換方法が失敗した場合も、エラー
は YES に設定されます。

ETS 優先順位グループ プロパティ領域

 状態 (State) – FCoE または NIC 専用の状態。 有効または無効に設定できます。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、優先順位グループはピアによ り設定されて

います。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエラーが

発生したかど うかを示します。機能の互換方法が失敗した場合も、エラーは YES
に設定されます。

アクティブなグループ 

 PG – 優先順位グループ番号。 これは、 0 ～ 7 の範囲です。

 優先順位 (Priorities) –それぞれの優先順位グループに割り当てられた優先順位。

カンマ区切りの形式で表されます。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 特定の優先順位グループに割り当てられた使用可能

な リ ンク帯域幅の割合。 

 最大設定可能 PG 数 (Max Configurable PGs) – このフ ィールドは選択した

 OneConnect アダプタ ポートで設定できる優先順位グループの最大数を示します。

DCB タブ ボタン

 DCB の設定 (Configure DCB) – ク リ ッ ク して、 DCB パラ メータを設定します。

以下の指示を参照してください。
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FCoE アダプタ  ポートの DCB を設定するためには、 以下を実行します。 

1. 検出ツ リーから、 設定する  DCB プロパティーをもつアダプタ  ポート を選択します。

2. [DCB] タブを選択します。

3. [DCB の設定 (Configure DCB)」 をク リ ッ クします。 [DCB の設定 (Configure DCB)]
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. 該当する設定を行い、 [OK] をク リ ッ ク します。

注: アダプタがサポートするよ り も多い優先順位グループを設定しよ う と した場合、
エラー メ ッセージが表示されます。 「最大設定可能 PG (Max Configurable PGs)」
フ ィールドはアダプタがサポートする優先順位グループの数を示します。 

 図 8-32  FCoE アダプタ ポートの [DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックス (DCBX 有効 )

[DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックスのフィールド定義

DCBX 設定領域

 有効 (Enabled) – DCBX を有効または無効に設定できます。DCBX を有効にする
と、 設定値はスイ ッチが値を提供しない場合のみ使用されます。 DCBX を無効
にする と、 設定値が使用されます。 

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは、 CEE または Cisco-Intel-Nuova
(CIN) に設定できます。 DCBX モードへの変更は、 ホス トの再起動を必要と し
ます。
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 オペレーティング バージ ョ ン (Operating Version) – DCBX プロ ト コルのオペ
レーティング バージ ョ ン。システムは必要に応じて、両方のリ ンク  パートナー
でサポート されている最上位のバージ ョ ンで動作するよ うに調整します。 この
設定を変更するこ とはできません。

 最大バージ ョ ン (Maximum Version) – システムでサポート されている  DCBX
プロ ト コルの最上位バージ ョ ン。バージ ョ ン番号はゼロから始ま り ます。DCBX
プロ ト コルはそれ以前のすべてのバージ ョ ンと下位互換性があ り ます。 この設
定を変更するこ とはできません。

LLDP 設定領域

 送信有効化 (Transmit Enabled) – LLDP 送信を有効または無効に設定できます。 

 送信ポートの説明を有効化 (Transmit Port Description Enabled) – 英数字形式で

ポートの説明を提供します。 LAN デバイスが RFC 2863 をサポート している場

合、 値は ifDescr object と等し くな り ます。

 送信システム名の有効化 (Transmit System Name Enabled) – 英数字形式でシス

テムに割り当てられた名前を提供します。 LAN デバイスが RFC 3418 をサポー

ト している場合、 値は sysName object と等し くな り ます。

 送信システムの説明を有効化 (Transmit System Description Enabled) – 英数字

形式でネッ ト ワークの構成要素の説明を示します。これはハードウェアのシステム
名とバージョン、 オペレーティング システムおよびデバイスによ りサポート さ

れているネッ ト ワーク  ソフ ト ウェアが含まれます。 LAN デバイスが RFC 3418
をサポート している場合、 値は、 sysDescr object と等し くな り ます。

 送信システム機能の有効化 (Transmit System Capabilities Enabled) – デバイスの

主要機能と、これらの機能がデバイスで有効化されているかど うかを示します。
機能は、2 つのオクテッ トで示されます。ビッ ト  0 ～ 7 は、その他、 リ ピーター、

ブ リ ッジ、 WLAN AP、 ルーター、 電話、 DOCSIS ケーブル デバイスおよびス

テーシ ョ ンをそれぞれ示します。 ビッ ト  8 ～ 15 は保留されます。 

 受信有効化 (Receive Enabled) – LLDP 受信を有効または無効に設定できます。 

PFC 優先順位領域

 アクティブな優先順位 (Active Priorities) – PFC にアクティブである とマーク さ

れた優先順位。

 有効 (Enable) – チェッ ク されている場合、 PFC が有効です。

 設定済みの優先順位 (Configured Priorities) – 設定済みの優先順位ですが、 まだ

有効でない可能性があ り ます。

FCoE 優先順位領域 (FCoE ポートのみ )

 アクティブな優先順位 (Active Priority) – アクティブな FCoE 優先順位。

 設定済みの優先順位 (Configured Priority) – 設定済みの FCoE 優先順位。
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ETS 優先順位グループ領域

 アクティブなグループ

 グループ ID (Group ID) – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 種々の優先順位グループに

割り当てられるさまざまな優先順位。 これは、現在、 アクティブな設定です。

 帯域幅 (Bandwidth) – 種々の優先順位グループに割り当てられる帯域幅。これ

は、 現在、 アクティブな設定です。

 設定済みのグループ

 グループ ID (Group ID) – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 設定された優先順位メン

バーシップのグループ分け。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 種々の優先順位グループの帯域幅の設定値。

 最大設定可能PG数 (Max Configurable PGs) –設定可能な優先順位グループの

最大数。

[DCB の設定 ] ダイアログ ボッ クスのボタン

 デフォルト  (Defaults) – ク リ ッ クによ り、パラ メータをデフォルトの FCoE DCB
設定に戻します。

 設定ルール (Configuration Rules) – ク リ ッ クする と、 FCoE 優先順位グループ

情報を設定ためのルールを リ ス トするウ ィンド ウを表示します。 

FCoE アダプタ  ポートに対して優先順位グループを設定する と きには、 以下の

ルールに従ってください。

1. 1 つだけの優先順位が FCoE 優先順位に対して設定されます。

2. 最大 2 つの PFC 優先順位を選択でき、 それらの 1 つが FCoE 優先順位と一

致する必要があ り ます。 

注 : すべてのアダプタが 2 つの PFC 優先順位をサポートするわけではあり

ません。2 つの PFC 優先順位をサポート しないアダプタは、複数の PFC
優先順位を設定しよ う と した場合にエラー メ ッセージを表示します。

3. FCoE 優先順位が割り当てられる優先順位グループは、 その他の優先順位を

含まないよ うにする必要があ り ます。

4. この追加の PFC 優先順位は、 他の優先順位を持たない優先順位グループに

割り当てられる必要があ り ます。

5. すべての優先順位グループの帯域幅は、 合計 100% になる必要があ り ます。 

 OK – ク リ ッ クによ り、 変更を適用し、 保存します。

 キャンセル (Cancel) – ク リ ッ クによ り、 行った変更を破棄します。
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iSCSI

iSCSI ポート情報の表示

検出ツ リーから  iSCSI ポート を選択する と、 [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Information)]
タブには選択した iSCSI アダプタに関連する一般的な属性が含まれます。 また、 iSCSI
ポートの TCP/IP 設定を変更するこ と もできます。詳細については、 114 ページの 「FC
ポートの有効化 / 無効化」 を参照してください。 アダプタが vNIC をサポートする場
合、 vNIC データも表示されます。

注 : VMware ESX の任意のバージ ョ ンの CIM プロバイダーによ り  iSCSI ポート情報は
表示されません。

注 : vNIC は IBM バーチャル ファブ リ ッ ク  アダプタでのみサポート されています。特
定のアダプタでサポー ト されているかど う かに関する情報については、 Emulex
Web サイ トの IBM アダプタ  ページから入手できる リ リース  ノート を参照してく
ださい。

iSCSI ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの iSCSI ポート を選択します。

3. [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Information)] タブを選択します。 

 図 8-33  [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Information)] タブ 
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iSCSI ポート情報フィールドの定義

 ド ラ イバ名 (Driver Name) – iSCSI ド ラ イバ ファイル名。

 ド ラ イバ バージ ョ ン (Driver Version) – iSCSI ド ラ イバのバージ ョ ン。

 MAC アドレス  (MAC Address) – ポートに現在、割り当てられている  iSCSI MAC
アドレス。

 Perm MAC アドレス  (Perm MAC Address) – 工場出荷時に割り当てられた iSCSI
MAC アドレス。

 デバイス ID (Device ID) – iSCSI ファンクションに割り当てられた PCI デバイス ID。

 ベンダー ID (Vendor ID) – iSCSI ファンクションに割り当てられた PCI ベンダー ID。

 PCI ファンクシ ョ ン (PCI Function) – iSCSI ファンクシ ョ ンに割り当てられる  PCI
ファンクシ ョ ン番号。

 LDTO  ( リ ンク  ダウン タイムアウ ト ) – iSCSI ド ラ イバがオペレーティング シス

テムにリ ンクダウンのエラーを報告するこ とを遅延させる時間 (秒)。

 最大 MTU (Max MTU) – iSCSI ト ラフ ィ ッ クの最大送信単位。

 デフォルト  ETO (Default ETO) – デフォルトの延長されたタイムアウ ト。

 最大 CDB 長 (Max CDB Length) – 最大 SCSI コマンド記述子ブロ ッ ク  サイズ。

 SubSys デバイス  ID (SubSys Device ID) – iSCSI ファンクシ ョ ンに割り当てられ

た PCI サブシステム ID。

 SubSys ベンダー ID (SubSys Vendor ID) – iSCSI ファンクシ ョ ンに割り当てら

れた PCI サブシステム ベンダー ID。

TCP/IP 設定領域 

 DHCP 有効化 – 選択されたポートの DHCP 認証ステータス。

 IP アドレス  (IP Address) – iSCSI イニシエーター IP アドレス。

 サブネッ ト  マスク  (Subnet Mask) – iSCSI イニシエーター サブネッ ト  マスク。

 ゲート ウェイ  アドレス  (Gateway Address) – iSCSI イニシエーター ゲート ウェイ

アドレス。

 VLAN 有効化 （VLAN Enabled) – iSCSI インターフェイスの VLAN 有効化状態。

 VLAN ID – 0 - 4094 を使用するための VLAN 識別子 (VLAN が使用可能な場合

のみ有効 )。 0 は VLAN が無効であるこ とを示します。

 VLAN 優先順位 (VLAN Priority) – iSCSI インターフェイスの VLAN 優先順位。

ネットワーク情報領域

 リ ンク  ステータス  (Link Status) – 選択されたアダプタ  ポートのリ ンクのステー

タス。

 ポート速度 (Port Speed) – 選択されたポートが実行中のポート速度。
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vNIC 情報領域 ( サポートされている場合 )

 名前 (Name) – スイ ッチ設定中に管理者によ り  vNIC に割り当てられた名前。

 外部 VLAN ID (Outer VLAN ID) – NIC ポート と スイ ッチの間で使用される

VLAN 識別子。 スイ ッチはこの値をネッ ト ワークで使用されている  VLAN ID
にマップします。

 最小帯域幅 (Min. Bandwidth) – ポートが実行を保証される最小帯域幅 (つま り

速度)。

 最大帯域幅 (Max. Bandwidth) – ポートが実行を保証される最大帯域幅 (つま り

速度)。

ポート情報ボタン ( 読み取り専用モードでは使用できません。)

 変更 (Modify) – 選択したポートの TCP/IP 設定を変更できます。ポートの VLAN
タグ、 優先順位、 IP アドレスなどを変更できます。 詳細については、 114 ペー

ジの 「FC ポートの有効化 / 無効化」 を参照してください。

 iSCSI ブートの有効化 (Enable iSCSI Boot)  チェッ クボッ クス  - このボッ クスを

オンまたはオフにして、 ポートでの iSCSI ブート を有効または無効にします。

iSCSI VPD 情報の表示

[VPD] タブは、 製品名、 パーツ番号、 シ リ アル番号など、 選択した OneConnect アダ

プタの重要プロダク ト  データ  ( 該当する場合 ) を表示します。   

VPD 情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 表示する  VPD 情報をもつ OneConnect  iSCSI ポート を選択します。
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3. [VPD] タブを選択します。  

 図 8-34  [OneConnect VPD] タブ

VPD 表の定義

 製品名 (Product Name) – 選択したアダプタ  ポートに関する製品情報。

 PN (パーツ番号) – アダプタのパーツ番号。

 SN (シ リ アル番号) – アダプタのシ リ アル番号。

 VO – ベンダー固有のデータ。「V」 はベンダー固有のフ ィールドを示します。ア
ダプタは定義されたこれらのフ ィールドをまった く持たないか、 1 つまたは複
数持つこ とができます。 このフ ィールドの有効な値は 「VO」 （文字 「O」 で、数
字のゼロではあ り ません） と 「Vx」 (x は数字) です。

注 : 一部のアダプタは、 EC (EC レベル ) と  MN ( 製造元 ID) などの追加 VPD 情報を
示す場合があ り ます。

iSCSI 統計の表示

検出ツ リーから  iSCSI イニシエータを選択する と、[iSCSI 統計 (iSCSI Statistics)] タブに
ポートの種々のエラー イベン トの累積合計と統計が示されます。 

注 : VMware ESX に対して CIM プロバイダーを使用する と きは、 iSCSI 統計情報を利
用できません。
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iSCSI ポート統計を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの iSCSI イニシエーター ノードを選択します。 
3. [iSCSI 統計 (iSCSI Statistics)] タブをク リ ッ ク します。 

 図 8-35  [iSCSI 統計 (iSCSI Statistics)] タブ

iSCSI 統計フィールドの定義

 ノードの役割 (Node Roles) – この iSCSI イニシエーターに対する ノードの役割。

 ポータル数 (Portal Count) – 現在、この iSCSI インスタンスに関連付けられてい
る  iscsiPortaltypeTable の行数。

 ノード数 (Node Count) – 現在、 この iSCSI インスタンスに関連付けられている
iscsiNodetypeTable の行数。

 セッシ ョ ン数 (Session Count) – 現在、 この iSCSI インスタンスに関連付けられ
ている  iscsiSessiontypeTable の行数。

 セッシ ョ ン障害数 (Session Failure Count) – このポートの属するセッシ ョ ンが
失敗した回数。

 最後のセッシ ョ ン障害タイプ (Last Session Failure Type) – 最後のセッシ ョ ン障
害で発生した障害のタイプ。

 最後のセッシ ョ ン リモート  ノード名 (Last Session Remote Node Name) – 失敗
したセッシ ョ ンからのリモート  ノードの iSCSI 名。
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 セッシ ョ ン ダイジェス ト  エラー (Session Digest Errors) – ヘッダーまたはデー
タ  ダイジェス ト  エラーを含む PDU の受信のために失敗したセッシ ョ ン数。

 セッシ ョ ン接続タイムアウ ト  (Session Connection Timeout) – シーケンスが時
間制限を超えたために失敗したセッシ ョ ンの数。

 セッシ ョ ン フォーマッ ト  エラー (Session Format Errors) – フォーマッ ト  エラーを
含む iSCSI PDU の受信のために失敗したセッシ ョ ン数。

 ログイン障害 (Login Failures) – このイニシエーターからのログインが失敗した
回数。

 最終障害時間 (Last Failure Time) – このイニシエーターからのログイン試行の最
新の失敗時のタイムスタンプ。 値 0 は、 障害が起きなかったこ とを示します。

 最終障害タイプ (Last Failure Type) – 最新の障害の説明。 
 最終ターゲッ ト障害名 (Last Target Failure Name) – このイニシエーターからの

ログイン要求が最後に失敗したターゲッ トの UTF-8 文字列名。

 最終ターゲッ ト障害アドレス (Last Target Failure Address) – 最後に失敗したター
ゲッ トのインターネッ ト  ネッ ト ワーク  アドレス。

 ログイン受諾応答 (Login Accept Responses) – 受け付けられたイニシエーター
が受信したログイン応答 PDU の数。

 その他のログイン失敗応答 (Login Other Fail Responses) – その他のオブジェク
ト によ り数えられなかったステータス  コードで、 このイニシエーターが受け
取ったログイン応答 PDU の数。

 ログイン リダイレク ト応答 (Login Redirect Responses) – ステータス  クラスのリ
ダイレクシ ョ ンでイニシエーターによ り受け取られたログイン応答 PDU の数。

 ログイン認証失敗応答 (Login Authentication Fail Responses) – このイニシエーター
によ り受信されたステータス クラス 0x201 認証失敗のログイン応答 PDU の数。

 ログイン認証障害 (Login Authentication Failures) – ターゲッ ト を認証できな
かったために、 イニシエーターがログインを中止した回数。

 ログイン ネゴシエーシ ョ ンの障害 (Login Negotiation Failures) – ターゲッ ト と
のパラ メータのネゴシエーシ ョ ンが失敗したため、 イニシエーターがログイン
を中止した回数。

 ログアウ ト正常 (Logout Normals) – 理由コード正常でこのイニシエーターによ
り生成されたログアウ ト  コマンド  PDU の数。

 ログアウ ト その他 (Logout Others) – 正常以外のステータス  コードでこのイニ
シエーターによ り生成されたログアウ ト  コマンド  PDU の数。

 ポート行ステータス  (Port Row Status) – このフ ィールドでは Simple Network
Management Protocol (SNMP) を通じてこの表から動的に追加、削除できます。

 ポータル役割 (Portal Role) – ポータルの役割。ポータルは、ターゲッ ト  ポータル
またはイニシエーター ポータルと して 2 つの役割のうちのいずれか 1 つで動作
できます。

 ポータル プロ ト コル (Portal Protocol) – ポータルの転送プロ ト コル。

 ポータル タグ (Portal Tag) – ポータルがイニシエーターと して使用される と きの
ポータルのアグ リゲーシ ョ ン タグ。
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iSCSI ターゲット情報の表示

検出ツ リーから  iSCSI アダプタに関連するターゲッ ト を選択する場合、 [ ターゲッ ト情

報 (Target Information)] タブにはそのターゲッ トに関連する情報が表示されます。

iSCSI ターゲッ ト情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、表示する情報をもつ iSCSI ターゲッ ト を選択します。 [ ターゲッ ト

情報 (Target Information)] タブが表示されます。

 図 8-36  [iSCSI ターゲット情報 (iSCSI Target Information)] タブ

ターゲット情報フィールドの定義

 ターゲッ ト  iSCSI 名 (Target iSCSI Name) – ターゲッ トに割り当てられた iSCSI 名。

 ターゲッ ト  エイ リ アス  (Target Alias) – ターゲッ トに割り当てられた iSCSI エ
イ リ アス名。 これは、 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンによってでは

なく、 ターゲッ ト  ポータルで割り当てられます。

 ETO (拡張タイムアウ ト値) – ターゲッ トの ETO。 (ターゲッ トの応答が停止した

時間から )この時間が経過するまでは、 ド ライバーは I/O が 「タイムアウ ト 」 で

はないこ とを保証します。 この値は希望に応じて変更できます。
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ターゲット ポータル情報領域

 IP アドレス (IP Address) – イニシエーターがターゲッ ト と通信する  IP アドレス。

 ポート  (Port) – イニシエーターがターゲッ ト と通信する  TCP ポート。

 グループ タグ (Group Tag) – サブグループを最新表示するためのグループのタグ。

ターゲット情報ボタン

 セッシ ョ ン (Sessions)... – ク リ ッ ク して、ターゲッ トの現在アクティブなセッシ ョ

ンを表示します。詳細については、60ページの 「ターゲッ ト  セッションの表示」 を

参照してください。

 適用 (Apply) – ETO 変更を保存し、 適用します。

iSCSI LUN 情報の表示

検出ツ リーから  iSCSI アダプタに関連づけられた LUN を選択する場合、 [LUN 情報

(LUN Information)] タブにはその LUN に関連づけられた情報が表示されます。

注 : [LUN の情報更新 (Refresh LUN)] ボタンは、現在選択されているターゲッ トの LUN
リ ス トのみを最新表示します。

LUN 情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。
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2. 検出ツ リーから、 表示する情報をもつ iSCSI LUN を選択します。 [LUN 情報 (LUN
Information)] タブが表示されます。 

 図 8-37  [iSCSI LUN 情報 (iSCSI LUN Information)] タブ

iSCSI LUN 情報フィールド定義

 ベンダー名 (Vendor Name) – LUN のベンダー名。

 Model Number (モデル番号) – LUN のベンダーのモデル番号。

 LUN 名 (LUN Name) – LUN の名前。 (ESX プラ ッ ト フォームでのみ使用可能。 )

 シ リ アル番号 (Serial Number) – LUN のベンダーのシ リ アル番号。

 容量 (Capacity) – LUN の未フォーマッ トのサイズです。

 ブロック  サイズ (Block Size) – 論理単位ブロックのサイズをバイ ト単位で示します。
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iSCSI PCI レジスターの表示

[iSCSI PCI レジスター (iSCSI PCI Registers)] タブはベース  PCI レジスタを表示します。

FC PCI レジスター情報については、 205 ページの 「PCI レジスターの表示」 を参照して

ください。   

 図 8-38  [iSCSI PCI レジスター (iSCSI PCI Registers)] タブ

iSCSI PCI レジスターを表示する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 表示する  PCI 情報をもつ iSCSI ファンクシ ョ ンを選択します。

2. [iSCSI PCI レジスター (iSCSI PCI Registers)] タブを選択します。

iSCSI アダプタ ポートの DCB パラメータの設定

[DCB] タブは、 iSCSI アダプタ  ポートのパラ メータを表示します。 

iSCSI アダプタ  ポートの [DCB] パラ メータを表示するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 表示する  DCB プロパティーをもつ iSCSI アダプタ  ポート を選択

します。
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2. [DCB] タブを選択します。 

 図 8-39  iSCSI アダプタ ポートの [DCB] タブ (OneConnect アダプタを選択 )

[DCB] タブ フィールドの定義

 DCBX の状態 (DCBX State) – 現在の DCBX (データセンターの検出および機能

交換のプロ ト コル) の状態 (有効または無効)。

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは CEE または CIN のいずれかです。

 LLDP 転送状態 (LLDP Transmit State) – DCBX は LLDP (Link Layer Discovery
Protocol) を使用して、 2 つのリ ンク  ピアの間のパラ メータを交換します。 DCBX
プロ ト コルが正し く動作するために、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要

があ り ます。 Rx または Tx のいずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効

です。

 LLDP 受信状態 (LLDP Receive States) – DCBX は LLDP を使用して、 2 つのリ ン

ク  ピアの間のパラ メータを交換します。 DCBX プロ ト コルが正し く動作するた

めに、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要があ り ます。 Rx または Tx のい

ずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効です。
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PFC プロパティ領域

注 : PFC はすべての iSCSI アダプタ ポートでサポート されているわけではありません。

 状態 (State) – 「有効 (Enabled)」 は両方向 (Tx と  Rx) のフロー制御が有効になっ

ているこ とを意味します。

 アクティブな優先順位 (Active Priority) – PFC を 「Enabled (有効)」 に設定して

いる優先順位を リ ス ト します。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 PFC 優先順位はピアによ り設定されてい

ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中、 または機

能の互換方法が失敗した場合にエラーが発生したかど うかを示します。 

iSCSI プロパティ領域

 状態 (State) – iSCSI の状態。 有効または無効に設定できます。

 アクティブな優先順位 (Active Priority) – iSCSI に割り当てられた現在アクティ

ブな優先順位。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 iSCSI 優先順位はピアによ り設定されてい

ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – iSCSI エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエ

ラーが発生したかど うかを示します。 

ETS 優先順位グループ プロパティ領域

 状態 (State) – 現在の優先順位グループの状態。 有効または無効に設定できます。

 同期済み (Sync’d)  – 「はい」 の場合、 優先順位グループはピアによ り設定され

ています。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエラーが

発生したかど うかを示します。 

アクティブなグループ

 PG –  優先順位グループ番号。 これは、 0 ～ 7 の範囲です。

 優先順位 (Priorities) – それぞれの優先順位グループに割り当てられた優先順位。

カンマ区切りの形式で表されます。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 特定の優先順位グループに割り当てられた使用可能

な リ ンク帯域幅の割合 ( パーセンテージ )。 

 最大設定可能 PG 数 (Max Configurable PGs) – このフ ィールドは選択した 
OneConnect アダプタ ポートで設定できる優先順位グループの最大数を示します。

DCB タブ ボタン

 DCB の設定 (Configure DCB) – ク リ ッ ク して、 DCB パラ メータを設定します。

以下の指示を参照してください。
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iSCSI アダプタ  ポートの DCB を設定するためには、 以下を実行します。   

1. 検出ツ リーから、 設定する  CEE プロパティーをもつ iSCSI アダプタ  ポート を選択
します。

2. [DCB] タブを選択します。

3. [DCB の設定 (Configure DCB)」 をク リ ッ ク します。 [DCB の設定 (Configure DCB)] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. 該当する設定を行い、 [OK] をク リ ッ ク します。

注: アダプタがサポートするよ り も多い優先順位グループを設定しよ う と した場合、
エラー メ ッセージが表示されます。 「最大設定可能 PG (Max Configurable
PGs)」フ ィールドはアダプタがサポートする優先順位グループの数を示します。 

 図 8-40  iSCSI アダプタ ポートの [DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックス (DCBX 有効 )

[DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックスのフィールド定義

DCBX 設定領域

 有効 (Enabled) – DCBX を有効または無効に設定できます。DCBX を有効にする
と、 設定値はスイ ッチが値を提供しない場合のみ使用されます。 DCBX を無効
にする と、 設定値が使用されます。 DCBX の状態の変更は、 ホス トの再起動を
必要と します。

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは CEE または CIN に設定できます。
DCBX モードへの変更は、 ホス トの再起動を必要と します。
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 オペレーティング バージ ョ ン (Operating Version) – DCBX プロ ト コルのオペ
レーティング バージ ョ ン。システムは必要に応じて、両方のリ ンク  パートナー
でサポート されている最上位のバージ ョ ンで動作するよ うに調整します。 この
設定を変更するこ とはできません。

 最大バージ ョ ン (Maximum Version) – システムでサポート されている  DCBX
プロ ト コルの最上位バージ ョ ン。バージ ョ ン番号はゼロから始ま り ます。DCBX
プロ ト コルはそれ以前のすべてのバージ ョ ンと下位互換性があ り ます。 この設
定を変更するこ とはできません。

LLDP 設定領域

 送信有効化 (Transmit Enabled) – LLDP 送信を有効または無効に設定できます。 

 送信ポートの説明を有効化 (Transmit Port Description Enabled) – 英数字形式で

ポートの説明を提供します。 LAN デバイスが RFC 2863 をサポート している場

合、 値は ifDescr object と等し くな り ます。

 送信システム名の有効化 (Transmit System Name Enabled) – 英数字形式でシス

テムに割り当てられた名前を提供します。 LAN デバイスが RFC 3418 をサポー

ト している場合、 値は sysName object と等し くな り ます。

 受信有効化 (Receive Enabled) – LLDP 受信を有効または無効に設定できます。 

 送信システムの説明を有効化 (Transmit System Description Enabled) – 英数字

形式でネッ ト ワーク構成要素の説明を示します。 これはハード ウェアのシステ
ム名とバージ ョ ン、 オペレーティング システムおよびデバイスによ りサポート

されているネッ ト ワーク  ソ フ ト ウ ェアが含まれます。 LAN デバイスが RFC
3418 をサポート している場合、 値は、 sysDescr object と等し くな り ます。

 送信システム機能の有効化 (Transmit System Capabilities Enabled) – デバイス

の主要機能と、 これらの機能がデバイスで有効化されているかど うかを示しま
す。機能は、 2 つのオクテッ トで示されます。 ビッ ト  0 ～ 7 は、 その他、 リ ピー

ター、 ブ リ ッジ、 WLAN AP、 ルーター、 電話、 DOCSIS ケーブル デバイスお

よびステーシ ョ ンをそれぞれ示します。 ビッ ト  8 ～ 15 は保留されます。

PFC 優先順位領域 

 アクティブな優先順位 (Active Priorities) – PFC にアクティブである とマーク さ

れた優先順位。

 有効 (Enable) – チェッ ク されている場合、 PFC が有効です。

 設定済みの優先順位 (Configured Priorities) – 設定済みの優先順位ですが、 まだ

有効でない可能性があ り ます。最大 2 個の PFC 優先順位チェッ ク  ボッ クスを選

択でき、 そのうち 1 つは iSCSI 優先順位に一致しなければなり ません。 追加の

PFC 優先順位はイーサネッ ト  ト ラフ ィ ッ クに使用されます。この追加の PFC 優
先順位は、 他の優先順位を持たない優先順位グループに割り当てられる必要が
あ り ます。 

iSCSI 優先順位領域

 アクティブな優先順位 (Active Priority) – アクティブな iSCSI 優先順位。

 設定済みの優先順位 (Configured Priority) – 設定済みの iSCSI 優先順位。
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ETS 優先順位グループ領域

 アクティブなグループ

 グループ ID (Group ID) – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 種々の優先順位グループに

割り当てられるさまざまな優先順位。 これは、現在、 アクティブな設定です。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 種々の優先順位グループに割り当てられる帯域

幅。 これは、 現在、 アクティブな設定です。

 設定済みのグループ

 グループ ID (Group ID) – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 設定された優先順位メン

バーシップのグループ分け。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 種々の優先順位グループの帯域幅の設定値。

 最大設定可能PG数 (Max Configurable PGs) – 設定可能な優先順位グループ

の最大数。

[DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックスのボタン

 デフォルト  (Defaults) – パラ メータをデフォルトの iSCSI DCB 設定に戻します。

 設定ルール (Configuration Rules) – ク リ ッ クする と、iSCSI 優先順位を設定する

ためのルールを リ ス トする  [iSCSI 優先順位 (iSCSI Priority)] ウ ィ ン ド ウを表示

します。 

iSCSI アダプタ  ポートに対して優先順位グループを設定する と きには、 以下の

ルールに従ってください。

1. 1 つの優先順位のみを iSCSI 優先順位と して設定できます。

2. 最大 2 つの PFC 優先順位を選択でき、 それらの 1 つが iSCSI 優先順位と一

致する必要があ り ます。

注: すべてのアダプタが 2 つの PFC 優先順位をサポートするわけではあり

ません。2 つの PFC 優先順位をサポート しないアダプタは、複数の PFC
優先順位を設定しよ う と した場合にエラー メ ッセージを表示します。

3. iSCSI 優先順位が割り当てられた優先順位グループは、 その他の優先順位を

含まないよ うにする必要があ り ます。

4. この追加の PFC 優先順位は、 他の優先順位を持たない優先順位グループに

割り当てられる必要があ り ます。

5. すべての優先順位グループの帯域幅は、 合計 100% になる必要があ り ます。

 OK – ク リ ッ クによ り、 変更を適用し、 保存します。

 キャンセル (Cancel) – ク リ ッ クによ り、 行った変更を破棄します。
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TCP/IP iSCSI ポート設定の変更

[TCP/IP 設定の変更 (Modify TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボッ クスを使用する

と、 VLAN の有効/無効の設定、 VLAN ID と優先順位の割り当て、 DHCP の有効/無
効の設定、 IP アドレスおよび選択した iSCSI ポートのサブネッ ト  マスク とゲート ウェ

イの変更が可能です。

注 : [DHCP 有効 (DHCP Enabled)] をチェッ ク して自動的に IP アドレスを取得するよ

うに設定する と、IP アドレス とサブネッ ト  マスクのフ ィールドが使用できなくな

り ます。

注 : VLAN と  DHCP の両方を有効にする と、 有効な IP アドレスを受信するための

VLAN 有効化の DHCP サーバーが必要になり ます。 多くの場合、DHCP サーバー

への IP アドレスのリ クエス トは失敗します。

 図 8-41  [TCP/IP 設定の変更 (Modify TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボックス

iSCSI ポートの TCP/IP 設定を変更するためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更する設定をもつ iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Info)] タブを選択し、[ 変更 (Modify)] をク リ ッ ク し

ます。[TCP/IP 設定の変更 (Modify TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。

3. 変更を行い、 [OK] をク リ ッ ク します。
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高度な TCP/IP 設定

[高度な TCP/IP 設定 (Advanced TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボッ クスを使用

する と、 選択した iSCSI ポートのルート とアドレス解決プロ ト コル (ARP) 表のエン ト

リーを追加、 削除できます。 

 図 8-42  [ 高度な TCP/IP 設定 (Advanced TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボックス

表のエン ト リーを追加するためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更する設定をもつ iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Info)] タブを選択し、[ 変更 (Modify)] をク リ ッ ク し
ます。[TCP/IP 設定の変更 (Modify TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

3. [詳細 (Advanced)] をク リ ッ ク します。 [高度な TCP/IP 設定 (Advanced TCP/IP
Configuration)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. ルート表または ARP 表のセクシ ョ ンから、 [ エン ト リーの追加 (Add Entry)] をク
リ ッ ク します。

5. ルート表または ARP 表情報を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 追加したエン ト
リーが表に示されます。

表のエン ト リーを削除するためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更する設定をもつ iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI ポート情報 (iSCSI Port Info)] タブを選択し、[ 変更 (Modify)] をク リ ッ ク し

ます。[TCP/IP 設定の変更 (Modify TCP/IP Configuration)] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。
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3. [詳細 (Advanced)] をク リ ッ ク します。 [高度な TCP/IP 設定 (Advanced TCP/IP
Configuration)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. ルート表または ARP 表のセクシ ョ ンから、削除するエン ト リーを選択し、 [ エン ト
リーを削除 (Remove Entry)] をク リ ッ ク します。削除したエン ト リーが表から削除
されます。

iSCSI ポート イニシエーター ログイン オプションの設定

[iSCSI イニシエーター ログイン オプシ ョ ン (iSCSI Initiator Login Options)] ダイアロ
グ ボッ クスでは、 ターゲッ ト  ポータルにログインする と きに iSCSI イニシエーターが
使用したり、ターゲッ トの検出中にターゲッ ト  ポータルが使用するログイン オプシ ョ ン
のセッ ト を設定できます。 検出されたターゲッ トは、 この検出中に使用されたログイン
オプシ ョ ンを継承します。 iSNS 経由で検出されたターゲッ ト  ポータルもまた、 これら
のログイン オプシ ョ ンを使用します。 ダイアログ ボッ ク スには、 イニシエーターの
iSCSI 修飾名 (IQN) と、IQN とオプシ ョ ンのイニシエーターのエイ リ アスを手動で入力
するフ ィールドがあ り ます。 イニシエーターのログイン オプシ ョ ンは、 いくつかのド
ロ ップダウン ボッ クスを使用して制御されます。 イニシエーター認証方法を設定し、
出荷時のデフォルト  ログイン オプシ ョ ンを表示するこ と もできます。 

 図 8-43  [iSCSI イニシエーター ログイン オプション (iSCSI Initiator Login Options)] タブ
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[イニシエーター ログイン オプション (Initiator Login Options)] タ
ブフィールドの定義

iSCSI 名領域

 イニシエーター iSCSI 名 (Initiator iSCSI Name) – イニシエーターの iSCSI 修飾名。

 イニシエーターエイ リ アス  (Initiator Alias) – イニシエーターを識別するために

使用される固有でない任意の文字列。

イニシエーター ログイン オプション領域

 ImmediateData – イニシエーターがSCSI コマンドへ非請求データを追加できる
かど うかを定義します。 候補の値は、「はい (Yes)」 または 「いいえ (No)」 です。 

 HeaderDigest – CRC32C にセッ ト し、 イニシエーターが適切に設定される と、
iSCSI PDU のヘッダー セグ メ ン ト の整合性が CRC32C チェ ッ クサムによ り保
護されます。 候補の値は、 「CRC32C」 と 「なし  (None)」 です。

 DataDigest – CRC32C にセッ ト し、イニシエーターが適切に設定される と、 iSCSI
PDU のデータ  セグメン トの整合性が CRC32C チェッ クサムによ り保護されま
す。 候補の値は、 「CRC32C」 と 「なし  (None)」 です。

認証領域

 認証方法 (Authentication Method) – 認証方法には 3 つのオプシ ョ ンがあり ます。
「なし  (None)」 、 「単方向 CHAP (One-Way CHAP)」 、 および 「双方向 CHAP
(Mutual CHAP)」 です。単方向 CHAP (One-Way CHAP) は、認証者 (iSCSI ター
ゲッ ト ) が iSCSI イニシエーターを認証するこ とだけを必要と します。 双方向
CHAP (Mutual CHAP) は、 iSCSI ターゲッ ト と  iSCSI イニシエーターが両方と
も互いに認証するこ とが必要です。 「なし  (None)」 が選択される場合、 認証が
実行されません。

 ターゲッ ト  CHAP 名 (Target CHAP Name) – イニシエーターからターゲッ トに
対して認証のために送られた iSCSI ログイン名。 このパラ メータは、 単方向
CHAP と双方向 CHAP 認証の両方に必要です。 このパラ メータは、ユーザー名
と しても知られています。 文字と数字の任意の順序で示すこ とができます。 名
前の最小長は 1 文字で、 最大長は 256 文字です。

 ターゲッ ト  シークレッ ト  (Target Secret) – イニシエーターからターゲッ トに対
して認証のために送られた iSCSI ログイン シークレッ ト 。 このパラ メータは、
単方向 CHAP と双方向 CHAP 認証の両方に必要です。 文字と数字の任意の順
序で示すこ とができます。 シークレッ トの最小長は 12 文字で、 最大長は 16 文
字です。

 イニシエーター CHAP 名 (Initiator CHAP Name) – ターゲッ トからイニシエー
ターに対して認証のために送られた iSCSI ログイン名。 このパラ メータは双方
向 CHAP 認証にのみ必要です。 このパラ メータは、 ユーザー名と しても知られ
ています。 文字と数字の任意の順序で示すこ とができます。 名前の最小長は 1
文字で、 最大長は 256 文字です。

 イニシエーター シークレッ ト  (Initiator Secret) – ターゲッ トからイニシエー

ターに対して認証のために送られた iSCSI ログイン シークレ ッ ト。 このパラ

メータは双方向 CHAP 認証にのみ必要です。文字と数字の任意の順序で示すこ

とができます。 シークレッ トの最小長は 12 文字で、 最大長は 16 文字です。
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ターゲット情報タブ ボタン

 デフォルト  ログイン オプシ ョ ンの表示 (View Default Login Options) – ボタンの

ク リ ッ クによ り、 デフォルト  ログイン設定を表示します。

 変更の適用 (Apply Changes) – ボタンのク リ ッ クによ り、変更を保存し、適用し

ます。 

iSCSI ポート  イニシエーター ログインを設定するには、 以下を実行してください。

1. 検出ツ リーから、 設定する  iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI  イニシエーター ログイン オプシ ョ ン (iSCSI Initiator Login Options)] タブ

を選択し、 変更を行ってください。

3. [ 変更を適用 (Apply Changes)] をク リ ッ ク します。 

注: iSCSI イニシエーター名とエイ リ アスへの変更は、 アダプタのすべてのポート

に適用されます (言い換える と、 すべての iSCSI ポー ト は iSCSI イニシエー

ター名とエイ リ アスを共有します)。

注: Microsoft iSCSI イニシエーターを実行中のWindows プラ ッ ト フォームでは、

イニシエーター iSCSI 名は Microsoft iSCSI iqn です。それを変更した場合、シ

ステムが再起動される まで変更は引き続き有効にな り ます。 再起動後に、
Microsoft iqn が再び、 iSCSI イニシエーター名と して使用されます。

デフォルト  ログインオプシ ョ ンを表示するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、表示するデフォルト  ログイン設定をもつ iSCSI ポート を選択します。

2. [iSCSI イニシエーター ログイン オプシ ョ ン (iSCSI Initiator Login Options)] タブを

選択し、[ デフォルト  ログイン オプシ ョ ンの表示 (View Default Login Options)] を
ク リ ッ ク し ます。 [ イニシエーター デフォル ト  ログ イ ン オプシ ョ ン (Initiator
Default Login Options)] ウ ィンド ウが表示されます。

 図 8-44  [ イニシエーター デフォルト ログイン オプション (Initiator Default Login Options)] ウィンドウ

イニシエーター デフォルト ログイン オプションフィールドの定義

 即時データ  (Immediate Data) – 「はい (Yes)」 に設定する と、 イニシエーターは
非請求データをコマンドに追加するこ とができます。

 MaxOutstandingR2T – セッシ ョ ン内のタスクごとに送信する未処理の要求 (R2T)
の最大数で、 それぞれ最大 MaxBurstLLength バイ トです。
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 FirstBurstLength – 単一の iSCSI コマンドの実行中にターゲッ トにイニシエー

ターが送信できる非請求データの最大量 ( バイ ト数 )。

 MaxBurstLength – 1 回のバース トでイニシエーターが送信する非請求データ と

請求データのいずれかの最大量。 この値を超えるデータの量は、 ターゲッ トに
よ り明示的に要求されるこ とが必要です。 

 DefaultTime2Wait – イニシエーターは、 予期しない接続の終了またはリセッ ト

後に、 ド ロ ップした接続 （あるいはタスク） を再接続または再割り当てしよ う
とするまでの、最小の待ち時間を秒数で表したもの。イニシエーターと ターゲッ
トはネゴシエート して、 この値を決めます。

 DefaultTime2Retain – DefaultTime2Wait で示された最初の待ち時間が経過し

た後で、接続を再割り当てするための最大時間を秒数で表したもの。イニシエー
ターと ターゲッ トはネゴシエート して、 この値を決めます。

 DataPDUInOrder – シーケンス内のデータ  PDU の順序。

 DataSequenceInOrder – シーケンス間の順序。

 HeaderDigest – このプロパティの有効な値は、「CRC32C」 または「なし  (None)」
です。 CRC32C に設定し、 イニシエーターが適切に設定される と、 iSCSI PDU
のヘッダー セグメン トの整合性が CRC32C チェッ クサムによ り保護されます。

 DataDigest – このプロパティの有効な値は、 「CRC32C」 または 「なし  (None)」
です。 CRC32C に設定し、 イニシエーターが適切に設定される と、 iSCSI PDU
のデータ  セグメン トの整合性が CRC32C チェッ クサムによ り保護されます。

 MaxConnections – 単一のセッション内に許可されるターゲッ トへの接続の最大数。

 MaxRecvDataSegmentLength – イニシエーターまたはターゲッ トが iSCSI PDU
で受け取るこ とができる最大データ  セグメン ト長 ( バイ ト数 )。 

 ErrorRecoveryLevel – セッシ ョ ンに対し使用可能な ErrorRecoveryLevel。 0 は
セッシ ョ ンの再開のみによる回復を示します。 1 はコマンド、 データ、 または

ステータスを再発行するこ とによる回復を示します。 2 は接続障害の回復を示

します。

NIC

NIC ポート情報の表示

検出ツ リーから  NIC ポート を選択する と、[NIC ポート情報 (NIC Port Information)] タ
ブには選択した NIC ポートに関連する一般的な属性が含まれます。 アダプタが vNIC
をサポートする場合、 vNIC データも表示されます。

注 : NIC ポート情報の表示時に適用される注記事項は次のとおりです。

 NIC ポートは NIC 専用アダプタのみに存在するわけではあ り ません。 NIC 
ポートはまた、 iSCSI と  FCoE アダプタにも存在するこ とができます。

 vNIC は IBM バーチャル ファブリ ッ ク  アダプタでのみサポート されています。

特定のアダプタでサポー ト されているかど う かに関する情報については、
Emulex Web サイ ト の IBM アダプタ  ページから入手できる リ リース  ノー

ト を参照してください。
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NIC ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [仮想ポート  (Virtual Ports)] 表示を選択します。

注: [仮想ポート  (Virtual Ports)] ビューで、 NIC ポートは FCoE アダプタでのみ表

示されます。 iSCSI または NIC 専用アダプタには表示されません。

2. 検出ツ リーの NIC 専用アダプタを選択します。

3. [ポート情報 (Port Information)] タブを選択します。 

 図 8-45  [NIC ポート情報 (NIC Port Information)] タブ 

NIC ポート情報フィールドの定義

 ド ラ イバ名 (Driver Name) – NIC ド ラ イバ ファ イル名。

 ド ラ イバ バージ ョ ン (Driver Version) – NIC ド ラ イバのバージ ョ ン。

 MAC アドレス  (MAC Address) – ポートに現在、割り当てられている  NIC MAC
アドレス。

 Perm MAC アドレス  (Perm MAC Address) – 工場出荷時に割り当てられた NIC
MAC アドレス。

 IPv4 アドレス  (IPv4 Address) – NIC ポートの IPv4 アドレス。

 サブネッ ト  マスク  (Subnet Mask) – NIC ポートのサブネッ ト  マスク。

 ゲート ウェイ  アドレス  (Gateway Address) – NIC イニシエーター ゲート ウェ
イ  アドレス。

 リ ンク  ステータス  (Link Status) – 選択されたアダプタ  ポートのリ ンクのステー
タス。
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 インターフェイス名 (Interface Name) – ホス ト  オペレーティング システムによ
り このポートに割り当てられたインターフェイス名。

 ポート速度 (Port Speed) – 選択したポートの現在のポート速度。

 デバイス ID (Device ID) – NIC ファンクシ ョ ンに割り当てられた PCI デバイス ID。

 SubSys デバイス  ID (SubSys Device IC) – NIC ファンクシ ョ ンに割り当てられ
た PCI サブシステム ID。

 ベンダー ID (Vendor ID) – NIC ファンクションに割り当てられた PCI ベンダー ID。

 SubSys ベンダー ID (SubSys Vendor IC) – NIC ファンクシ ョ ンに割り当てられ
た PCI サブシステム ベンダー ID。

 IP アドレス原点 (IP Address Origin) – IP アドレスの原点 (DHCP または Static)。
 PCI ファンクシ ョ ン (PCI Function) – NIC ファンクシ ョ ンに割り当てられた

PCI ファンクシ ョ ン番号。

 PCI バス番号 (PCI Bus Number) – NIC ファンクシ ョ ンに割り当てられた PCI
バス番号。

 最大 MTU (Max MTU) – iSCSI ト ラフ ィ ッ クの最大送信単位。 
 現在の MTU (Current MTU) – iSCSI ト ラフ ィ ッ クの現在の送信単位。

 帯域幅制限 (Bandwidth Limit) – ポートの QoS 帯域幅制約。 (vNIC 以外のアダ
プタのみ )

 IPv6 アドレス  (IPv6 Address) – NIC ポートの IPv6 アドレス。

チェックボックス

 PXE ブートの有効化 (Enable PXE Boot) – ( プレブート実行環境 ) 選択したポー

トで PXE ブート を有効にするにはボッ クスをチェッ ク します。

注: PXE Boot は、PCI ファンクシ ョ ンを 0 または 1 に設定した場合のみポート

で使用できます。

 SR-IOV の有効化 (Enable SR-IOV) – ( シングル ルートの I/O 仮想化 ) 選択した

アダプタ  ポートで SR-IOV を有効にするには、 オンにします。 オペレーティン

グ システムまたはポー ト が SR-IOV をサポー ト しない場合は、 このチェ ッ ク

ボッ クスは表示されません。詳細については、 「NIC」 (152 ページ ) を参照 を参

照してください。

注 : SR-IOV の状態を変更するには、 システムのリブートが必要です。

NIC VPD 情報の表示

[VPD] タブは、 製品名、 パーツ番号、 シ リ アル番号など、 選択した OneConnect アダ

プタの重要プロダク ト  データ  (該当する場合) を表示します。

VPD 情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 表示する  VPD 情報をもつ OneConnect NIC ポート を選択します。
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3. [VPD] タブを選択します。  

 図 8-46  [OneConnect VPD] タブ

VPD 表の定義

 製品名 (Product Name) – 選択したアダプタ  ポートに関する製品情報。

 PN (パーツ番号) – アダプタのパーツ番号。

 SN (シ リ アル番号) – アダプタのシ リ アル番号。

 VO – ベンダー固有のデータ。「V」 はベンダー固有のフィールドを示します。アダ

プタは定義されたこれらのフ ィールドをまった く持たないか、 1 つまたは複数

持つこ とができます。 このフ ィールドの有効な値は 「VO」 （文字 「O」 で、 数

字のゼロではあ り ません） と 「Vx」 (x は数字) です。

注 : 一部のアダプタは、 EC (EC レベル ) と  MN ( 製造元 ID) などの追加 VPD 情報を示

す場合があ り ます。
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NIC 専用アダプタ ポートの DCB パラメータの設定

[DCB] タブは、 NIC 専用アダプタ  ポートのパラ メータを表示します。

注 : OneConnect OCe11102 UCNAs のみが、NIC 専用ポートの DCB をサポート します。

NIC 専用アダプタ  ポートの [DCB] パラ メータを表示するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、表示する  DCB プロパティーをもつ NIC アダプタ  ポート を選択し

ます。

2. [DCB] タブを選択します。 

 図 8-47  NIC アダプタ ポートの [DCB] タブ (OneConnect アダプタを選択 )

[DCB] タブ フィールドの定義

 DCBX の状態 (DCBX State) – 現在の DCBX ( データセンターの検出および機能
交換のプロ ト コル ) の状態 ( 有効または無効 )。

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは CEE または CIN のいずれかです。

 LLDP 転送状態 (LLDP Transmit State) – DCBX は LLDP (Link Layer Discovery
Protocol) を使用して、2 つのリ ンク  ピアの間のパラ メータを交換します。DCBX
プロ ト コルが正し く動作するために、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要
があ り ます。 Rx または Tx のいずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効
です。

 LLDP 受信状態 (LLDP Receive States) – DCBX は LLDP を使用して、 2 つのリ ン
ク  ピアの間のパラ メータを交換します。 DCBX プロ ト コルが正し く動作するた
めに、 LLDP Rx と  Tx の両方を有効にする必要があ り ます。 Rx または Tx のい
ずれかが無効になっている場合、 DCBX は無効です。
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PFC プロパティ領域

注 : PFC はすべての iSCSI アダプタ ポートでサポート されているわけではありません。

 状態 (State) – 「有効 (Enabled)」 は両方向 (Tx と  Rx) のフロー制御が有効になっ
ているこ とを意味します。

 アクティブなプロパティ  (Active Priority)  – PFC を 「Enabled ( 有効 )」に設定し
ているプロパティを リ ス ト します。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 PFC 優先順位はピアによ り設定されてい
ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中、 または機
能の互換方法が失敗した場合にエラーが発生したかど うかを示します。 

NIC プロパティ領域

 状態 (State) – NIC の状態。 有効または無効に設定できます。

 アクティブな優先順位 (Active Priority) – NIC に割り当てられた現在アクティ
ブな優先順位。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、 NIC 優先順位はピアによ り設定されてい
ます。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – NIC エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエ
ラーが発生したかど うかを示します。 

ETS 優先順位グループ プロパティ領域

 状態 (State) –  現在の優先順位グループの状態。 有効または無効に設定できます。

 同期済み (Sync’d) – 「はい」 の場合、優先順位グループはピアによ り設定されて
います。 このパラ メータは設定できません。

 エラー (Error) – エラーの状態。 この機能は、 ピアとの設定の交換中にエラーが
発生したかど うかを示します。 

アクティブなグループ

 PG – 優先順位グループ番号。 これは、 0 ～ 7 の範囲です。

 優先順位(Priorities) – それぞれの優先順位グループに割り当てられた優先順位。
カンマ区切りの形式で表されます。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 特定の優先順位グループに割り当てられた使用可能
な リ ンク帯域幅の割合 （パーセンテージ）。 

 最大設定可能 PG 数 (Max Configurable PGs) – このフ ィールドは選択した 
OneConnect アダプタ ポートで設定できる優先順位グループの最大数を示します。

DCB タブ ボタン

 DCB の設定 (Configure DCB) – ク リ ッ ク して、 DCB パラ メータを設定します。

以下の指示を参照してください。

NIC アダプタ  ポートの DCB を設定するためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、設定する  CEE プロパティーをもつ NIC アダプタ  ポート を選択し
ます。
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2. [DCB] タブを選択します。

3. [DCB の設定 (Configure DCB)」をク リ ッ ク します。[DCB の設定 (Configure DCB)]
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. 該当する設定を行い、 [OK] をク リ ッ ク します。

注: アダプタがサポートするよ り も多い優先順位グループを設定しよ う と した場合、
エラー メ ッセージが表示されます。「最大設定可能 PG (Max Configurable PGs)」
フ ィールドはアダプタがサポートする優先順位グループの数を示します。 

 図 8-48  NIC アダプタ ポートの [DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックス (DCBX 有効 )

[DCB の設定 (Configure DCB)] ダイアログ ボックスのフィールド定義

DCBX 設定領域

 有効 (Enabled) – DCBX を有効または無効に設定できます。 DCBX を有効にする
と、 設定値はスイ ッチが値を提供しない場合のみ使用されます。 DCBX を無効
にする と、 設定値が使用されます。 DCBX の状態の変更は、 ホス トの再起動を
必要と します。

 DCBX モード  (DCBX Mode) – DCBX モードは CEE または CIN に設定できま
す。 DCBX モードへの変更は、 ホス トの再起動を必要と します。

 オペレーティング バージ ョ ン (Operating Version) – DCBX プロ ト コルのオペ
レーティング バージ ョ ン。システムは必要に応じて、両方のリ ンク  パートナー
でサポート されている最上位のバージ ョ ンで動作するよ うに調整します。 この
設定を変更するこ とはできません。
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 最大バージ ョ ン (Maximum Version) – システムでサポート されている  DCBX
プロ ト コルの最上位バージ ョ ン。バージ ョ ン番号はゼロから始ま り ます。DCBX
プロ ト コルはそれ以前のすべてのバージ ョ ンと下位互換性があ り ます。 この設
定を変更するこ とはできません。

LLDP 設定領域

 送信有効化 (Transmit Enabled) – LLDP 送信を有効または無効に設定できます。 

 送信ポートの説明を有効化 (Transmit Port Description Enabled) – 英数字形式で

ポートの説明を提供します。 LAN デバイスが RFC 2863 をサポート している場

合、 値は ifDescr object と等し くな り ます。

 送信システム名の有効化 (Transmit System Name Enabled) – 英数字形式でシス
テムに割り当てられた名前を提供します。 LAN デバイスが RFC 3418 をサポー
ト している場合、 値は sysName object と等し くな り ます。

 受信有効化 (Receive Enabled) – LLDP 受信を有効または無効に設定できます。 
 送信システムの説明を有効化 (Transmit System Description Enabled) – 英数字

形式でネッ ト ワーク構成要素の説明を示します。 これはハードウェアのシステム
名とバージ ョ ン、 オペレーティング システムおよびデバイスによ りサポート さ
れているネッ ト ワーク  ソフ ト ウェアが含まれます。 LAN デバイスが RFC 3418
をサポート している場合、 値は、 sysDescr object と等し くな り ます。

 送信システム機能の有効化 (Transmit System Capabilities Enabled) – デバイス
の主要機能と、 これらの機能がデバイスで有効化されているかど うかを示しま
す。機能は、 2 つのオクテッ トで示されます。 ビッ ト  0 ～ 7 は、 その他、 リ ピー
ター、 ブ リ ッジ、 WLAN AP、 ルーター、 電話、 DOCSIS ケーブル デバイスお
よびステーシ ョ ンをそれぞれ示します。 ビッ ト  8 ～ 15 は保留されます。

PFC 優先順位領域

 アクティブな優先順位 (Active Priorities) – PFC にアクティブである とマーク さ

れた優先順位。

 有効 (Enable) – チェッ ク されている場合、 PFC が有効です。

 設定済みの優先順位 (Configured Priorities) – 設定済みの優先順位ですが、 まだ

有効でない可能性があり ます。最大 2 個の PFC 優先順位チェック  ボッ クスを選択

でき、 そのうち 1 つは iSCSI 優先順位に一致しなければなり ません。 追加の PFC
優先順位はイーサネッ ト  ト ラフ ィ ッ クに使用されます。この追加の PFC 優先順位

は、 他の優先順位のない優先順位グループに割り当てられる必要があり ます。 

ETS 優先順位グループ領域

 アクティブなグループ

 グループ ID (Group ID)  – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 種々の優先順位グループに

割り当てられるさまざまな優先順位。 これは、現在、 アクティブな設定です。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 種々の優先順位グループに割り当てられる帯域幅。

これは、 現在、 アクティブな設定です。
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 設定済みのグループ

 グループ ID (Group ID) – 優先順位グループ ID。

 優先順位メンバーシップ (Priority Membership) – 設定された優先順位メン
バーシップのグループ分け。

 帯域幅 % (Bandwidth %) – 種々の優先順位グループの帯域幅の設定値。

 最大設定可能PG数 (Max Configurable PGs) – 設定可能な優先順位グループ
の最大数。

[DCB の設定 ] ダイアログ ボックスのボタン

 設定ルール (Configuration Rules) – ク リ ッ クする と、 NIC 優先順位を設定するた
めのルールを リ ス トする  [NIC 優先順位 (NIC Priority)] ウ ィンドウを表示します。 

NIC 専用のアダプタポートに対して優先順位グループを設定するときには、以下
のルールに従ってください。

1. 1 つの PFC 優先順位のみを設定できます。

2. この PFC 優先順位は、 他の優先順位を持たない優先順位グループに割り当
てられる必要があ り ます。

3. すべての優先順位グループの帯域幅は、 合計 100% になる必要があ り ます。

 OK – ク リ ッ クによ り、 変更を適用し、 保存します。

 キャンセル (Cancel) – ク リ ッ クによ り、 行った変更を破棄します。

NIC ポート で SR-IOV の有効化および無効化

注 : このセクシ ョ ンは、 サポート対象の SR-IOV オペレーティング システムのプラ ッ
ト フォーム上で OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンを実行している場合
にのみ適用されます。

SR-IOV が使用可能な場合、[NIC ポート情報 (NIC Port Information)] タブ ( 図 8-45) で、
SR-IOV を NIC アダプタ  ポート上で有効にするこ とができます。 SR-IOV が有効化され
る と、 アダプタ  ポートの NIC 物理ファンクシ ョ ン (PF) 上に複数の仮想ファンクシ ョ ン
(VFs) を作成可能にな り ます。 これらの VF は Microsoft Hyper-V や Linux KVM など
の仮想オペレーティング システムによって仮想マシン (VMs) に割り当てられます。 各
VM は、 VM 上で実行しているゲス ト  オペレーティング システムによって、 1 つまた
は複数の VF に割り当て可能です。 ゲス ト  オペレーティング システムに対して、 VF は
独立した NIC ファンクシ ョ ンとな り、独自の MAC アドレスを持ち、ネッ ト ワーク  I/O
で利用可能です。 

検出ツ リーは、検出された PF 上で実行している  VF を表示します。 また、選択した VF
の MAC アドレス  (MAC Address)、 VLAN ID、 リ ンク  ステータス  (Link Status)、 およ
び送信速度 (Transmit Rate) も表示します。

SR-IOV を有効化または無効化する手順は、 次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ 仮想ポート  (Virtual Ports)] 表示を選択します。

注: [仮想ポート  (Virtual Ports)] ビューで、 NIC ポートは FCoE アダプタでのみ表

示されます。 iSCSI または NIC 専用アダプタには表示されません。

2. 検出ツ リーの NIC 専用アダプタを選択します。
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3. [ ポート情報 (Port Information)] タブを選択します。

4. [SR-IOV の有効化 (Enable SR-IOV)] をオンまたはオフにします。 

 図 8-49  NIC VF を選択した [ ポート情報 (Port Information)] ダイアログ ボックス

ベース ホストのオペレーティング システムからのゲスト オペレー
ティング システムの検出および管理

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンがゲス ト  オペレーティング システムにイン
ス トールされている場合は、 ホス ト  オペレーテ ィ ング システム上で実行されている
OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンによって、 ゲス ト  オペレーティング システ
ムと  VF が検出されます。 ゲス ト  オペレーティング システムのホス トは、 検出ツ リー
にリモート  ホス ト と して表示されます。

 図 8-50  ゲスト ホストの検出後のベース ホスト オペレーティング システム上で実行している 
OneCommand Manager アプリケーション
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検出されたゲス ト  オペレーティング システムの NIC は、 図 8-51 で示されているよ う
に、 ベース  ホス ト  オペレーティング システム内の VF の 1 つと適合します。 

検出ツ リー内のベース  オペレーティング システム ホス トの VF を選択し、[ポート情報
(Port Information)] タブを表示します。 タブに表示された情報の一部は、 ゲス ト  オペ
レーテ ィ ング システム上で実行している  OneCommand Manager リ モー ト管理エー
ジェン トから取得されます。 

 図 8-51  ゲスト オペレーティング システム上で検出された NIC の選択された VF のポート情報を表示す

るタブ

ポート情報フィールドの定義

 MAC アドレス  (MAC Address) – ポートに現在、 割り当てられている  NIC 
MAC アドレス。

 VLAN ID – NIC ポートで使用される  VLAN 識別子。

 送信速度 (Transmit Rate) – ポート を介してデータが送信される速度 (Mbs)

ゲスト ホスト情報領域

注 : 次のフ ィールドは、 この VF で実行しているゲス ト  オペレーティング システムに
OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンがインス トールされている場合、 および
ベース ホス ト  オペレーテ ィ ング システム上で実行している  OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ンによって、 （TCP/IP 上で） ゲス ト  ホス トが検出され
た状態の場合にのみ、 使用可能です。 「TCP/IP アクセス  プロ ト コルを使用した
検出」 (47 ページ ) を参照。
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 オペレーティング システム (Operating System) – 選択したホス トにインス トー

ルされたオペレーティング システムとバージ ョ ン。   

 ド ラ イバ名 (Driver Name) – NIC ド ラ イバ ファ イル名。

 ド ラ イバ バージ ョ ン (Driver Version) – NIC ド ラ イバのバージ ョ ン。

 IPv4 アドレス  (IPv4 Address) – NIC ポートの IPv4 アドレス。

 サブネッ ト  マスク  (Subnet Mask) – NIC ポートのサブネッ ト  マスク。

 ゲート ウェイ  アドレス  (Gateway Address) – NIC イニシエーター ゲート ウェ

イ  アドレス。

ゲスト オペレーティング システム上での OneCommand Manager 
アプリケーションの実行

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンが、 VM のゲス ト  オペレーティング システ

ムにインス トールされていて実行されている場合は、ローカルのみ/読み取り専用モー

ドで実行されます。 このため、 アダプタ と  NIC ポート を含んでいるゲス ト  ホス トのみ

が、 検出ツ リーに表示されます。 NIC プロパティのアクテ ィブ管理は使用できないた

め、ゲス ト  オペレーティング システム上で実行している  OneCommand Manager がゲ

ス ト  オペレーティング システムから、 ホス ト  オペレーティング システムまたは他の

ゲス ト  オペレーティング システムに悪影響をおよぼす可能性がある、 ファームウェア

のダウンロード、 診断、 DCB の変更といった操作の実行を防げます。 ホス ト  オペレー

ティ ング システムに対する リモート  アクセスを防ぐこ とによって、 ゲス ト  オペレー

ティング システムがアダプタの操作に影響するこ とが無くな り ます。 
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理

OneConnect アダプタ
164
NIC PCI レジスターの表示

[NIC PCI レジスター (NIC PCI Registers)] タブはベース  PCI レジスタを表示します。

FC PCI レジスター情報については、 205 ページの 「PCI レジスターの表示」 を参照して

ください。 

 図 8-52  [NIC PCI レジスター (NIC PCI Registers)] タブ

NIC PCI レジスターを表示する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 表示する  PCI 情報をもつ NIC ファンクシ ョ ンを選択します。

2. [NIC PCI レジスター (NIC PCI Registers)] タブを選択します。

OneConnect アダプタ

OneConnect アダプタ情報の表示

検出ツ リーから  OneConnect アダプタを選択すると、 [アダプタ情報 (Adapter Information)]
タブには選択した OneConnect アダプタに関連する一般的な属性が含まれます。 この

タブを使用して、 ラ イセンスを表示した り、 有効にするこ と もできます。 詳細につい
ては、 169 ページの 「OneConnect アダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参

照してください。   
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OneConnect アダプタ情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの OneConnect アダプタを選択します。 

 図 8-53  [iSCSI アダプタ情報 (iSCSI Adapter Information)] タブ

OneConnect アダプタ情報フィールドの定義

 モデル (Model) – 選択されたアダプタのモデル。

 シ リ アル番号 (Serial Number) – 選択したアダプタのシ リ アル番号。

 アクティブなファームウェア バージ ョ ン (Active Firmware Version) – 選択した
アダプタで実行中のファームウェアのバージ ョ ン。

 ファームウェアの状態 (Firmware State) – ファームウェアの状態。

 BIOS バージ ョ ン (BIOS Version) – 使用中の BIOS のバージ ョ ン。

 HW バージョ ン (HW Version) – 選択したアダプタのハードウェアのバージョ ン。

 NCSI バージ ョ ン (NCSI Version) – Network Controller Sideband Interface の
バージ ョ ン。

 IPL ファ イル名 (IPL File Name) – 現在ロード されている  IPL (Initial Program
Load) ファ イルの名前。

 PCI Express リ ンク速度 (PCI Express Link Speed) – アダプタが実行中の PCI バ
スの速度。
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 PCI エクスプレス  バス幅 (PCI Express Bus Width) – アダプタが実行中のスロ ッ
トのレーンの数。

 アダプタ温度(Adapter Temperature) – アダプタの温度が利用できない場合は、
「Not Supported (サポート されていません)」 と表示されます。 アダプタによ り
サポート されている場合、 このフ ィールドにはアダプタの温度と以下の温度に
関連するステータス  メ ッセージが表示されます。

 Normal (正常):アダプタの温度は正常な動作範囲内です。

 Warning (警告) :アダプタの温度は正常な動作範囲を超えています。 温度が
上昇し続ける場合、アダプタはシャ ッ ト ダウンします。温度の問題の原因を
判断し、 直ちに修正が必要です。 システムの冷却に問題がないかど う か
チェッ ク して ください。システムの冷却の問題の一般的な原因はエアフ ィル
タの詰ま り、ファンの故障やエアコンの問題が考えられ、高い周囲気温を発
生させます。

 Exceeds operational range (動作範囲を超えています) : 温度が過度な限界に
達しています。動作を再開する前に、温度の問題の原因を判断し、修正する
こ とが必要です。システムの冷却に問題がないかど うかチェッ ク して くださ
い。システムの冷却の問題の一般的な原因はエアフ ィルタの詰ま り、ファン
の故障やエアコンの問題が考えられ、 高い周囲気温を発生させます。

システムの過熱の問題が解決し、アダプタがクールダウンしたら、システムを
再起動するか、 システムがホッ ト  スワ ップをサポートする場合は、 アダプ
タ  スロ ッ トの電源を一旦切って入れなおしてください。   

パーソナリティ領域

 現在 (Current) – このアダプタで使用される現在のパーソナリティ。

 リブート後 (After Reboot)

 FCoE – チェッ ク して、 FCoE パーソナリティを選択します。 

 iSCSI – チェッ ク して iSCSI パーソナリティ を選択します。

 NIC 専用 (NIC Only) – チェッ クしてNIC 専用のパーソナリティを選択します。

注: 一部のパーソナリティは、 パーソナリティがアダプタで使用できなければ、
無効になり ます。

  [適用 (Apply)]  ボタン– ク リ ッ ク して、選択したパーソナリティを適用します。

選択を有効にするためには、 システムを再起動する必要があ り ます。

ライセンス機能領域

 [ ライセンス機能の表示 (Show License Features)] ボタン – ク リ ッ クして、利用可

能なライセンスを表示します。 詳細については、 169 ページの 「OneConnect ア
ダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参照してください。

 [ライセンス機能のインス トール (Install License Features)] ボタン – ク リ ッ クして、

ラ イセンスをインス トールします。詳細については、169 ページの「OneConnect
アダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参照してください。
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ASIC 情報の表示

検出ツ リーから  OneConnect マルチ ASIC アダプタを選択する と、 [ASIC 情報 (ASIC
Information)] タブには選択した ASIC に関連する一般的な属性が含まれます。 このタ

ブを使用して、 ラ イセンスを表示した り、 有効にするこ と もできます。 詳細について
は、 169 ページの 「OneConnect アダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参照

してください。   

ASIC 情報を表示する手順は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの OneConnect の 4 ポート  アダプタ  ASIC を選択します。 

 図 8-54  [ASIC 情報 (ASIC Information)] タブ

ASIC 情報フィールドの定義

 モデル (Model) – 選択されたアダプタのモデル。

 シ リ アル番号 (Serial Number) – 選択したアダプタのシ リ アル番号。

 アクティブなファームウェア バージ ョ ン (Active Firmware Version) – 選択した
アダプタで実行中のファームウェアのバージ ョ ン。

 ファームウェアの状態 (Firmware State) – ファームウェアの状態。

 BIOS バージ ョ ン (BIOS Version ) – 使用中の BIOS のバージ ョ ン。

 HW バージ ョ ン (HW Version) –選択したアダプタのハードウェアのバージ ョ ン。

 NCSI バージ ョ ン (NCSI Version) – Network Controller Sideband Interface の
バージ ョ ン。

 IPL ファ イル名 (IPL File Name) – 現在ロード されている  IPL (Initial Program
Load) ファ イルの名前。

 PCI Express リ ンク速度 (PCI Express Link Speed) – アダプタが実行中の PCI バ
スの速度。
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 PCI エクスプレス  バス幅 (PCI Express Bus Width) – アダプタが実行中のスロ ッ
トのレーンの数。

 アダプタ温度(Adapter Temperature) – アダプタの温度が利用できない場合は、
「Not Supported (サポート されていません)」 と表示されます。 アダプタによ り
サポート されている場合、 このフ ィールドにはアダプタの温度と以下の温度に
関連するステータス  メ ッセージが表示されます。

 Normal (正常):アダプタの温度は正常な動作範囲内です。

 Exceeded operational range – Critical (動作範囲を超えています – 重大):アダプ
タの温度は正常な動作範囲を超えています。温度が上昇し続ける場合、アダ
プタはシャ ッ ト ダウンします。温度の問題の原因を判断し、直ちに修正が必
要です。システムの冷却に問題がないかど うかチェッ ク して ください。シス
テムの冷却の問題の一般的な原因はエアフ ィルタの詰ま り、ファンの故障や
エアコンの問題が考えられ、 高い周囲気温を発生させます。

 Exceeded operational range: 温度が過度な限界に達しています。 動作を再開
する前に温度の問題の原因を判断し、修正するこ とが必要です。システムの
冷却に問題がないかど うかチェッ ク して ください。システムの冷却の問題の
一般的な原因はエアフ ィルタの詰ま り、ファンの故障やエアコンの問題が考
えられ、 高い周囲気温を発生させます。

 システムの過熱の問題が解決し、アダプタがクールダウンしたら、システムを
再起動するか、 システムがホッ ト  スワ ップをサポートする場合は、 アダプ
タ  スロ ッ トの電源を一旦切って入れなおしてください。 

パーソナリティ領域

 現在 (Current) – このアダプタで使用される現在のパーソナリティ。

 リブート後 (After Reboot)
 FCoE – チェッ ク して、 FCoE パーソナリティを選択します。 
 iSCSI – チェッ ク して、 iSCSI パーソナリティを選択します。

 NIC 専用 (NIC Only) – チェックして NIC 専用のパーソナリティを選択します。

注: 一部のパーソナリティは、 パーソナリティがアダプタで使用できなければ、
無効になり ます。

  [ 適用 (Apply)] ボタン – ク リ ッ ク して、選択したパーソナリティを適用します。

選択を有効にするためには、 システムを再起動する必要があ り ます。

ライセンス機能領域

 [ライセンス機能の表示 (Show License Features)] ボタン – ク リ ッ クして、選択可能

なライセンスを表示します。 詳細については、 169 ページの 「OneConnect アダ

プタのライセンスの表示と インス トール」 を参照してください。

 [ライセンス機能のインス トール (Install License Features)] ボタン – ク リ ックして、

ラ イセンスをインス トールします。詳細については、169 ページの「OneConnect
アダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参照してください。
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OneConnect マルチ ASIC アダプタ情報の表示

検出ツ リ ーから  OneConnect マルチ ASIC アダプタ を選択する と、 [ アダプタ情報

(Adapter Information)] タブには選択したデュアル ASIC 4 ポートの OneConnect アダ

プタに関連する一般的な属性が含まれます。

OneConnect マルチ ASIC アダプタを表示する手順は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの OneConnect マルチ ASIC アダプタを選択します。 

 図 8-55  OneConnect マルチ ASIC アダプタ情報

OneConnect マルチ ASIC アダプタ情報フィールドの定義

 モデル (Model) – 選択されたアダプタのモデル。

 シ リ アル番号 (Serial Number) – 選択したアダプタのシ リ アル番号。

 HW バージョ ン (HW Version) – 選択したアダプタのハードウェアのバージョ ン。

 ASICs – 選択したアダプタ上の ASIC の数。

OneConnect アダプタのライセンスの表示とインストール

OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 使用可能なラ イセンスを表示し、 ラ イ
センスをインス トールして、 アダプタを 「再配線 (re-wire)」 する こ とな く、 FCoE や
iSCSI パーソナ リ テ ィなどの機能を OneConnect アダプタで使用可能にする こ とがで
きます。
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[アダプタ情報 (Adapter Information)] タブを使用して、OneConnect アダプタで使用可

能なライセンスを表示し、 ラ イセンスをインス トールするこ とができます。

 図 8-56  [OneConnect アダプタ情報 (OneConnect Adapter Information)] タブ 

ライセンスの表示

OneConnect アダプタに使用可能なライセンスを表示する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 表示するライセンスをもつ OneConnect アダプタを選択します。

[アダプタ情報 (Adapter Information)] タブが表示されます。

2. [アダプタ情報 (Adapter Information)] タブで、 [ラ イセンス機能の表示 (Show
License Features)] をク リ ッ ク します。 [ ライセンス機能 (License Features)] ウ ィン

ド ウが表示されます。 [有効 (Enabled)] 列に 「X」 がある場合、 この機能がそのアダ

プタにライセンスされており、 有効であるこ とを示します。

注: 空の機能リ ス トは、 アダプタにライセンス可能な機能がないこ とを示します。
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 図 8-57  [ ライセンスされた機能 (Licensed Features)] ウィンドウ

ライセンスのインストール

OneConnect アダプタのライセンスをインス トールする方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 インス トールするライセンスをもつ OneConnect アダプタを選択

します。 [アダプタ情報 (Adapter Information)]タブが表示されます。

2. [アダプタ情報 (Adapter Information)] タブで、[機能ライセンスのインス トール (Install
Feature Licenses)] を ク リ ッ ク し ます。 [機能ラ イセンスのインス ト ール (Install
Feature Licenses)] ダイアログ ボッ クスは、 AdapterID を表示します。 

 図 8-58  [ 機能ライセンスのインストール (Install Feature Licenses)] ダイアログ ボックス
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3. Entitlement Code といっし ょに受け取った指示に従って、 ライセンスのウェブサイ
トに進み、 AdapterID と  Entitlement Code を入力してください。

注: [ク リ ップボードにコピー (Copy to Clipboard)] ボタンによ り、 AdapterID をク
リ ッ プボード にコ ピーし、 フ ァ イルまたはラ イセン ス  Web サイ ト の
AdapterID フ ィールドに貼り付けるこ とができます。

4. Adapter ID と  Entitlement Code が正常に検証されたら、 1 つまたは複数の有効化
キーをもつライセンス  キー ファ イルをダウンロード します。

5. [ 機能ライセンスのインス トール (Install Feature Licenses)] ダイアログ ボックスを使用
して、 ライセンス キーファイルのの名前を入力するか、 ファイル ブラウザーで [ 参照
(Browse)] をク リ ッ ク して、 ファ イルを検索し、 [OK] をク リ ッ ク します。

6. ラ イセンスをインス トールするこ とを確認するダイアログ ボッ クスが表示されま
す。 [OK] をク リ ッ ク します。 

7. インス トールが正常に行われたか、 または、 失敗した理由を通知するダイアログ
ボッ クスが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク します。

OneConnect アダプタのパーソナリティの変更

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンは、OneCommand アダプタで実行中のパー
ソナリティ またはプロ ト コルの変更を可能にします。

アダプタのパーソナリティを変更し、ホス ト を再起動する と き、アダプタは新しいパー
ソナリティ またはプロ ト コルの実行を開始します。OneConnect アダプタが現在実行し
ているパーソナリティは、 NIC 専用、 NIC + FCoE、 および NIC + iSCSI です。 場合に
よっては、 アダプタは複数のパーソナリ テ ィ をサポートするために、 事前設定されて
います。その他の場合、アダプタが複数のパーソナリティをサポートするためには、そ
の前にライセンス  キーをインス トールしておかなければなり ません。詳細については、
169 ページの 「OneConnect アダプタのライセンスの表示と インス トール」 を参照して
ください。

注 : 3 種類のパーソナリティは常に、 1 つのアダプタで使用できる とは限り ません。た
とえば、 NIC + FCoE アダプタは NIC 専用または NIC + iSCSI アダプタに変更す
るこ とができますが、iSCSI アダプタは NIC + FCoE アダプタに変更できない場合
があ り ます。

[アダプタ情報 (Adapter Information)] タブを使用して、 パーソナリ ティの変更を行い

ます。
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 図 8-59  [OneConnect アダプタ情報 (OneConnect Adapter Information)] タブ

OneConnect アダプタのパーソナリティを変更するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、変更するパーソナリティをもつ OneConnect アダプタを選択しま
す。 [アダプタ情報 (Adapter Information)] タブが表示されます。

2. [アダプタ情報 (Adapter Information)] タブの [パーソナリティ  (Personarity)] 領域
から、 希望のパーソナリティ  タイプを選択し、 [適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。

注: アダプタが複数のパーソナリティをサポート しない場合、パーソナリティ  コン ト
ロールが表示されません。また、アダプタがコン ト ロールが無効の特定のパー
ソナリティ  タイプをサポート しない場合、 パーソナリティ  コン ト ロールが表
示されません。

3. パーソナリティ を適用するためにシステムを再起動します。

OneConnect ファームウェア情報の表示

LightPulse アダプタ と異なり、OneConnect アダプタ  ファームウェアはポート指定ベー
スではな く、 アダプタ指定で維持されます。 選択したアダプタに対し、 ファームウェ
アをダウンロード した り、 診断ダンプを作成するにはこのタブを使用します。

OneConnect ファームウェア情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。
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注: iSCSI と  NIC 専用アダプタは、 ファブ リ ッ クビューに表示されません。

2. 検出ツ リーの OneConnect アダプタを選択します。

3. [ファームウェア (Firmware)] タブを選択します。 

 図 8-60  [OneConnect ファームウェア (OneConnect Firmware)] タブ 

ファームウェア タブ フィールドの定義

 アクティブなファームウェア バージ ョ ン (Active Firmware Version) – アダプタ
で現在使用されているファームウェア バージ ョ ン。

 フラ ッシュ  ファームウェア バージョ ン (Flash Firmware Version) – アダプタで現
在使用されているフラ ッシュ  ファームウェア バージ ョ ン。

 BIOS バージョン (BIOS Version ) – アダプタで現在使用されている BIOS バージョン。

ブート コード バージョン領域 

 スタート アップ ブート  コード (Startup-up Boot Code) – アダプタによ り現在使用
されているブート  コード  バージ ョ ン。

注: アダプタをブートするコードのバージ ョ ンです。 FC、 iSCSI、 または PXE
ブート  コード  バージ ョ ンとは関係あ り ません。

 FCoE ユニバーサル (FCoE Universal) – 3 つのシステム固有の FCoE ブート イ メー

ジ (Open Boot、 x86、 EFI 2.0) を含む複合フラ ッシュ  イ メージです。

 FCoE x86 BIOS – FCoE 専用の x86 ブート を含む単一フラ ッシュ  イ メージ。

 FCoE EFI – FCoE 専用の EFI を含む単一フラ ッシュ  イ メージ。

 FCoE FCODE – FCoE 専用の Open Boot FCode を含む単一フラッシュ  イ メージ。

 UEFI BIOS – 2 つのブート  イ メージ (UEFI NIC および UEFI Open Boot FCode) を
含む複合フラ ッシュ  イ メージ。

 UEFI NIC – NIC 用 UEFI および PXE Boot を含む単一フラ ッシュ  イ メージ。
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 UEFI FCODE – NIC 専用の Fcode を含む単一フラ ッシュ  イ メージ。

 UEFI iSCSI – iSCSI 専用の UEFI を含む単一フラ ッシュ  イ メージ。

ファームウェア タブのボタン ( 読み取り専用モードでは使用できません。)

 ファームウェアのダウンロード (Download Firmware) – ク リ ッ ク して選択した
アダプタのファームウェアをアップデート します。詳細については、 187 ページ
の 「アダプタ  ファームウェアの更新」 を参照してください。 

 診断ダンプ (Diagnostic Dump) – ク リ ッ クして選択したアダプタの診断ダンプを
作成します。 詳細については、 219 ページの 「診断ダンプの作成」 を参照して
ください。

OneConnect 物理ポート情報の表示

[ 物理ポート情報 (Physical Port Information)] タブは、物理ポートの PCI ファンクシ ョ ン

と現在の物理ポートのステータスの概要を含みます。 

OneConnect OCe11100 シ リーズ アダプタは、 インターフェイスのタイプ、設定された

速度、 DAC ケーブルの長さなどの追加の物理ポートのステータス情報も表示します。

ポート速度や DAC ケーブルの長さを設定可能です。 詳細については、 「ポート速度お

よび DAC ケーブルの長さの設定 (OneConnect OCe11102 シ リーズ アダプタのみ )」
(177 ページ ) を参照 して ください。

また、物理ポート を有効化または無効化できます。詳細については、149 ページの「iSCSI
ポート  イニシエーター ログイン オプシ ョ ンの設定」 を参照してください。

物理ポート情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーの OneConnect アダプタ  ポート を選択します。
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3. [物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブを選択します。 

 図 8-61  [ 物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブ (OCE11102 アダプタ ポートを選択 )

OneConnect 物理ポートの有効化 / 無効化 

[物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブを使用して、物理ポート を有効または無効に
設定できます。 物理ポート を無効化する と、 iSCSI や NIC など、 そのポートのすべて
の機能を無効化するこ とにな り ます。 無効に設定されたポートは、検出ツ リーでは黒色
のポート  アイコンで示されます。

注: OneConnect 物理ポートの有効化/無効化は CIM インターフェイスではサポート
されません。

注: PXE ブートが有効化された場合、 または iSCSI ターゲッ ト  セッシ ョ ンがブート
セッシ ョ ンである場合には、 ポート を無効化できません。

物理ポートの有効化または無効化を行うには、 以下を実行してください。

1. 検出ツ リーで、 有効化または無効化する物理ポート を選択します。

2. [物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブを選択します。

3. [ポートの有効化 (Enable Port)] または [ポートの無効化 (Disable Port)] をク リ ッ ク

します。
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ポート速度および DAC ケーブルの長さの設定 (OneConnect 
OCe11102 シリーズ アダプタのみ )

[物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブでは、 OneConnect OCe11102 シ リーズ アダ

プタのポート速度および DAC ケーブルの長さの設定が可能です。

OneConnect OCe11102 シ リーズ アダプタのポート速度の設定手順は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 変更する速度を持つ OneConnect OCe11102 シ リーズ アダプタ

ポート を選択します。

2. [物理ポート情報 (Physical Port Info)] タブの [速度の設定(Set Speed)] をク リ ッ ク

します。 [ポート速度の変更 (Change Port Speed)] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

 図 8-62  [ ポート速度の変更 (Change Port Speed)] ダイアログ ボックス (Force モード /10Gb の速度

を選択 )

3. 希望のモード とポート速度を設定します。 

4. モードを 「Force」 に設定し、 速度を 「10 Gb SFP+」 に設定する場合、 DAC ケーブル

の長さを設定する必要があ り ます。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

PHY データの表示 (OneConnect 10GBASE-T シリーズ アダプ

タのみ )
[PHY データ  (PHY Data)] タブは、 OneConnect 10GBASE-T アダプタ  ポートのプロ ト

コルとパーソナリティに依存しないポート  レベルの操作パラ メータ、 エラー率、 カウン

ターを表示します。

注 : PHY データは CIM インターフェイスではサポート されません。

OneConnect 10GBASE-T アダプタ  ポート  PHY 情報を表示する手順は次のとおりです。

1. [ホス ト  (Host)] または [ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

注: iSCSI と  NIC 専用アダプタは、 ファブ リ ッ クビューに表示されません。
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2. 検出ツ リーで、 表示する  PHY 情報をもつ OneConnect 10GBASE-T アダプタ  ポー

ト を選択します。

3. [PHY データ  (PHY Data)] タブを選択します。 

 図 8-63  [PHY データ (PHY Data)] タブ

PHY データ フィールドの定義

操作属性領域

 ペア A/B/C/D SNR マージン (Pair A/B/C/D Signal-to-Noise (SNR) Margin) –
ツイス トペア A、 B、 C、 D に対する  CNA の MDI インターフェイス平均 SNR
マージンを表示します。

エラー率領域

 低密度パリティ  チェッ ク  (LDPC) フレーム エラー – LDPC カウンターは、修正

できない CNA の MDI インターフェイスによ り受信した LDPC フレームの数を

ト ラ ッキングします。 このカウンターは、MDI リ ンク  ダウン時に自動ク リ アし

ます。

 ペア A/B/C/D 平均平方エラー (Pair A/B/C/D Mean Squared Error) (MSE) –
ツイス ト  ペア A、 B、 C、 D の送信済みコード  ワードに関連した CMA の MDI
インターフェイス平均平方エラーを表示します。
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カウンター領域

 MDI PLL イベン ト  (MDI PLL Events) – MDI PLL イベン ト  カウンターは、CNA
の通常操作に影響するイベン ト を ト ラ ッキングします。このカウンターは、MDI
リ ンク  ダウン時に自動ク リ アします。

 10G EMI イベン ト  (10G EMI Events) – 10G EMI イベン ト  カウンターは、 CNA
の MDI 信号によ り検出されたシングルトーン干渉の数を ト ラ ッキングします。

このカウンターは、MDI リ ンク  ダウン時の値を保持し、次のリ ンクの開始時に

自動ク リ アします。

 PHY フレーム数 (PHY Frames) – MDI リ ンクが確立されてから送受信した PHY
フレームのカウン ト数。 このカウンターは、 MDI リ ンク  ダウン時の値を保持

し、 次のリ ンクの開始時に自動ク リ アします。

OneConnect トランシーバー情報の表示

検出ツ リーから  OneConnect アダプタ  ポート を選択する と、 [ ト ランシーバー データ

(Transceiver Data)] タブで、ベンダー名、 シ リ アル番号、パーツ番号などの ト ランシー

バー情報を表示できます。 アダプタ / ト ランシーバーがト ランシーバー データの一部

またはすべてをサポート しない場合、 フ ィールドは N/A を表示します。

OneConnect ト ランシーバー情報を表示する方法は次のとおりです。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

注: iSCSI と  NIC 専用アダプタは、 ファブ リ ッ クビューに表示されません。

2. 検出ツ リーから、表示する ト ランシーバー情報をもつ OneConnect アダプタ  ポート

を選択します。
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3. [ ト ランシーバー データ  (Transceiver Data)] タブを選択します。

 図 8-64  [OneConnect トランシーバー データ (OneConnect Transceiver Data)] タブ

トランシーバー データ フィールドの定義

モジュール属性領域

 ベンダー (Vendor) – ベンダーの名前。

 識別子/ タイプ (Identifier/Type) – シリアル情報によ り記載される物理デバイス
を指定する識別子の値。

 拡張識別子情報 (Ext. Identifier) – ト ランシーバーに関する追加情報。

 コネクター (Connector) – メディア インターフェイス と して提供される外部光
学または電気ケーブル。

 波長 (Wavelength) – 室温での定格送信機出力波長。

 OUI –  ベンダーの組織固有識別子。 ベンダーの IEEE 企業識別子と して知られ
ます。

 日付 (Date) – ベンダーの日付コード  (MM/DD/YY 形式)。
 シ リ アル番号 (Serial Number) – ベンダーによ り提供されたシ リ アル番号。

 パーツ番号 (Part Number) – SFP ベンダーによ り提供されたパーツ番号。

 リ ビジ ョ ン (Revision) – ベンダーのリ ビジ ョ ン レベル。
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



8. アダプタとポートの管理

OneConnect アダプタ
181
診断データ領域

 温度 (Temperature) – 内部で測定されたモジュール温度。

 供給電圧 (Supply Voltage) – ト ランシーバーで内部測定された供給電圧。

 送信バイアス電流 (TX Bias Current) – 内部で測定された送信バイアス電流。

 送信出力電力 (TX Output Power) – 測定された送信出力電力。

 受信入力電力 (RX Input Power) – 測定された受信入力電力。
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9. FC-SP DHCHAP 認証の使用 (Windows、
Linux 8.2、および Solaris)         

[DHCHAP] タブを使用して、FC-SP DHCHAP (Diffie-Hellmann Challenge Handshake
Authentication Protocol) を表示し、 設定します。 アダプタをスイ ッチに対し認証でき
ます。

注 : FC-SP DHCHAP 認証の使用時に適用される注記事項は次のとおりです。

 DHCHAP は仮想ポートではなく、 物理ポートに対してのみ使用できます。

 DHCHAP は COMSTAR ポートでサポート されていません。

 DHCHAP は RHEL6+ および SLES11-SP1+ ではサポート されていません。

 DHCHAP は OneConnect アダプタでサポート されていません。

DHCHAP がアクティブ化され設定される と、[ 認証の開始 (Initiate Authentication)] ボ
タンをク リ ッ クするか、 スイ ッチに対して FC-SP 標準を通じてファブ リ ッ ク  ログイン
(FLOGI) 時間を誘発するこ とによ り、アダプタごとに手動で認証を開始します。FLOGI
は、 スイ ッチとアダプタ間のリ ンクのダウン ・ アップによ り発生する場合があ り ます。
( 読み取り専用モードでは使用できません。 )

認証は、 ド ラ イバ レベルで有効に設定される必要があ り ます。 認証は、 デフォルトで
無効に設定されます。 [ ド ラ イバ パラ メータ  (Driver Parameters)] タブを使用して
DHCHAP を有効にする ためには、 以下のパラ メ ータの 1 つを有効にし ます。
enable-auth (Windows の場合 )、 enable-auth (Solaris)、 または enable-auth (Linux 8.2
の場合 )。

注 : 認証ド ライバ パラ メータは、ローカル ホス トでのみ使用できます。OneCommand
Manager アプ リ ケーシ ョ ン GUI は、 リ モート ホス ト に対する このド ラ イバパラ
メータを表示しません。

Linux の考察事項

アダプタ  ホス ト  ポー ト と DHCHAP を使用している フ ァブ リ ッ ク  F_Port の間で
FC-SP/ 認証をアクティブ化するためには、 ド ラ イバ設定ファイル内で DHCHAP 関連
のド ライバ プロパティを変更する必要があ り ます。

Linux バージ ョ ン 8.2.0.x の Emulex ド ラ イバは、MD5 と  SHA-1 ハッシュ機能をサポー
ト し、 以下の DH グループをサポート します。 ヌル、 1024、 1280、 1536、 および 2048。

注 : このバージ ョ ンのド ラ イバは、N-Port to F-Port 認証のみをサポート し、N-Port to
N-Port 認証はサポート しません。

認証の有効化
認証の有効化は 2 段階のプロセスです。認証を有効化するためには、以下を実行します。

 fcauthd デーモンを実行しておく必要があ り ます。

 lpfc_enable_auth モジュール パラ メータを有効に設定しておく必要があり ます。
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lpfc_enable_auth モジュール パラメータ

lpfc_enable_auth モジュール パラ メータを使用して、 認証サポート を有効または無効に
します。 このモジュール パラ メータによ り、 ド ライバのロード時に、 システムのすべて
の Emulex アダプタで認証を有効または無効に設定されます。あるいは、ド ライバのロー
ド後に、 各ポート  ( 物理および仮想 ) に対する認証の有効または無効を動的に設定する
こ とができます。lpfc-enable-auth モジュール パラ メータのデフォルト設定は Disabled
( 無効 ) です。

fcauthd デーモン

Emulex LPFC ド ラ イバは、 fcauthd デーモンがその認証タスクを実行するこ とを要求
します。認証を有効にするためには、 このデーモンを実行しておく必要があ り ます。認
証を有効化してド ライバをロードする場合、 fcauthd デーモンはド ライバのロード前に
実行しておく こ とが必要です。 デーモンが実行中でない場合、 ド ラ イバは認証の有効
化から始めますが、 すべてのポートがエラー状態にな り ます。 デーモンが開始された
きには、 ド ラ イバはデーモンを検出し、 ド ラ イバが認証を実行できるよ う アダプタを
リセッ トする必要があ り ます。 デーモンが実行中の場合にテス トするためには、 デー
モンを開始するか、 デーモンを停止し、 /etc/init.d/fcauthd スク リプ ト を使用する必
要があ り ます。 このス ク リ プ トは標準のデーモン パラ メータを受け付けます。 start、
stop、 reload、 status、 restart、 condrestart です。 
スク リプ ト構文は、 /etc/init.d/fcauthd < パラ メータ > です。

注 : 8.2.0.X ド ライバは fcauthd デーモンに直接接続します。ド ライバをロード解除する
ためには、 最初に fcauthd デーモンを停止する必要があ り ます。 これは netlink 接
続を閉じ、 LPFC ド ラ イバをロード解除できます。 

fcauthd デーモン パラメータ

fcauthd デーモンは以下のパラ メータをサポート します。

 start – fcauthd デーモンを開始するために、 fcauthd スク リプ トに start コマン
ド を渡します。 このコマン ドはメモ リーにデーモンをロード し、 ド ラ イバに
netlink 接続を開き、 LPFC ド ラ イバによ り使用される メモ リーに認証設定デー
タベースを読み込みます。

 stop – fcauthd デーモンを停止するために、fcauthd スク リプ トに stop コマンド
を渡します。 このコマンドは fcauthd デーモンと  LPFC ド ラ イバの間の netlink
接続を停止し、 fcauthd デーモンを停止します。

 reload – reload コマンドは認証設定データベースをメモリーに再ロード します。
データベースが別のアプ リ ケーシ ョ ン (OneCommand Manager アプ リ ケー
シ ョ ン ) またはユーザーによ り変更されるたびに、 行われます。 データベースが
変更された場合、 新しい設定情報は fcauthd がデータベースを再ロードするま
で使用されません。

 status – このコマンドは fcauthd デーモンの現在の状態を示すために使用され
ます。 ステータスは実行中または停止のいずれかでなければなり ません。

 restart – restart コマンドは停止してから開始します。

 condrestart – 条件付きの restart コマンドは、 fcauthd デーモンの状態をチェッ
ク し ます。 実行中の場合、 それは stop の後で start コマン ド を発行し ます。
fcauthd デーモンが実行中でない場合、 何も起こ り ません。
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[DHCHAP] タブ

[DHCHAP] タブでは、 認証を設定できます。   

 図 9-1  [DHCHAP] タブ 

[DHCHAP] タブのフィールドの定義

 ソース  (Source) – アダプタ  ポートの WWPN。

 宛先 (Destination) – ファブ リ ッ ク  ( スイ ッチ )。

設定領域

 モード  (Mode) – 操作のモード。 次の 3 つのモードがあり ます。 有効 (Enabled)、
パッシブ (Passive)、 無効 (Disabled)。
 有効 (Enabled) – アダプタは、FLOGI をスイッチに対して発行した後で、認証を

開始します。接続デバイスが DHCHAP 認証をサポート しない場合、ソフ ト
ウェアは残りの初期化シーケンスを引き続き続行します。

 パッシブ (Passive) – アダプタは認証を開始しませんが、 接続デバイスが認
証要求を開始する場合、 認証プロセスに参加します。

 無効 (Disabled) – アダプタは認証を開始しせず、 接続デバイスによ り開始さ

れた場合も認証プロセスに参加しません。 これがデフォルト  モードです。
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 タイムアウ ト  (Timeout) – DHCHAP プロ ト コル交換中に、スイ ッチが指定され

た時間内に期待される  DHCHAP メ ッセージを受け取らない場合に、 認証の失

敗と見なされます ( 認証は実行されません )。 時間の値は、 20 ～ 999 秒です。

 双方向 (Bi-Directional) – 有効に設定された場合、 アダプタ  ド ラ イバは、 スイ ッ

チまたはアダプタのいずれかによ り開始された認証をサポート します。 無効に
設定された場合、 ド ラ イバはアダプタが開始した認証のみをサポート します。

 再認証 (Re-authenticate) – 有効の場合、ド ライバは定期的に認証を開始します。 

 再認証間隔 (Re-auth Interval) – アダプタ  ド ラ イバが定期的に認証を開始する

ために使用する値 ( 分 )。 有効な間隔範囲は 10 ～ 3600 分です。 デフォルトは 300
分です。

 DH 優先順位 (DH Priority) – スイ ッチとの DHCHAP 認証ネゴシエーシ ョ ン中

にアダプタ  ド ライバが示す 5 つのサポート されている  DH グループ (ヌルグルー

プ、 グループ 1、 2、 3、 4) の優先順位。

 ハッシュ優先順位 (Hash Priority) – スイッチ との DHCHAP 認証ネゴシエーショ

ン中 にアダプタ  ド ラ イバが示す 2 つのサポート されているハッシュ  アルゴ リ

ズム (MD5 と  SHA1) の優先順位 ( デフォルトは MD5 が最初で、続いて SHA1、
2、 3...)。

 状態 (State) – 認証なし  (Not Authenticated)、 認証中 (Authentication In Progress)
認証成功 (Authentication Success)、 と認証失敗 (Authentication Failed) の状態

があ り ます。

認証設定の変更

認証設定を表示した り、 変更するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーで、 表示した り変更する設定をもつアダプタを選択します。

2. [DHCHAP] タブを選択します。 ( このタブのフ ィールドが 「グレイ表示」 (無効)に
なっている場合、 認証はド ライバ レベルでは有効になっていません。 )

3. 必要に応じて設定値を変更してください。

注: ローカル ホス トの DHCHAP のみを設定できます。

4. [適用 (Apply)] をク リ ッ ク します。設定変更要求を認証するために、現在のパスワー

ド  ( ローカル パスワード ) を入力するよ うにメ ッセージが表示されます。 照合要求

はローカル パスワードがこのアダプタに定義されている場合のみ表示されます。

5. パスワードを入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

この手順を開始する前のステータスに設定を戻すためには、 [適用 (Apply)] をク

リ ッ クする前に[復元 (Restore)] をク リ ッ ク します。[適用 (Apply)] をク リ ッ クする

と、 変更をキャンセルするこ とはできません。

すべての設定をデフォル ト の設定に戻すためには、 [デフォル ト  (Defaults)] をク

リ ッ ク します。[デフォルト  (Defaults)] ク リ ッ クする と、この設定に対するパスワー

ド もヌルにリセッ ト される点に注意してください。 
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即時の認証を開始するためには、 [認証の開始 (Initiate Authorization)] をク リ ッ クし
てください。設定変更を行わなかったと しても、この要求はド ライバに送信されます。

注: DHCHAP を使用してスイ ッチとの認証を正常に行うためには、設定モードを
有効に設定して、 ローカル パスワードを設定するこ とだけが必要です。 ロー
カル パスワードは、 DHCHAP 認証が成功するためにスイ ッチと同一の値に
セッ トする必要があ り ます。

パスワードの変更

パスワードを変更するためには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 変更するパスワードをもつアダプタを選択します。

2. [DHCHAP] タブを選択し、 [パスワードのセッ ト  (Set Password)] をク リ ッ ク しま
す。 [パスワード  (Password)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

3.  [ローカル パスワードをセッ ト  (Set Local Password)] または [ リモート  パスワード
をセッ ト  (Set Remote Password)] を選択します。

 ローカル パスワードは、 アダプタがスイ ッチに対して認証を開始 (一般的な使
用) する と きに、 アダプタ  ド ラ イバによ り使用されます。

 リモート  パスワードは、 スイ ッチがアダプタ と認証する と きに、アダプタ  ド ラ
イバによ り使用されます。 これは、 双方向が [DHCHAP] タブでチェ ッ ク され
ている と きにのみ可能です。

4. ダイアログ ボックスに入力されたパスワード文字を表示するには、[文字を表示 (Show
Characters)] をチェッ ク します。 

5. パスワードの現在の値を入力して、 「新しいパスワードの設定」 要求を認証します 
(パスワードが指定されたアダプタに初めて設定される場合には必要あ り ません)。

6. 新しいパスワードを入力します。

7. 英数字または 16 進形式を選択します。

8. [OK] をク リ ッ ク します。

注意: パスワードが割り当てられたら、忘れないよ うにして ください。アダプタにパ
スワードが割り当てられる と、 「デフォルト設定」 や新しいパスワードを含む
そのアダプタに対する後続のDHCHAP 設定のセッ トには、要求を確認するた
めに既存のパスワードの入力が求められます (言い換えると、そのパスワードな
しでは変更を行う こ とができません)。

注 : [ パスワードの設定 (Set Password)] ダイアログ ボッ クスでヘルプをク リ ッ クする

と、 追加のヘルプが利用できます。

エラーとイベント ログの表示

Solaris と  Linux システムの場合、 単純なシェル ス ク リ プ ト は最新の Emulex ド ラ イ
バー DHCHAP イベン トに対し、それぞれ /var/adm/messages と  /var/log/messages
ファ イルをチェッ ク し、 それらをデフォルトの場所に出力します。

エラーと イベン ト  ログを表示するためには、 以下を実行します。

1. [ 認証 (Authenticate)] タブの [ イベン ト  ログ履歴 (Event Log History)] をク リ ッ ク
します。 
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10. アダプタ ファームウェアの更新
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 単一のアダプタまたは同時に複数のア

ダプタのファームウェアを更新できます。

単一アダプタのファームウェアの更新
[ メ ンテナンス  (Maintenance)] または [ ファームウェア (Firmware)] タブを使用して、

ローカルまたはリモート  アダプタのファームウェアを更新できます。 ファームウェア

ファ イルは、この手順を実行する前に、Emulex Web サイ トからダウンロード してロー

カル ド ラ イブに展開する必要があ り ます。(読み取り専用モードでは使用できません。)

 Emulex ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

 OneCommand Manager アプリケーシ ョ ンをインス トールする必要があり ます。 

 ファームウェアの .zip ファイルを Emulex Web サイ トからダウンロードし、 解凍
し、 ローカル ド ラ イブのフォルダに展開する必要があ り ます。

 アダプタがすでにブート  デバイスに接続されている場合、 システムはこのタイ
プのメンテナンスを実行できる状態になっているこ とが必要です。

 バスの I/O アクティビティが停止されている。

 ク ラスタ  ソフ ト ウェア、 またはアダプタが使用可能であるこ とに依存する
その他のソフ ト ウェアが、 停止されるか、 一時停止されている。

注 : OEM ブランドのアダプタの場合は、 ファームウェア ファ イルについて、

OEM の Web サイ ト を参照するか、 OEM のカスタム サービス部門または

テクニカル サポート部門に連絡してください。

注 : Sun ブランドのアダプタで OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンで

のファームウェアの更新はできません。

単一アダプタ、 アダプタ  ポート、 または ASIC のファームウェアを更新するには、以下を

実行します。

注: FC アダプタの場合は、ポートのファームウェアを更新します。 (たとえば、マルチ

ポー ト  アダプタでは各ポート にファームウェアをダウンロードする必要があ り

ます。 ) OneConnect UCNA および OneConnect 16 Gb/s HBA の場合は、 アダプ

タ全体のフ ァーム ウ ェアを更新し ます。 OneConnect デュアル ASIC 4 ポー ト

8Gb/秒 FC アダプタの場合、 ASIC のファームウェアを更新します。 (たとえば、

デュアル ASIC 4 ポート  8Gb/秒 FC アダプタでは、 各 ASIC にファームウェアを

ダウンロードする必要があ り ます。 )

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーで、更新するファームウェアをもつアダプタ、FC ポート、 または ASIC を
ク リ ッ ク します。
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3. [ メ ンテナンス  (Maintenance)] または [ファームウェア (Firmware)] タブを選択し、

[ ファームウェアのダウンロード  (Download Firmware)] をク リ ッ ク します。 警告

画面が表示された場合、 [はい (Yes)] をク リ ッ ク します。 [ファームウェアのダウン

ロード  (Firmware Download)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

 図 10-1  [ ファームウェアのダウンロード (Firmware Download)] ダイアログ ボックス 

4. [ファームウェアのダウンロード  (Firmware Download)] ダイアログ ボッ クスを使

用して、 ダウンロード したい解凍され、 展開されたイ メージファイルに移動します。
ファームウェア イ メージは、「ファームウェア ファ イル」 でイ メージ ファ イルの完

全パス名を入力するか、 [参照 (Browse)] ボタンをク リ ッ ク して指定できます。

[参照 (Browse)] をク リ ッ クする場合、 [ファームウェア ファ イルの選択 (Firmware
File Selection)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。使用するファ イルを選択して

[OK] をク リ ッ ク します。 [ ファームウェアのダウンロード  (Firmware Download)]
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5. [ダウンロードの開始 (Start Download)] をク リ ッ ク します。 警告ダイアログ ボッ

クスが表示されます。

6. [はい (Yes)] をク リ ッ ク します。 ステータス  バーが、ダウンロードの進行状況を表示

します。 検出ツ リーのアダプタは、 更新が完了したと きに、 黒のテキス トで表示さ
れます。

注: 検出ツ リーのアダプタは、オフラインのときには、赤のテキス トで表示されます。

7. [閉じる  (Close)] をク リ ッ ク します。 [ファームウェア (Firmware)] タブには、選択し

たアダプタの更新済みのファームウェア情報が表示されます。

デュアルチャネル FC アダプタのファームウェアを更新している場合は、 ステップ

1 ～ 7 を繰り返して、 2 番目のポートのファームウェアを更新するか、 「複数のアダ

プタのファームウェアの更新」 手順を使用します。

注: ボードの FC ブート  コードの状態が変わった場合、 この変更は [ポート情報

(Port Information)] タブで直ちに反映されます。
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複数のアダプタのファームウェアの更新
バッチ モードを使用して、 単一ステップで、 複数のアダプタのファームウェアをイン
ス トールします。バッチ ファームウェア ダウンロードは、単一のファームウェア ファ
イルに制限され、 またファ イルが互換性をもつすべてのアクセス可能なアダプタに制
限されます。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 )

注 : 複数のアダプタでのファームウェアの更新時に適用される注記事項は次のとおり
です。

 バッチ ロードが進行中にその他の OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン
機能を停止します。

 OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ン Web Launch インターフェイスを
使用するときに、ファームウェア ファイルは Web アドレスで指定されたホス
トではなく、ブラウザー ウ ィンドウが起動するホス トになければなり ません。

 CIM インターフェイスを通じて管理される  VMware ESX ホス トは、選択さ
れたファームウェアがアダプタを更新できるかど うかにかかわらず、すべて
のアダプタを リ ス ト します。一致しないアダプタを手動で選択解除する必要
があ り ます。

バッチ更新を実行する前に、 ファームウェア ファ イルを Emulex Web サイ トからダウ
ンロード し、 ローカル ド ラ イブのディ レク ト リーに展開する必要があ り ます。

複数のアダプタのファームウェアを更新するためには、 以下を実行します。

1. [ バッチ (Batch)] メニューから、 [ ファームウェアのダウンロード  (Download 
Firmware)] を選択します。

注: この操作に対して特定のツ リー要素を選択する必要はあ り ません。

2. [ バッチ ファームウェアのダウンロード  (Batch Firmware Download)] ダイアログ
ボッ クスが表示されたら、 [ 参照 (Browse)] をク リ ッ ク します。 

3. [ ファームウェア ファイルの選択 (Firmware File Selection)] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。 使用するファ イルを選択して [OK] をク リ ッ ク します。 ダイアログ
ボッ クスが表示され、OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンが互換性のあるア
ダプタを検索中であるこ とを通知します。

互換性のあ る アダプタが見つかる と、 主要な [ バッチ ダウ ン ロー ド  (Batch
Download)] ダイアログの 「ファームウェア ファ イル」 テキス ト領域には、 選択し
た イ メ ージ フ ァ イ ルのパ ス が表示 さ れます。 「サポー ト さ れてい る モデル
(Supported Models)」 テキス ト  フ ィールドには、選択したイ メージファイルと互換性
のあるすべてのアダプタのモデルのリ ス トが表示されます。互換性のあるアダプタ
のセッ トは、 ダイアログ ボッ クスの検出ツ リーに表示されます。

[表示オプシ ョ ン (Display Options)] 設定を使用して、検出ツ リーにアダプタが表示
される方法を選択できます。 [ホス トによるグループ化 (Group by Host)] をク リ ッ
クする と、 ホス ト中心のビューでアダプタが表示されます。 [ ファブ リ ッ クによる
グループ化 (Group by Fabric)] をク リ ッ クする と、 ファブ リ ッ ク  アド レスを持つ
ファブリ ッ ク中心のビューでホス トが表示されます。各ダウンロード可能なポート
の WWPN とホス ト名が該当するファブ リ ッ クの下に表示されます。 

[ホス ト  グループの表示 (Show Host Groups)] をチェッ ク して、ホス ト  グループも
表示できます。特定のホス ト  グループを表示するためには、[ホス ト  グループ (Host
Group)] メニューからグループを選択します。
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ホス ト 、 アダプタ、 および ASIC エン ト リーの隣のチェ ッ クボッ ク スは、 エン ト
リーを選択または選択解除するために使用されます。 アダプタをチェ ッ クする と、
そのアダプタを選択または削除します。 ホス ト をチェッ クする と、 そのホス トに有
効なすべてのアダプタを削除または選択します。 

個々のポート または ASIC が新しいファームウェアをダウンロードできるアダプタ
の場合、 ファームウェアをダウンロードするアダプタのポート または ASIC を選択
できます。

   

 図 10-2  [ バッチ ファームウェアのダウンロード (Batch Firmware Download)] ダイアログ ボックス

で更新するアダプタを選択 
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4. 選択を行って、 [ダウンロードの開始 (Start Download)] をク リ ッ ク します。ダウン
ロードが開始される と、 ツ リー表示に進行状況が示されます。 選択したアダプタ
のファームウェアがダウンロード中の場合、 ツ リー表示にオレンジで表示されま
す。正常なダウンロードが完了する と、エン ト リーは緑に変わり ます。ダウンロー
ドが失敗する と、 エン ト リーは赤に変わり ます。

 図 10-3  [ バッチ ファームウェア ダウンロード (Batch Firmware Download)] ダイアログ ボックス、

ダウンロード完了

5. ダウンロードが終了したら、 [ログ ファ イルを保存 (Save Log File)] をク リ ッ ク し、
アクティ ビティ  ログのコピーを保存します。
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11. FC SAN からのブートの設定
OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 接続された FC/FCoE LUN か
らブートするよ うにシステムを設定します。 SAN からブートする と、 ス ト レージ ネッ
ト ワークのサーバは 通常は WWN で指定された SAN ス ト レージ デバイスやデバイス
上の LUN から直接オペレーティング システムをブートするこ とが可能です。 サーバ
システム BIOS を拡張するこ とによ り、 SAN からのブート機能はサーバの Emulex ア
ダプタに含まれる  BootBIOS によって提供されます。適切に設定されている場合、アダ
プタは、SAN の LUN がローカル ディ スクであるかのよ うに、サーバが LUN からブー
トするよ うに恒久的に指示します。 

注 : SAN からのブートは CIM インターフェイス経由ではサポート されません。

注 : COMSTAR ポートは SAN からのブート をサポート しません。

ブート タイプ

[ メ ンテナン ス  (Maintenance)] タブを使用し て、 x86 BootBIOS、 EFIBoot、 および
OpenBoot  (FCode) 用の SAN からのブート を有効、 無効、 または設定できます。 

 x86 BootBIOS は x64 および x86 システムの、 既存の BIOS で動作します。

 OpenBoot (FCode) は SFS ド ラ イバを使用している  Solaris SPARC システムお
よび Linux PowerPC システムの既存のシステム BIOS で動作します。 OpenBoot
は FCode と も呼ばれています。

 EFIBoot は Intel Itanium 64 ビッ ト と  x64 ベースのシステムで動作し、 EFI
(Extensive Firmware Interface) Shell の使用を通じて、64 ビッ トのシステム ブー
ト機能を提供します。

Emulex は、 複数のタ イプのブー ト  コード を含むユニバーサル ブー ト とペア ブー ト
コード  イ メージを提供します。 これらのイ メージは、 SAN からのブートに対してマル
チプラ ッ ト フォームのサポート を提供します。 ユニバーサル ブート とペア ブートは透
過的にシステム プラ ッ ト フォーム タイプを判別し、 アダプタで自動的に適切なブート
コード  イ メージを実行します。これらのコード  イ メージはアダプタのフラ ッシュ  メモ
リーに存在し、 アダプタのサーバ間の移動と設定を容易にします。

アダプタの設定領域には、 各ブート  タイプの設定データが保存されます。

注 : x86 と  OpenBoot は、 同じ設定メモリー スペースを共有します。 x86 と  OpenBoot
のアダプタを同時に設定するこ とはできません。 同時に設定しよ う とする と、 既
存のブー ト  タ イプの設定が新しい設定で上書き される とい う メ ッセージが表示
されます。

注 : SAN からのブートの設定は現在のシステム操作には影響しません。 正し く設定を
行っている場合のみ、 再起動時に変更が有効になり ます。
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ブート デバイスのパラメータ

3 つのすべてのブート タイプに対し、 ブート  LUN は 0 ～ 255 の範囲です。 EFIBoot と
OpenBoot (FCode) はまた 8 バイ ト  LUN もサポート し、 シングルバイ ト  LUN の代わ
りに使用できます。 設定する  LUN タイプを選択する必要があ り ます。

 OpenBoot の場合、 ターゲッ ト  ID パラ メータも指定する必要があ り ます。

 実行中の OS上 で OneCommand Manager アプリケーションが実行されていると、
OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンを使用して、SAN からブートするよ
うに設定するためには、 ホス ト をブート させる必要があ り ます。

 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンをサポートする実行中のホス トから
操作する必要があ り ます。 しばしば、 このホス トは直接接続されたド ライブか
らブート しています。 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンで、 直接ブー
トのホス ト を SAN からのブートに設定できます。 既存の SAN からのブートの
設定を修正するか、SAN からブートできるよ うに別のホス トにインス トールさ
れたアダプタで SAN からのブート を設定できます。

 アダプタがもつブート  コードのタイプを確認する必要があります。OneCommand
Manager アプリ ケーシ ョ ンはこれを検出できません。 これを知らずに、 ブート
タイプを設定するこ とができますが、 アダプタに正しいブート  コードがないた
め、 そこからブートするこ とはできません。

 システムがサポートするブート  コードのタイプを確認する必要があ り ます。
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンはこれを検出できません。 どのよ う
なブート  タイプも設定できますが、 システムがそのタイプをサポート しない場
合、 SAN からブートできません。

 SAN からのブート をサポート しない OneCommand Manager アプリケーシ ョ ン
のバージ ョ ンを実行中のリモート  ホス トでアダプタを管理する場合、 [ ブート
の設定 (Configure Boot)] ボタンが表示されません。

注: システムの起動中に実行される Emulex Boot BIOS セッ トアップ コマンドライ
ンインターフェイスを使用するこ とで SAN からのブート を設定できます。
詳細については、 Emulex Boot BIOS セッ ト アップ プログラムの資料を参照
してください。

 以下の FC または FCoE アダプタ  ド ラ イバの 1 つをインス トールする必要があ
り ます。

 Windows 用の Storport Miniport または UCNA ド ラ イバ

 Linux 用 Emulex ド ラ イバ

 Solaris emlxs FCA ド ラ イバ

 VMware ESX 4.1

SAN からのブート を設定するためには、 以下を実行してください。

1. [ ホス ト  (Host)] または [ ファブ リ ッ ク  (Fabric)] 表示を選択します。

2. 検出ツ リーから、 SAN からのブート を有効にする  FC または FC/FCoE アダプタ
ポート をク リ ッ ク します。

3. [ メンテナンス (Maintenance)] タブを選択し、[ アダプタ  ブート を有効にする  (enable
adapter boot)] ( 該当する場合 ) をチェッ ク し、[ ブートの設定 (Configure Boot)] を
ク リ ッ ク します。[SAN からのブート  (Boot from SAN)] 設定ダイアログ ボッ クスが
表示されます。
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注: [アダプタ  ブート を有効にする  (Enable Adapter Boot)] チェッ クボッ クスを
チェッ ク しない場合、[ブートの設定 (Configure Boot)] ボタンは無効です。ブー
ト  コードがアダプタ上に存在しない場合、 [ アダプタ  ブー ト を有効にする
(Enable Adapter Boot)] チェ ッ クボッ クス と  [ブートの設定 (Configure Boot)]
ボタンが [ メ ンテナンス  (Maintenance)] タブには表示されません。

注: OneConnect アダプタの場合、ブートは常に有効に設定され、無効にはできま
せん。 

 図 11-1  [SAN からのブート設定 (Boot from SAN Configuration)] ダイアログ ボックス

[SAN からのブート設定 (Boot from SAN Configuration)]  ダイアログ ボッ クスは、
ブート  タイプごとに異なり ます。図 11-1 はx86 タイプのブートのための SAN からの
ブート設定を描写しています。

4. アダプタ  アドレスとブート  バージョ ンを検証して、 正しいアダプタを設定し、 該当
するブート  コード  バージ ョ ンをもつこ とを確認してください。   

5. [ ブート  タイプ (Boot Type)] メニューから  x86、EFIBoot、または OpenBoot を選択
します。

注: x86 と  OpenBoot は、 同じ設定メモリー スペースを共有します。 x86 と  OpenBoot
のアダプタを同時に設定するこ とはできません。 これらのブート  タ イプの 1
つを選択し、設定領域がその他のブート  タイプに対して設定された場合、行っ

た変更はその他のブート タイプ設定を上書きする メ ッセージが表示されます。
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注: 現在のブート タイプの設定を変更し、 その後新しいブート  タイプに変更する
場合、 新しいブート  タイプに変更する前に現在の設定を保存するよ うに指示
する メ ッセージが表示されます。

6. [SAN からのブートの有効化 (Enable Boot from SAN)] をチェッ ク し、FC ポートに
ついてはトポロジーと リ ンク速度をセッ ト します。

注: ト ポロジーと リ ンク速度は、 OneConnect アダプタで使用できません。

 ト ポロジー オプシ ョ ンは次のとおりです。

 自動、 ループ優先 ( デフォルト ) (Auto, Loop First (default))
 自動、 ポイン ト ツーポイン ト優先 (Auto, Point to Point First)
 ループ (Loop)
 ポイン ト ツーポイン ト  (Point to Point)

 リ ンク速度オプシ ョ ンは次のとおりです。

 自動 (デフォルト ) (Auto (default))
 1 Gb/ 秒 ( 使用可能な場合 ) (1 Gb/s (if available))
 2 Gb/ 秒 ( 使用可能な場合 ) (2 Gb/s (if available))
 4 Gb/ 秒 ( 使用可能な場合 ) (4 Gb/s (if available))
 8 Gb/ 秒 ( 使用可能な場合 ) (8 Gb/s (if available))
 16 Gb/ 秒 ( 使用可能な場合 ) (16 Gb/s (if available))

7. 該当する場合、 [高度な設定 (Advanced Settings)] をク リ ッ ク して、 自動スキャン、
スピンアップ遅延などを設定します。 詳細については、 「高度な設定の設定 (SAN
からのブート )」 (197 ページ) を参照 を参照してください。

8. x86 と  EFIBoot の場合、 1 つまたは複数のブート  デバイスを選択します。
OpenBoot の場合、 ブート  デバイスを 1 つ選択します。 

9. SAN 設定ウ ィンド ウからのブートの際には、 以下のうちの 1 つを行ってください。

 [ターゲッ ト  WorldWide ポート名 (Target WorldWide Port Names)] を選択し、
数字を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

 [ターゲッ ト D_ID (Target D_ID)] を選択し、数字を入力し、[OK] をク リ ッ ク し
ます。

 [ターゲッ ト LUN (Target LUN)] を選択し、 数字を入力し、 [OK] をク リ ッ ク し
ます。

 EFIBoot および OpenBoot の場合、 LUN に対して 8 バイ ト  LUN (hex) と
ターゲッ ト  ID を入力します。 また、 「ビッグエンディアン」 ( 最上位バイ ト
またはビッグエンドが先頭 ) 順位で LUN 値を入力し、 先行するゼロを含む
16 文字すべてを入力する必要があ り ます。

 [ リ ス トから選択 (Select from List)] をク リ ッ ク し、 検出した LUN のリ ス トか
ら ターゲッ ト を選択し  (利用できる場合 )、 [ブー ト  デバイス選択 (Select Boot
Device)] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。 [SAN からのブート設定 (Boot
from SAN Configuration)] ダイアログ ボッ クスからターゲッ ト と  LUN を手動
で入力できる一方で、 このウ ィンド ウから既存の LUN を容易に選択できます
(図 11-2 を参照)。 OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 ブー ト  パラ
メータを更新しよ う と試みます。 成功した場合、 ウ ィ ンド ウが確認メ ッセージ
と共に表示されます。 この確認ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。 
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 図 11-2  [ ブート デバイスの選択 (Select Boot Device)] ウィンドウ (x86 または EFIBoot の場合 )

10.  [SAN からのブート設定 (Boot from SAN Configuration)] ダイアログ ボッ クスで、

[適用 (Apply)] をク リ ッ クして変更を保存しますが、 ダイアログ ボックスを開いたま

まにするか、 [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、ダイアログ ボッ クスを閉じます。

注: [閉じる  (Close)] をク リ ッ クする と、 変更を保存せずに [SAB からのブート設

定 (Boot from SAN Configuration)] ダイアログ ボックスを閉じます。  変更を破棄

する旨を示すメ ッセージが表示されます。

11. 変更を有効にするためにシステムを再起動します。
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高度な設定の設定 (SAN からのブート )
OneCommand Manager アプ リ ケーシ ョ ンは、 各ブート  タイプの高度な設定を提供し
ます。[SAN からのブート設定 (Boot from SAN Configuration)] ダイアログ ボッ クスか
ら、 [高度な設定 (Advanced Settings)] をク リ ッ ク します。ブート  タイプ指定のダイア
ログ ボッ クスでは、 スピンアップ遅延と自動スキャンなどのオプシ ョ ンを有効にでき
ます。 高度な設定を使用しない場合、 デフォルト値が使用されます。

変更を行った場合、 [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、ダイアログ ボッ クスを閉じる
必要があ り ます。 [キャンセル (Cancel)] をク リ ッ ク して、 変更せずにダイアログ ボッ
クスを閉じるこ とができます。

注 : 高度な設定を入力しない場合、 ブート  タイプの設定が新規の場合は、 デフォルト
値が使用されます。デフォルト設定は、次のセクシ ョ ンで、 [ 高度なアダプタ設定
(Advanced Adapter Settings)] ダイアログ ボッ クスの説明と共に示されます。

[x86 ブートの高度なアダプタ設定 (x86 Boot Advanced 
Adapter Settings)] ダイアログ ボックス

このダイアログ ボッ クスを使用して、 選択した x86 アダプタの高度な設定を設定しま
す。 すべてのチェッ クボッ クスが、 デフォルトではク リ ア ( オフ ) されています。 すべ
ての変更は、 再起動してアクティブにする必要があ り ます。 

 図 11-3  [x86 ブートの高度なアダプタ設定 (x86 Boot Advanced Adapter Settings)] ダイアログ ボックス
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x86 ブートの高度なアダプタ設定の定義

 Start unit コマンドの有効化 (Enable Start unit command) – SCSI start unit コマン

ドを発行します。 発行する特定の LUN がわかっているこ とが必要です。

 EDD 3.0 の有効化 (Enable EDD 3.0) – [ 拡張ディ スク  ド ラ イブ (EDD) の有効化 ]
オプシ ョ ンを有効にします ( ブート  デバイスへのパスを示します )。Intel Itanium
サーバのみで使用可能です。

注 : EDD 3.0 が有効な場合、 x86 シ リーズのシステムは Windows 2000 Server 
インス トール中にハングアップする可能性があ り ます。

 スピンアップ遅延の有効化 (Enable spinup delay) – 少なく と も  1 つのブート  デ
バイスを指定していて、 スピンアップ遅延が有効化されている場合、BIOS は最

初に利用可能なブート  デバイスを検索します。 

 ブート  デバイスが存在する場合は、 BIOS はそこから直ちにブート します。

 ブート  デバイスの準備が整っていない場合、 BIOS はスピンアップ遅延を待

ち、 さ らに最大 3 分間、 他のマルチブート  デバイスを探すためのブート  ス
キャン アルゴ リズムを続行します。

注 : デフォルト  ト ポロジーは、 ループ優先の自動トポロジーです。 ブート

デバイスの設定前に必要に応じて、 この ト ポロジー設定を変更して く
ださい。

 ブート  デバイスが定義されておらず、自動スキャンが有効な場合、 BIOS は
デバイスをスキャンする前に 5 分間待ちます。

 プライベート  ループでは、 BIOS はそれが検出した最低のターゲッ ト  AL_PA
からのブート を試行します。

 ファブ リ ッ ク接続では、 BIOS は NameServer データで検出された最初の
ターゲッ トからのブート を試行します。

 環境変数の有効化 (Enable environment variable) – システムが環境変数をサ
ポートする場合、 ブート  コン ト ローラーの順番を設定します。

 自動ブート  セクターの有効化 (Enable auto boot sector) – HP MSA1000 アレイ
にのみ適用される移行ブート  プロセスのために、自動的にターゲッ ト  ディ スク
のブート  セクターを定義します。 ターゲッ トにパーティシ ョ ンがない場合、 デ
フォルトのブート  セクターフォーマッ トは 63 セクターです。 

 自動スキャンの設定 (Set Auto Scan) – 自動スキャンが有効である場合、 最初の
デバイスがネームサーバ照会 (Name Server Inquiry) を発行します。 ブート  デ
バイスは最初の DID、 LUN 0 または LUN 0 ではないデバイスが返され、 選択
したオプシ ョ ンに依存します。 このデバイスのみがブート  デバイスであ り、 マ
ルチブート  メニューにエクスポート される唯一のデバイスです。 自動スキャン
は、 8 つのブート  エン ト リーの中から  DID または WWPN 経由でブートするよ
うに設定されているものが 1 つもない場合にのみ使用できます。Emulex はブー
ト  デバイスの設定 (Configure Boot Devices) メニューを使用して、 ファブリ ッ ク
ポイン ト ツーポイン ト、パブ リ ッ ク  ループ、 またはプライベート  ループ設定の
8 つのブート  エン ト リーを設定するこ とを強く勧めます。 次のいずれか 1 つに
設定します。
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 無効化 (Disabled) ( デフォルト )

 最初の任意のデバイス

 最初の LUN 0 デバイス

 最初の LUN 0 以外のデバイス

 PLOGI リ ト ライ タイマー (PLOGI Retry Timer) の設定 – PLOGI (ポート  ログ イン )
リ ト ラ イ  タイマーの間隔を設定します。 このオプシ ョ ンは、 Tachyon ベースの
RAID に特に有用です。 非常に稀に、 Tachyon ベースの RAID はそれ自身を リ
セッ ト し、ループ内でポートが一時的にオフラインになり ます。ポートが動作を
再開する際に、 PLOGI リ ト ラ イ間隔はループをスキャンし、 このデバイスを検
出します。 このデフォルト設定は 「なし (None)」 (0 msec) です。 次のいずれか
1 つに設定します。

 なし  (None) ( デフォルト )
 50 ms
 100 ms
 200 ms

 デフォルトの AL_PA (Default AL_PA) 数値の入力 (Type the Default AL_PA
number) – 範囲は 00 ～ EF ( デフォルト =0) です。選択されたアダプタの AL_PA
(Arbitrated Loop Physical Address) を変更します。 (OneConnect アダプタには
使用できません。 )

[EFIBoot の高度なアダプタ設定 (EFIBoot Advanced Adapter 
Settings)] ダイアログ ボックス

[EFIBoot の高度なアダプタ設定 (EFIBoot Advanced Adapter Settings)] ダ イ ア ロ グ

ボッ クスを使用して、 選択された EFIBoot アダプタの高度な設定を設定します。

 図 11-4  [EFIBoot の高度なアダプタ設定 (EFIBoot Advanced Adapter Settings)] ダイアログ ボックス
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EFIBoot の高度なアダプタ設定フィールドの定義

 デバイス  パス (Device Path) – ファイバチャネルド ライバを SCSI ド ライバと して

見せます。 

 ファ イバ (Fibre) ( デフォルト )
 SCSI

 ブート  ターゲッ ト  スキャン (Boot Target Scan) – このオプシ ョ ンは、8 つのブー
ト  エン ト リーの中から  DID または WWPN 経由でブートするよ うに設定され
ているものが 1 つもない場合にのみ使用できます。 
 NVRAM ターゲッ ト  (NVRAM Targets) (デフォルト ) – アダプタの不揮発性

ランダム アクセス メモリー (NVRAM) に保存された LUN のみを検出します。

 検出されたターゲッ ト  (Discovered Targets) – FC ポートに接続されたすべ
てのデバイスを検出します。 検出は大規模な SAN では長時間かかり ます。

 なし  (None)
 EFIBootFCScanLevel:NVRAM ターゲッ ト と  EFIBootFCScanLevel 

(NVRAM Targets and EFIBootFCScanLevel): 検出されたターゲッ ト  
(Discovered Targets) – EFI システム NVRAM 変数を操作するこ とによ り、
サードパーティのソフ ト ウェアで NVRAM からのブート  パスと検出され
たターゲッ トからブート  パスの間で切り替えるこ とが可能です。 

 ターゲッ ト あた りの最大 LUN 数 (Maximum LUNs per Target) – デバイス検出
中にポーリ ングされる  LUN の最大数を設定します。この範囲は 1 ～ 4096 です。
デフォルトは 256 です。

 遅延タイマーのリセッ ト  (秒) (Reset Delay Timer in seconds) – 遅延デバイス検
出のための値を設定します。 この範囲は 0 ～ 255 です。 デフォルトは 0 です。

 PLOGI リ ト ラ イ  タイマー (PLOGI Retry Timer) – PLOGI (ポート  ログ イン ) リ
ト ラ イ  タ イマーの間隔を設定します。 このオプシ ョ ンは、 Tachyon ベースの
RAID に特に有用です。 非常に稀に、 Tachyon ベースの RAID はそれ自身を リ
セッ ト し、 ループ内でポートが一時的にオフラインにな り ます。 ポートが再び
オンラインになる と、PLOGI リ ト ライ間隔はループをスキャンし、このデバイス
を検出します。

 50 ms
 100 ms
 200 ms

 デフォルトの AL_PA 番号 (Default AL_PA number)  範囲は 0x 00-EF です。
デフォルトは、 0x00 です。 このオプシ ョ ンは、 選択されたアダプタの AL_PA 
(Arbitrated Loop Physical Address) を変更します。 (OneConnect アダプタには
使用できません。 )
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[OpenBoot の高度なアダプタ設定 (OpenBoot Advanced 
Adapter Settings)] ダイアログ ボックス

このダイアログ ボッ クスを使用して、 選択した OpenBoot アダプタの高度なアダプタ
設定 (Advanced Adapter Settings) を設定してください。

 図 11-5  [OpenBoot の高度な設定 (OpenBoot Advanced Settings)] ダイアログ ボックス

OpenBoot の高度なアダプタ フィールドの定義

 PLOGI リ ト ラ イ  タイマー (PLOGI Retry Timer) – PLOGI リ ト ラ イ  タイマー値
を設定します。 範囲は 0 ～ 0xFF です。

 デフォルトの AL_PA (hex) (Default AL_PA (hex)) – デフォルト  AL_PA を設定
します。 範囲は 0 ～ 0xEF です。 デフォルトは 0 です (OneConnect アダプタで
は使用できません。 )

 ソフ ト ウェアファンデーシ ョ ンスイート  (SFS) の有効化 (Enable the Software
Foundation Suite (SFS)) – ソ フ ト ウ ェアフ ァ ンデーシ ョ ンス イー ト  (Software
Foundation Suite) (SFS) ド ラ イバ(emlxs ド ラ イバ)を有効化します。デフォルト
は、 LPFC ド ラ イバです。
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12. SAN 情報のエクスポート

SAN レポートの作成

OneCommand Manager アプリ ケーシ ョ ンでは、 検出された SAN エレ メン トに関する
レポート を作成できます。レポートは .xml と  .csv 形式で生成され、種々の OneCommand
Manager アプリケーショ ン タブを通じて表示されるすべての SAN 情報を含みます。

注 : SAN レポートの作成には、 大規模な SAN では数分かかる場合があ り ます。

SAN レポート を作成するには、 以下を実行してください。

1. [ ファイル (File)] メニューから [SAN 情報のエクスポート  (Export SAN Info)] を選択
します。 

2. フォルダーを参照し、 .xml または .csv 拡張子を持つファイル名を入力します。

3. [ 保存 (Save)] をク リ ッ ク して、 エクスポート処理を開始します。

エクスポート処理中に、進行状況が進行状況バーの右下に表示されます。Windows
では、エクスポート処理中にビューを変更したり、 リセッ ト したり、 ファームウェアを
ダウンロードできません。
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13. 診断
診断テス トはローカル アダプタまたは TCP/IP 経由で接続された リモート  アダプタで
のみ実行できます。診断テス トは、 FC 経由で接続された リモート  アダプタで実行でま
せん。

診断ダンプは、 ローカルの LightPulse アダプタまたは TCP/IP 経由で接続された リ
モート  LightPulse アダプタに対してのみ生成できます。診断ダンプは、 FC 経由で接続
された リモート  アダプタには生成できません。

注 : 一般に、 診断に適用される注記事項は次のとおりです。

 ESXi 4.x で CIM プロバイダー v2.0 を使用するシステムでは、診断は部分的

にのみサポート されます。

 [ クイッ ク  テス ト  (Quick Test)]、[POST テス ト  (POST Test)]、[ 高度な診断テス ト

(Advanced Diagnostic Test)] ボタンは管理対象の帯域内の リモート  アダプ

タに対して無効になっています。

 診断は COMSTAR ポートでサポート されていません。

LightPulse FC HBA 診断

このセクシ ョ ンでは、 LightPulse FC アダプタで使用できる診断について説明します。

OneConnect アダプタの診断の場合、「OneConnect の診断」 (214 ページ ) を参照してく

ださい。

[ 診断 (Diagnostics)] タブを使用して、 以下を実行します。

 フラ ッシュ  ロード  リ ス ト 、PCI レジスター、およびウェイ クアップ パラ メータ
情報を表示します。 

 システムにインス トールされている  Emulex アダプタで以下のテス ト を実行し
ます。 ( 読み取り専用モードでは使用できません。 )
 PCI ループバッ ク  
 内部ループバッ ク  
 外部ループバッ ク  
 パワーオン自己テス ト  (POST) 
 エコー ( エンドツーエンド ) 
 ク イ ッ ク  テス ト  

 診断ダンプを実行し、 リモート  ホス トからダンプ ファイルを取得します。 (読み
取り専用モードでは使用できません。 16Gb/秒 HBA については、 「OneConnect
の診断」 セクシ ョ ンの 219 ページの 「診断ダンプの作成」 を参照してください。 )

 アダプタのビーコニングを制御します (読み取り専用モードでは使用できません。 )

すべての機能はローカルおよび TCP/IP アクセスで管理されたホス トではリモートで
サポート されます。
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フラッシュ コンテンツ、PCI レジスター、およびウェイク

アップ情報の表示
[ 診断 (Diagnostics)] タブは、PCI レジスター ダンプ情報とフラ ッシュ  メモ リーのコン

テンツを表示します。 この情報は読み取り専用で、 以下よ うに表示されます。

 図 13-1  [ 診断 (Diagnostics)] タブの PCI レジスターとフラッシュ コンテンツ

フラッシュ コンテンツの表示

[ ウ ェ イ クア ップ画像のみを表示 (Show Wakeup Image Only)] チェ ッ クボッ ク スを
チェ ッ ク した場合、 システムがブー ト された と きにロード されなかったフラ ッシュ
オーバーレ イは表示されな く な り ます。 このチェ ッ クボッ ク スのデフォル ト では、
チェッ クは解除されています。 
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オーバーレイの詳細の表示

フラ ッシュ  オーバーレイをダブルク リ ッ クする と、 別のウ ィ ンド ウがそのオーバーレ

イに関する詳細と共に表示されます。 

 図 13-2  [ オーバーレイ詳細 (Overlay Detail)] ウィンドウ

異なるフラ ッシュ  オーバーレイイ メージの詳細を表示するためには、 詳細ウ ィンド ウ
を閉じて別のオーバーレイ名をダブルク リ ッ クするか、 [ フラ ッシュ  オーバーレイ
(Flash overlay)] メニューから異なるオーバーレイ名を選択します。

PCI レジスターの表示

PCI レジスタが [ 診断 (Diagnostics)] タブに直接表示されます。

クイック テストの実行

[ 診断 (Diagnostics)] タブでは、 選択したアダプタで 「ク イ ッ ク」 診断テス ト を実行で
きます。 ク イ ッ ク  テス トは 50 回の PCI ループバッ ク  テス ト  サイ クルと  50 回の内部
ループバッ ク  テス ト  サイ クルから成り ます。 ( 読み取り専用モードまたは ESXi ホス ト
の LightPulse アダプタでは使用できません。 )

注 : 内部と外部ループバック  テス トは、 LP21000 と  LP21002 アダプタで使用できません。

ク イ ッ ク  テス ト を使用する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 ク イ ッ ク  テス ト を実行するアダプタ  ポート を選択します。
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2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [ ク イ ッ ク  テス ト  (Quick Test)] をク リ ッ ク し
ます。 警告メ ッセージが表示されます。

 図 13-3  クイック テストの警告 

3. [OK] をク リ ッ クして、 テス ト を実行します。 [ クイッ ク診断テス ト  (Quick Diagnostic
Test)] ウ ィンド ウが表示され、 PCI ループバッ ク と内部ループバッ ク  テス トの結果
が表示されます。

パワー オン自己テスト (POST) の実行

POST はリ セッ ト または再起動後にアダプタで通常実行されるファームウェアのテス
トです。 POST は実行するための設定を必要と しません。 ( 読み取り専用モードでは使
用できません。 ) 

POST を実行する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 POST を実行するアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [パワーオン自己テス ト  (Power-on Self Test)
(POST)] をク リ ッ ク します。 警告ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [OK] をク リ ッ ク します。 POST ウ ィンド ウが POST 情報を表示します。

注: テス トの開始後、テス ト をキャンセルするこ とはできません。 完了するまで実
行する必要があ り ます。

ビーコニングの使用

ビーコニング機能は、 特定のアダプタの LED を特定のシーケンスで点滅させるこ とが
できます。 点滅パターンはビーコンと して動作し、 他のアダプタのラ ッ クの中から特
定のアダプタを探すこ とを容易にします。(読み取り専用モードでは使用できません。) 

ビーコニングを有効にすると、 2 個の LED が 24 秒間同時に素早く点滅し、その後、 LED
は 8 秒間アダプタの健康状態を報告します。 8 秒間経過する と、 アダプタはビーコニン
グ モードに戻り ます。 このサイ クルは、 ビーコニングを無効にするか、 アダプタを リ
セッ トするまで無期限に繰り返されます。

注 : 選択されたアダプタがビーコニングをサポート しない場合、 ビーコニング ボタン
は無効になり ます。

ビーコニングを有効または無効に設定するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 設定する  LED をもつアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [ビーコン オン (Beacon On)] または [ビーコン
オフ  (Beacon Off)] をク リ ッ ク します。 
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診断ダンプの作成

この診断ダンプの機能によ り、 選択したアダプタの 「ダンプ」 ファ イルを作成できま
す。ダンプ ファ イルはファームウェア バージ ョ ン、 ド ラ イバ バージ ョ ンなどの種々の
情報を含み、 アダプタの ト ラブルシューティングを行う と きには特に有効です。 また、
リモート  ホス トからダンプ ファ イルを取得するこ と もできます。(読み取り専用モード
では使用できません。) 16Gb/秒 HBA については、OneConnect セクシ ョ ンの 219 ペー
ジの 「診断ダンプの作成」 を参照してください。

注意: 診断ダンプが I/O 活動中に実行される場合、 サービスの中断が起こる可能性

があ り ます。

診断ダンプを開始するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 ダンプを実行する診断情報をもつアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [診断ダンプ (Diagnostics Dump)] をク リ ッ ク
します。 [診断ダンプ (Diagnostic Dump)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 保
持ファ イル数のカウンタを使用して保持するファ イル数を指定します。 [既存のダ
ンプ ファイルの削除 (Delete Existing Dump Files)] をク リ ッ ク して、システムから
選択したアダプタ  ポートの既存のダンプ ファ イルを削除します。 

 図 13-4  [ 診断ダンプ (Diagnostic Dump)] ダイアログ ボックス

3. [ ダンプの開始 (Start Dump)] をク リ ッ ク します。アダプタをオフラインにする旨を

示す警告メ ッセージが表示されます。

注: VMware システムの場合は、 ダンプを開始する前にダンプ ディレク ト リーを
設定する必要があ り ます。 ダンプ ディ レク ト リーでは、 ディ レク ト リー 
/vmfs/volumes の下に 「ス ト レージ」 パーティシ ョ ン (データス ト ア ) がなけ
ればなり ません。
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4. [OK] をク リ ッ ク します。 ダンプ ファ イルが作成されます。 これらのファ イルが作
成される場所は、 オペレーティング システムによ り異なり ます。

 Windows –%ProgramFiles%Util\Dump\
 Solaris – /opt/ELXocm/Dump
 Linux –/usr/sbin/ocmanager/Dump

 VMware – /vmfs/volumes の下に作成したダンプ ディ レク ト リー。 

2 つのファイルが作成されます。

 <Hostname_WWPN_Date-Time>.dmp
 <Hostname_WWPN_Date-Time>.txt

5. リモート  ホス ト  ダンプ ファ イルを取得し、 ローカル システムにそれらをコピーす
るためには、[ ダンプ ファ イルの取得 (Get Dump Files)] をク リ ッ ク して ください。
[ 診断ダンプ ファ イルの転送 (Diagnostic Dump File Transfer)] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

注: ローカル アダプタ  ポートが選択されている場合、 [ダンプ ファイルの取得 (Get
Dump Files)] ボタンは無効になり ます。  

 図 13-5  [ 診断ダンプ ファイルの転送 (Diagnostic Dump File Transfer)] ダイアログ ボックス

6. コピーするファ イルを選択し  ( 複数の選択可 )、 [ コピーの開始 (Start Copy)] をク
リ ッ ク します。 リモート  ダンプ ファイルがローカルの Dump フォルダにコピーさ
れます。 ローカル ダンプ フォルダの場所は、 ステップ 4 に示されています。

高度な診断テストの実行

[高度な診断 (Advanced diagnostics)] 機能は、 実行する診断テス ト のタ イプに対してク
イッ ク  テス ト よ り も大きなコン ト ロールを与えます。[高度な診断 (Advanced diagnostics)]
を通じて、 実行するテス ト の種類、 実行するサイ クルの数、 テス トが失敗したと きに
行うべきこ とを指定できます。 (読み取り専用モードでは使用できません。 )
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注 : 内部と外部ループバック  テス トは、LP21000 と  LP21002 アダプタで使用できません。

高度な診断テス ト を実行するには、 [ 診断 (Diagnostics)] タブの [ 高度な診断テス ト  
(Advanced Diagnostics Tests)] をク リ ッ ク して、 [ 診断テス トのセッ ト アップ 
(Diagnostic Test Setup)] ダイアログ ボッ クスを表示します。

次の 4 つの種類のテス ト を実行できます。

 PCI ループバッ ク

 内部ループバッ ク  

 外部ループバッ ク

 エンドツーエンド  (ECHO)

注 : 外部ループバッ ク  テス ト と  ECHO テス ト を同時に実行できません。 外部ループ

バッ クを選択する場合、 ECHO テス ト  セクシ ョ ンは無効になるか、その逆もあて

はま り ます。

テス ト結果と実行中のテス トのステータスには時刻が示され、 [テス ト  ログ (Test Log)]
領域に表示されます。

 図 13-6  診断テストのセットアップ
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ループバック テストの実行

ループバッ ク  テス ト を実行するために、 [ 高度な診断 (Advanced Diagnostics)] ダイア

ログ ボッ クスの [ ループバッ ク  テス ト  (Loopback Test)] セクシ ョ ンを使用します。 

ループバック テストの組み合わせ

該当するチェッ クボッ クスを使用して、以下のループバッ ク  テス トの組み合わせを実行

します。 

 PCI ループバッ ク  テス ト  (PCI Loopback Test) – ランダム データ  パターンが PCI
バスを通じて、 アダプタ  リ ンク  ポート に送信されずにルート されるファーム
ウェア制御型の診断テス ト。戻りデータは、整合性についてその後検証されます。

 内部ループバッ ク  テス ト  (Internal Loopback Test) – ランダム データ  パターンが
アダプタ  リ ンク  ポートに送信され、ポートに実際に出力されずに、直ちに戻さ
れる診断テス ト。 戻りデータは、 整合性についてその後検証されます。

 外部ループバッ ク  テス ト  (External Loopback Test) – ランダム データ  パターン
がアダプタ  リ ンク  ポート に送信される診断テス ト。 データはポート に出力さ
れ、直ちにループバッ ク  コネクター経由で返されます。戻りデータは、整合性に
ついてその後検証されます。

注 : 外部ループバッ ク  テス ト と  ECHO テス ト を同時に実行できません。 外部ループ
バッ クを選択する場合、 ECHO テス ト  セクシ ョ ンは無効になるか、 その逆もあて
はま り ます。

エラー アクション

テス トが失敗したと きに行うべき こ とを定義できます。 2 つのエラー アクシ ョ ンのオ
プシ ョ ンがあ り ます。

 テス トの停止 (Stop Test) – エラーをログせずに、テス ト を停止します。 さらにテ
ス ト を実行するこ とはあ り ません。

 無視 (Ignore) – エラーを記録して、 次のテス ト  サイクルに進みます。

テスト サイクル

テス ト  サイクルは次の 3 つの方法で指定できます。

 対応するラジオ ボタンをク リ ッ ク して、 確立されたサイ クル数を選択します。

 [テス ト  サイクル (Test Cycles)] 領域の空白フィールドにカスタム サイクル数を
入力します。

 [無限 (Infinite)] ラジオ ボタンを選択するこ とによ り、 手動で [Stop Test] をク
リ ッ クするまで実行するよ うテス ト を設定します。

テスト パターン

データを転送するテス トで使用されるカスタム テス ト  パターンを入力します。 テス ト
パターンは、 最大 8 個の 16 進バイ ト を指定できます。
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テスト ステータス

[テス ト  ステータス  (Test Status)] 領域は、実行した各テス ト を完了したサイクル数とエ
ラー数を表示します。

ループバッ ク  テス ト を実行する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 ループバッ ク  テス ト を実行するアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [高度な診断テス ト  (Advanced Diagnostics Tests)]
をク リ ッ ク します。 ダイアログ ボッ クスの [ループバッ ク  テス ト  (Loopback Test)]
から、 実行するループバッ クテス トのタイプを選択し、 ループバッ ク  テス ト  パラ
メータを定義します。 

注: 外部ループ テス ト を実行する前に、選択したアダプタにループバッ ク  プラグを
挿入する必要があ り ます。

3. [開始 (Start)] をク リ ッ ク します。 以下の警告が表示されます。

 図 13-7  診断テストの実行に関する警告 

4. [OK] をク リ ッ クします。 外部ループバック  テス ト を実行する場合は、 以下のウ ィン
ドウが表示されます。

 図 13-8  外部ループバックの [ 高度な診断テストの警告 (Advanced Diagnostic Tests Warning)] 
ウィンドウ

5. [OK] をク リ ッ ク します。 進行状況バーがテス トが実行中であるこ とを示します。 

現在のループバッ ク  テス ト /サイクルに加えて、各タイプのテス トの完了ステータ
スから成る定期的なテス トのフ ィードバッ クが、ダイアログ ボッ クスの [テス ト  ロ
グ (Test Log)] セクシ ョ ンに表示されます。 [ ク リ ア (Clear)] をク リ ッ ク して、 ログ
表示の内容を消去するか、 [ ファ イルに保存 (Save to File)] をク リ ッ ク して、 ログ
ファ イルに保存します。 テス トの開始後、 [テス トの停止 (Stop Test)] をク リ ッ ク し
てテス トが完了する前にテス ト を停止するこ とができます。 実行されているテス ト
によって、 停止するまでに少し時間がかかる場合があ り ます。 
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エンドツーエンド (ECHO) テストの実行

[診断 (Diagnostics)] タブの [エンドツーエンド  (ECHO) テス ト  (End-to-End Test)] セク
シ ョ ンを使用して、 エコー テス ト を実行します。 エンドツーエンドテス トは、 アダプ
タ  ポート と ターゲッ ト  ポートの間で ECHO コマンド /応答シーケンスの送信を可能に
します。 (読み取り専用モードでは使用できません。 )

注 : すべてのリモート  デバイスがエコー コマンドに応答するわけではあ り ません。
ECHO テス ト と外部ループバッ ク  テス ト を同時に実行できません。ECHO テス ト
を選択した場合、 外部ループバッ ク  テス トは無効になり ます。

エンドツーエンド  エコー テス ト を実行する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 エンドツーエンド  (ECHO) テス ト を開始するアダプタ  ポート を
選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択します。 [高度な診断テス ト  (Advanced Diagnostic
Tests)] をク リ ッ ク します。

[エコー テス ト  (Echo Test)] をチェッ ク します。 ターゲッ トの World Wide ポート
名 (WWPN) を入力します。

テス ト  ターゲッ ト の実際の WWPN を知らない場合、 [ リ ス ト から選択 (Select
From List)] をク リ ッ ク します。[ECHO テス ト  ターゲッ トの選択 (Select Echo Test
Target)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。ツ リー表示からテス トするポート を
選択し、 [選択 (Select)] をク リ ッ ク します。選択したポートのすべての関連情報は、
[診断 (Diagnostics)] ダイアログ ボッ クスの [ ターゲッ ト識別情報 (Target Identifier)]
セクシ ョ ンに自動的に追加されます。 

 図 13-9  [ エコー テスト ターゲットの選択 (Select Echo Test Target)] ウィンドウ
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3. 使用するその他のパラ メータを定義し、 [ テス ト開始 (Start Test)] をク リ ッ クします。

以下の警告ウ ィンド ウが表示されます。

 図 13-10  [ 高度な診断テストの警告 (Advanced Diagnostic Tests Warning)] ウィンドウ

4. [OK] をク リ ッ クします。結果の画面が表示され、テス ト結果はテス ト  ログに表示さ

れます。 [ク リ ア (Clear)] をク リ ッ クして、 ログ表示の内容を消去するか、 [ファイル

に保存 (Save to File)] をク リ ッ ク して、 ログ ファイルに保存します。 

ログ ファイルの保存

後で表示したり、 印刷するために、 テス ト  ログをログ ファ イルに保存するこ とができ

ます。 新規データが保存されたファ イルに書き込まれる と、 データがファ イルの末尾
に追加されます。 各エン ト リーには 2 行のヘッダーがあ り、 テス ト されたアダプタの

識別情報とテス トの日時が含まれます。 時間と と もに、 データが蓄積され、 そのアダ
プタに実施された診断の履歴が作成されていきます。 ( 読み取り専用モードでは使用で

きません。 )

デフォルトの場所は以下のとおりです。

 Windows の場合 : ローカル ド ライブの OneCommand Manager アプリケーシ ョ

ン インス トール ディ レク ト リー

 Solaris の場合 : /opt/ELXocm/Dump

 Linux の場合 : /usr/sbin/ocmanager/Dump

 VMware Server の場合 : VMware にはデフォルトのディレク ト リーはあり ません。

ログにエン ト リーを書き込んだ後で、 表示をク リ アするよ うにメ ッセージが表示され
ます。保存済みのファイルのデフォルト名は、 DiagTest.log です。例えば、保存済みの
ログ ファ イルの名前は以下のよ うに表示されます。

 図 13-11  DiagTest.log ウィンドウの例
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ログ ファ イルを保存する方法は次のとおりです。

1. [ 診断テス トのセッ ト アップ (Diagnostic Test Setup)] ダイアログボッ クスからテス

ト を実行した後で、 [ ファ イルに保存 (Save to File)] をク リ ッ ク します。 [ 診断ログ

ファ イル名の選択 (Select Diagnostic Log file Name)] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。 保存されるファ イルのデフォルト名は、 DiagTest.log です。

2. 該当のディレク ト リーを参照し、希望に応じてログ ファイル名を変更し、[保存 (Save)] を
ク リ ッ ク します。

OneConnect の診断

このセクシ ョ ンでは、 OneConnect アダプタの診断について記述します。 FC アダプタ

診断の場合、 「LightPulse FC HBA 診断」 (203 ページ ) を参照。

注 : 診断は読み取り専用モードでは使用できません。詳細については、「管理と読み取
り専用 (Management and Read Only) モードの変更」 (43 ページ ) を参照。

[ 診断 (Diagnostics)] タブを使用して、 以下を実行します。

 システムにインス トールされている  OneConnect アダプタで以下のテス ト を実行

します。 

 DMA ループバッ ク  

 PHY ループバッ ク  

 MAC ループバッ ク

 エンドツーエンド  (ECHO) (FCoE 専用 )

 外部ループバッ ク  

 診断ダンプを実行し、 リモート  ホス トからダンプ ファ イルを取得します。 

 アダプタのビーコニングの制御 
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すべての機能はローカルおよび TCP/IP アクセスで管理されたホス トではリモートで
サポート されます。 テス ト結果と実行中のテス トのステータスには、 時刻が示され、
[ テス ト  ステータス  (Test Status)] 領域に表示されます。 

 図 13-12  [NIC 診断 (NIC Diagnostics)] タブ 

OneConnect ループバック テストの組み合わせ
該当するチェッ クボッ クスを使用して、 以下のループバッ ク  テス トの組み合わせを実
行します。 

 DMA ループバッ ク  テス ト – DMA ループバッ ク  テス トは、 データをホス トか
らアダプタに送信し、 その後ホス ト に戻し、 そこでデータの不一致エラーを
チェッ ク します。 DMA ループバッ ク  テス ト を除くすべてのテス トは、 現在選
択されているポートで実行されます。 DMA ループバッ ク  テス トは、 アダプタ
全体で実行されます。 ゆえに、 現在選択されている物理ポート にかかわらず、
同じ診断が実行されます。 また、 他の診断と異な り、 このテス トはアダプタの
すべてのポートの操作に影響します。 (ESXi システムでは使用できません。 )

 PHY ループバッ ク  テス ト  (PHY Loopback Test) – PHY ループバッ ク  テス トは、
物理レイヤーの受信入力に物理レイヤーの送信出力を接続します。 データが送
受信され、 データの不一致エラーがチェッ ク されます。

 外部ループバッ ク  テス ト  (External Loopback Test) – ランダム データ  パターン
の診断テス トは、アダプタ  リ ンク  ポートに送信されます。データはポートに出
力され、 直ちにループバッ ク  コネクター経由で返されます。 戻りデータは、 整
合性についてその後検証されます。 

 MAC ループバッ ク  – MAC ループバッ クは、 MAC コン ト ローラーの送信出力
を MAC コン ト ローラーの受信入力に接続します (PHY をバイパス )。
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FCoE エンドツーエンド エコー テスト

エンドツーエンド  テス トは、 アダプタ  ポート と ターゲッ ト  ポートの間で ECHO コマ
ンド /応答シーケンスの送信を可能にします。 (ESXi システムでは使用できません。 )

注 : すべてのリモート  デバイスがエコー コマンドに応答するわけではあ り ません。
ECHO テス ト と外部ループバッ ク  テス ト を同時に実行できません。ECHO テス ト
を選択した場合、 外部ループバッ ク  テス トは無効になり ます。

エラー アクション

テス トが失敗したと きに行うべき こ とを定義できます。 2 つのエラー アクシ ョ ンのオ
プシ ョ ンがあ り ます。

 テス トの停止 (Stop Test) – エラーをログせずに、 テス ト を停止します。 さ らに
テス ト を実行するこ とはあ り ません。

 無視 (Ignore) – エラーを記録して、 次のテス ト  サイクルに進みます。

テスト サイクル

テス ト  サイクルは次の 3 つの方法で指定できます。

 対応するラジオ ボタンをク リ ッ ク して、 確立されたサイ クル数を選択します。

 [ テス ト  サイクル (Test Cycles)] 領域の空白フィールドにカスタム サイクル数を
入力します。

 [ 無限 (Infinite)] ラジオ ボタンを選択するこ とによ り、手動で [Stop Test] をク リ ッ
クするまで実行するよ う テス ト を設定します。

テスト パターン

データを転送するテス トで使用されるカスタム テス ト  パターンを入力します。 テス ト

パターンは、 最大 8 個の 16 進バイ ト を指定できます。

テスト ステータス

[ テス ト  ステータス  (Test Status)] 領域は、 実行した各テス ト を完了したサイクル数と

エラー数を表示します。

ループバッ ク  テス ト を実行する方法は次のとおりです。

1. 検出ツ リーから、 ループバッ ク  テス ト を実行するアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択します。 ダイアログ ボッ クスの [ループバッ ク  テ
ス ト  (Loopback Test)] セクシ ョ ンから、実行するループバッ クテス トのタイプを選
択し、 ループバッ ク  テス ト  パラ メータを定義します。

注: 外部ループ テス ト を実行する前に、 選択したアダプタにループバッ ク  プラグ
を挿入する必要があり ます。また、ポートの NIC ファンクシ ョ ンがリ ンク  アッ
プ状態になるこ とを確認する必要があり ます。NIC リ ンク  アップにならなかっ
た場合には、 ト ラブルシューティングのセクシ ョ ンを参照してください。
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3. [開始 (Start)] をク リ ッ ク します。 以下の警告が表示されます。

 図 13-13  診断テストの実行に関する警告 

4. [OK] をク リ ッ クします。 外部ループバック  テス ト を実行する場合は、 以下のウ ィン
ドウが表示されます。

 図 13-14  外部ループバックの [ 高度な診断テストの警告 (Advanced Diagnostic Tests Warning)] 
ウィンドウ

5. [OK] をク リ ッ ク します。 進行状況バーがテス トが実行中であるこ とを示します。 

現在のループバッ ク  テス ト /サイクルに加えて、各タイプのテス トの完了ステータ
スから成る定期的なテス トのフ ィードバッ クが、ダイアログ ボッ クスの [テス ト  ス
テータス  (Test Status)] セクシ ョ ンに表示されます。[テス ト  ログの表示 (Show Test
Log)] をク リ ッ ク して、 ログ ファ イルを保存します。 テス トの開始後、 [テス トの停
止 (Stop Test)] をク リ ッ ク してテス トが完了する前にテス ト を停止するこ とができ
ます。 実行されているテス トによって、 停止するまでに少し時間がかかる場合があ
り ます。

ビーコニングの使用 
ビーコニング機能は、 特定のアダプタの LED を特定のシーケンスで点滅させるこ とが
できます。 点滅パターンはビーコンと して動作し、 他のアダプタのラ ッ クの中から特
定のアダプタを探すこ とを容易にします。( 読み取り専用モードでは使用できません。) 

LightPulse アダプタでビーコニングを有効にする と、2 個の LED が 24 秒間同時に素早
く点滅し、 その後、 LED は 8 秒間アダプタの健康状態を報告します。 8 秒間経過する
と、 アダプタはビーコニング モードに戻り ます。 このサイ クルは、 ビーコニングを無
効にするか、 アダプタを リセッ トするまで無期限に繰り返されます。

OneConnect アダプタに対しビーコニングを有効にする と、ビーコニングを無効にする
まで、 2 個の LED が同時に素早く点滅します。
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注 : 選択されたアダプタがビーコニングをサポート しない場合、ビーコニング ボタンは

無効になり ます。

ビーコニングを有効または無効に設定するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 設定する  LED をもつアダプタ  ポート を選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、[ビーコン オン (Beacon On)] または [ビーコン オ
フ  (Beacon Off)] をク リ ッ ク します。 

ログ ファイルの保存

後で表示したり、印刷するために、 テス ト  ログをログ ファイルに保存するこ とができま
す。 新規データが保存されたファイルに書き込まれる と、 データがファイルの末尾に追
加されます。 各エン ト リーには 2 行のヘッダーがあり、 テス ト されたアダプタの識別情
報とテス トの日時が含まれます。 時間と と もに、 データが蓄積され、 そのアダプタに実
施された診断の履歴が作成されていきます。( 読み取り専用モードでは使用できません。)

デフォルトの場所は以下のとおりです。

 Windows の場合 : ローカル ド ライブの OneCommand Manager アプリケーショ ン
インス トール ディ レク ト リー

 Solaris の場合 : /opt/ocmanager/Dump
 Linux の場合 : /usr/sbin/ocmanager/Dump
 VMware Server の場合 : VMware にはデフォルトのディレク ト リーはあり ません。

ログにエン ト リーを書き込んだ後で、 表示をク リ アするよ うにメ ッセージが表示され
ます。保存済みのファイルのデフォルト名は、 DiagTest.log です。例えば、保存済みの

ログ ファ イルの名前は以下のよ うに表示されます。

 図 13-15  DiagTest.log ウィンドウの例

ログ ファ イルを保存する方法は次のとおりです。

1. [ 診断 (Diagnostic)] タブからテス ト を実行した後で、 [ テス ト  ログの保存 (Save Test
Log)] をク リ ッ ク します。 [ 診断テス ト  ログ (Diagnostic Test Log)] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。 保存されるファ イルのデフォルト名は、 DiagTest.log です。

2. 該当のディレク ト リーを参照し、 希望に応じてログ ファイル名を変更し、 [ ファイル
に保存 (Save to file)] をク リ ッ ク します。
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診断ダンプの作成

この診断ダンプの機能によ り、 選択したアダプタの 「ダンプ」 ファ イルを作成できま
す。ダンプ ファ イルはファームウェア バージ ョ ン、 ド ラ イバ バージ ョ ンなどの種々の
情報を含み、 アダプタの ト ラブルシューティングを行う と きには特に有効です。 また、
リモート  ホス トからダンプ ファ イルを取得するこ と もできます。(読み取り専用モード
では使用できません。 )

診断ダンプを開始するには、 以下を実行します。

1. 検出ツ リーから、 ダンプを実行する診断情報をもつアダプタを選択します。

2. [診断 (Diagnostics)] タブを選択し、 [診断ダンプ (Diagnostics Dump)] をク リ ッ ク
します。 [診断ダンプ (Diagnostic Dump)] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

ホス トが CIM インターフェイスを通じて管理される場合、 [ダンプ ディレク ト リの
設定 (Set Dump Directory)] ボタンによ り  ESX ホス ト  ダンプのダンプ ディ レク ト
リーを設定できるよ うにな り ます。 (VMware のみ)

3. 保持ファイル数のカウンタを使用して保持するファイル数を指定します。[既存のダン

プ ファ イルの削除 (Delete Existing Dump Files)] をク リ ッ ク して、システムから選

択したアダプタの既存のダンプ ファ イルを削除します。 

 図 13-16  [ 診断ダンプ (Diagnostic Dump)] ダイアログ ボックス

4. [ダンプの開始 (Start Dump)] をク リ ッ ク します。ダンプ ファ イルが作成されます。

これらのファイルが作成される場所は、オペレーティング システムによ り異なります。

注: VMware システムの場合は、 ダンプを開始する前にダンプ ディレク ト リーを設
定する必要があ り ます。 ダンプ ディ レク ト リーは、 ディ レク ト リー /vmfs/
volumes の下に 「ス ト レージ」 パーティシ ョ ン (データス ト ア ) がなければな
り ません。 
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 Windows – %ProgramFiles%Util\Dump\
 Solaris –/opt/ocmanager/Dump
 Linux – /usr/sbin/ocmanager/Dump

 VMware – /vmfs/volumes の下に作成するダンプ ディ レク ト リー。 

2 つのファイルが作成されます。

 <Hostname_WWPN_Date-Time>.dmp
 <Hostname_WWPN_Date-Time>.txt

5. リモート  ホス ト  ダンプ ファ イルを取得し、 ローカル システムにそれらをコピーす
るためには、 [ダンプ ファ イルの取得 (Get Dump Files)] をク リ ッ ク して ください。
[ 診断ダンプ ファ イルの転送 (Diagnostic Dump File Transfer)] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。 

注: ローカル アダプタ  ポートが選択されている場合、 [ダンプ ファ イルの取得

(Get Dump Files)] ボタンは無効になり ます。 

 図 13-17  [ 診断ダンプ ファイルの転送 (Diagnostic Dump File Transfer)] ダイアログ ボックス

6. コピーするファ イルを選択し  ( 複数の選択可 )、 [ コピーの開始 (Start Copy)] をク
リ ッ ク します。 リモート  ダンプ ファイルがローカルの Dump フォルダにコピーさ
れます。 ローカル ダンプ フォルダの場所は、 ステップ 4 に示されています。
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14. トラブルシューティング
システムが予期せぬ振る舞いで動作するいくつかの状況があ り ます。 ト ラブルシュー
ティング セクシ ョ ンはこれらの多くの状況を説明し、各状況に対する  1 つ以上の対策を

示します。

一般的環境
 表 14-1 一般的環境

状況 解決策

OneCommand Manager アプリケーションを

インストールし、開始した後で、ステータス 
バーには「検出エンジンの初期化中
...(Initializing discovery engine...)」が表示さ

れますが、しばらくしても、検出ツリーには何
も表示されない

検出サーバが適切にインストールされず、結果として実行されてい
ない可能性があります。OneCommand Manager アプリケーション

パッケージをアンインストールしてから、再インストールしてみて
ください。

Web Launch インターフェイスを起動できな

い。OneCommand Manager アプリケーション

の Web Launch Interface のクライアント 
インターフェイスを起動しようとすると、
「OneCommand を起動できません (Unable to 
launch OneCommand)」というエラー メッ

セージが表示される。

システムにある JRE/Web Start バージョンが OneCommand Manager
アプリケーションで要求される最低バージョンを満たしていない
場合、正しい Web Start バージョンの一時的なコピーが自動的にダ

ウンロードされます。これは、OneCommand Manager アプリケー

ション Web Launch Interface のクライアント インターフェイスを

開くために使用され、その後、セッションを終了すると破棄されま
す。しかし、一部のシステムでは、セキュリティ設定またはその他
の要素がこのダウンロードの正常な完了を妨げ、このエラーを導き
ます。

この問題を修正するためには、OneCommand Manager アプリケー

ションで必要なバージョンにシステムの JRE を手動で更新してく

ださい。

FC リンクの確立が失敗する 8 Gb/秒のアダプタが 1 Gb/秒のデバイスに接続しようとしていない

こと、または 16 Gb/秒のアダプタが 1 Gb/秒または 2 Gb/秒のデバ

イスに接続しようとしていないことを確認します。 8 Gb/秒アダプタ

でサポートされているのは、2 Gb/秒、4 Gb/秒、および 8 Gb/秒デバ

イスのみで、16 Gb/秒アダプタでサポートされているのは、4 Gb/秒、

8 Gb/秒、および16 Gb/秒デバイスのみです。

その他のユーティリティはインストールされる
が、Onecommand Manager アプリケーション

はインストールされない

Emulex ドライバをインストールする前に、ユーティリティをイン

ストールしようとしました。

以下の順番でインストール タスクを実行してください。

 1) Emulex ドライバをインストールしてください (ドライバ 
マニュアルの「インストール」セクションを参照）。

 2) ユーティリティをインストールしてください (ドライバ マニュ

アルの「インストール」セクションを参照）。
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OneCommand Manager アプリケーションを

開始しようとすると、Web ブラウザーに

「Emulex Corporation OneCommand Demo of 
OneCommand WebStart web n.n.n.n...」
と表示される

複数のバージョンの Java Runtime がブラウザー クライアントにイン
ストールされている場合、ドキュメント キャッシング メカニズムは
時折、誤って動作します。この問題には 2 つの対応方法があります。

• ブラウザーを終了し、再起動してください。OneCommand 
Manager アプリケーション Web Launch インターフェイスが正
常に起動します。

• Java Runtime の必須ではないすべてのバージョンをアンインス
トールします。OneCommand Manager アプリケーション Web
Launch Interface は、単一のバージョンの Java Runtime のみをブ
ラウザー クライアントにインストールされることを必要としま
す。この単一のバージョンは、すべてのプラットフォームにお
いて Java 6.0 以降でなければりません。

OneCommand Manager アプリケーションの検

出ツリーで、複数の UCNA FCoE または iSCSI 
ポートが単一の物理ポートの下でグループ化さ
れる。

Emulex NIC ドライバがロードされ、オペレーティング システムが

すべての NIC ポートを見ることができるようにします。それらはオ

ペレーティングに対して可視であることのみが必要で、精査した
り、設定されている必要はありません。

操作上のエラーが、OneCommand Manager ア
プリケーションを実行しようとするときに起こ
る。ユーティリティを実行しようとするとき
に、オペレーティング システムのエラーが起

こる。コンピュータがフリーズする 

システムをリブートします。

OneCommand Manager アプリケーションを

実行中の管理サーバの同じ画面に複数のゾーン
が表示されない

各ゾーンに物理 FC 接続を提供します。表示したい各ゾーンに対し

て、OneCommand Manager アプリケーションを有効化したポートを

そのゾーンに接続します。帯域外検出 (イーサネット) を使用して、

未検出のサーバに接続します。 

他のアダプタまたはホストが見えない。
OneCommand Manager アプリケーションが

インストールされているが、ローカル アダプ

タのみが表示される。SAN のその他のアダプタ

とホストが見えない。

ユーティリティは帯域内データ通信を使用しています。つまり、
ユーティリティを実行中の管理サーバが SAN への物理的 FC 接続を

確立している必要があることを意味します。SAN のすべてのアダプ

タは、以下のような場合に表示されます。

• その他のサーバが SANのあなたのゾーンに FC 接続を持つ。ファ

ブリック ゾーニングをチェックしてください。

• その他のすべてのアダプタが OneCommand Manager アプリケー

ションと適切なドライバを実行中である。

• その他のアダプタが Emulex アダプタである。

注: OneCommand Manager アプリケーションは、検出され、管理

されるすべてのリモート ホスト上で実行中である必要があり

ます。OneCommand Manager アプリケーションの Remote 機
能は、ファブリック ゾーニング設定の影響下にあります。

OneCommand Manager アプリケーションにより検出され、管理

されるリモート ホストは、同じゾーンになければなりません。 

 表 14-1 一般的環境 (続き)

状況 解決策
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SAN 管理ワークステーションは、その他の管理

ツールがすべて帯域外であるため、SAN に物理 
FC 接続をもたない。OneCommand Manager ア
プリケーションはこの SAN 管理ワークステー

ション上で実行することができますか?

OneCommand Manager アプリケーションは、リモート ホストが

OneCommand Manager アプリケーションを実行中である限り、帯域

外アクセスを使用して、リモート アダプタと通信できます。 

この問題を解決するには、

 1) OneCommand Manager アプリケーションを開始します。 

 2) [メイン (Main)] メニューから、[検出/帯域外/ホストの追加

 (Discovery/Out-of-Band/Add Host)] を選択します。[リモート

ホストの追加 (Add Remote Host)] ダイアログ ボックスが表示

されます。

 3) [リモート ホストの追加 (Add Remote Host)] ダイアログ ボック

スで、ホストの名前または IP アドレスのいずれかを入力し、[OK]
をクリックします。選択したホストが検出されると、そのホス
トとそこで実行中のアダプタが検出ツリーに表示されます。

不必要なリモート サーバが OneCommand 
Manager アプリケーションに表示される。

リモート サーバが OneCommand Manager アプリケーションに表示

できないようにするためには、リモート システムで以下のいずれ

か 1 つを行います。

• Windows では、OneCommand Manager アプリケーション サー

ビスを無効にします。

• Linux では、 /usr/sbin/ocmanager/stop_ocmanager 
スクリプトを実行することにより、elxhbamgr デーモンを停止

します。

• Solaris では、コマンド "svcadm disable elxhbamgr" 
を発行することにより、elxhbamgr サービスを停止します。

注: サービスまたはプロセスを無効にし、ローカル サーバがリ

モートで表示されないようになります。 

TCP/IP ベースの管理を使用して LP9002 
アダプタで dump コマンドを実行すると、

「ERROR:<302>」が表示される

これらのアダプタに帯域内またはローカルでコマンドを実行します。

 表 14-1 一般的環境 (続き)

状況 解決策
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Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager 
アプリケーションの環境 

 表 14-2 Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境

状況 解決策

FC リンクの確立が失敗する LP21000 アダプタの場合、アダプタがメンテナンス モードでない

ことを確認し、製造用のファームウェアを実行中でないことを
確認します。

 NIC リンクの確立が失敗する Emulex OneConnect OCe1010X アダプタの場合、システム管理

ユーティリティを使用して、ネットワーク インターフェイスを

適切に設定する必要があります

OneCommand Manager アプリケーション ソフ

トウェア パッケージがインストールされません。

エラーメッセージは次のとおりです。「inserv 
Service Elxlpfc はサービス ElxDiscSrvinserv に
対して有効にする必要があります : 既存の 
now/sbin/inserv が終了コード 1 で失敗しまし

た。(inserv Service Elxlpfc has to be enabled 
for service ElxDiscSrvinserv: exiting now/sbin/ 
inserv failed exit code 1.)」

lpfc-install スクリプトでドライバを再インストールします。

SAN 設定が LPFC ドライバによりマップされた 
256 個のターゲットを持つ場合、追加のター

ゲットはドライバによりターゲット ID マッピン

グを取得せずに、ターゲット検出が失敗しま
す。ターゲットの削除またはリンクの再初期化
で問題が解決しない

ドライバのアンロードと再ロードを行い、使用可能なターゲット

ID をリセットしてください。ドライバの再ロードの前に SAN 設定

が正しいことを確認してください。これは、ドライバの一貫したバ
インド テーブルをクリアし、新しいターゲット ノードにターゲッ

ト ID を解放します。

場合によっては、OEM 供給されたファーム

ウェア /OpenBoot イメージの組み合わせを

ロードした後で、BootBIOS を [lputil Boot BIOS 
メンテナンス (lputil Boot BIOS Maintenance)] 
メニューから有効に設定できない

 1) Emulex Web サイトからあなたのアダプタ用の最新 OpenBoot 
イメージのみをダウンロードします。

 2) 本マニュアルの BootBIOS の更新のセクションにリストされて

いるステップにステップに従って、最新 OpenBoot イメージの

みをロードします。

 3) lputil を実行し、[Boot BIOS メンテナンス (Boot BIOS 
Maintenance)] メニューに戻ります。

 4) BootBIOS を有効にします

エラーのため、rmmod が LPFC ドライバモ

ジュールのアンロードに失敗する。モジュール 
LPFC が使用中です。

ドライバを削除しようとして、ドライバに依存
する論理ボリューム グループがある場合、

このメッセージが表示される場合があります。

論理ボリューム グループを使用できないようにします。

次のように入力してください。 lvchange -a n xxxxxxx

上記で、xxxxxx はボリューム グループ名です。
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低速のターゲットやストレージ側のリンク障害
が長引くことにより、ストレージが中間層によ
りオフラインとマークされ、リンク障害が修正
されたときにもオフラインのままになる（回復
されないままになる）場合があります。

ドライバの 8.2 バージョンは、この問題を排除します。しかし、オ

フライン デバイスの問題を経験している場合、SCSI コマンド タイ

ムアウトを 60 秒以上の値に増やしてください。Emulex はまた、こ

の問題に対応するスクリプトを提供しています (2.6 カーネル用 )。
lun_change_state.sh スクリプトにアクセスするには、 
http://www.emulex.com/files/downloads/linux/tools.html をク

リックして、該当するドライバのリンクをクリックし、Linux ツー

ルのリンクをクリックしてください。

I/O 負荷のある条件下で、一部のターゲットは 
SCSI 中間層により指定される 30 秒間のデフォ

ルト タイムアウト内に Linux イニシエーター

により発行される I/O を停止できない。この状

況が修正されない場合、ターゲットへのイニシ
エーターの条件は、ブロック レイヤーの I/O 
障害を引き起こす中断 / 回復問題に悪化しま

す。これらのタイプの障害は、hex 6000000 の 
SCSI IO エラーの前に起こります。

Emulex はこの問題に対応するスクリプトを提供しています。

set_target_timeout.sh スクリプトにアクセスするには、 
http://www.emulex.com/files/downloads/linux/tools.html を
クリックして、該当するドライバのリンクをクリックし、
Linux ツールのリンクをクリックしてください。

LPFC ドライバがアダプタの認識に失敗し、

ドライバ ロード中にシステム ログに「不明な 
IOCB」メッセージを記録する。アダプタは古

いファームウェアを実行中である。

インストール ガイドにリストされている最小のサポートされてい

るリビジョン (またはそれよりも新しいもの) にアダプタ ファー

ムウェアを更新してください。

LPFC ドライバの rmmod がハングし、

モジュール参照カウントが 0 である。

カーネル内の小さな競合状態のため、rmmod コマンドがハングし

ている可能性があります。rmmod -w コマンドを発行します。

これが役立たない場合は、コンピュータを再起動してください。 

障害のあるアダプタがインストールされると、
起動時に、システムのパニックが起こる。

障害のあるアダプタを削除して、再起動してください。

rmmod はデバイスまたはリソースがビジーのた

め、ドライバのアンロードに失敗する。この
メッセージは、OneCommand Manager アプリ

ケーションを最初に停止せずにドライバを削除
しようとした時、OneCommand Manager アプ

リケーションがインストールされ、実行中であ
るとき、または LightPulse アダプタに接続さ

れている FC ディスクがマウントされていると

きに発生します。

ドライバのアンロード前に OneCommand Manager アプリケー

ションを停止してください。このスクリプトは、
/usr/sbin/ocmanager ディレクトリーにあります。 

次のように入力してください。./stop_ocmanager 

アダプタに接続されたディスクをすべてマウント解除します。 

ドライバをロード解除します。 

次のように入力してください。 rmmod lpfc 

ドライバのインストールが失敗する
lpfc-install スクリプト 

がドライバのインストールに失敗する。 

インストール スクリプトは、以下の理由で失敗する場合があります。 

• 前のバージョンのドライバがインストールされている。次の  
/usr/src/lpfc/lpfc-install --uninstall スクリプトを実行し、

ドライバのインストールを試みます。 

• 最新のドライバがすでにインストールされている。 

• カーネル ソースが標準カーネル名と一致しないか、カスタム 
カーネルを実行中である。

 表 14-2 Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境 ( 続き )

状況 解決策
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「カーネル用のモジュール lpfc が見つかりませ

ん (No module lpfc found for kernel)」エラー

メッセージ。カーネルを更新するときに、rpm 
が以下のエラーを生成します。「カーネル 
KERNELVERSION 用のモジュール lpfc が見つ

かりません (No module lpfc found for kernel 
KERNELVERSION)」 

最近アップグレードされたカーネルが RAM 
ディスクを見つけられない。カーネルの更新
後に、カーネルは、RAM ディスクを見つける

ことができず、システムを停止またはパニッ
クする。 

カーネルを更新してからシステムを再起動した
後に、ドライバがロードされない。 

これらの 3 つの状況は、カーネルを更新することで解決される場

合があります。ドライバを更新したカーネルにインストールする 
2 つの方法があります。使用する方法は、ドライバを更新するかど

うかによって異なります。

• ドライバの同じバージョンを使用してカーネルを更新します。 

• ドライバの新しいバージョンを使用してカーネルを更新します。 

これらの手順については、ドライバのマニュアルの「インストー
ル」セクションを参照してください。 

ドライバのアンインストールが失敗する。
エラーをともない、lpfc-install --uninstall スク

リプトが失敗する。 

以下の解決策を試してください。 

• OneCommand Manager アプリケーション インストール ディレ

クトリーから ./uninstall スクリプトを実行することにより、

OneCommand Manager アプリケーションをアンインストール

します。 

• すべての FC ディスク ドライブをマウント解除します。 

• LPFC ドライバをアンロードします。 

lpfc-install スクリプト終了コード。 lpfc-install スクリプトは、インストールの問題を診断する上で役

立つ終了コードを含みます。コードと定義のリストを完了するため
には、lpfc-install スクリプトを参照してください。 

OneCommand Manager アプリケーション ソフ

トウェア パッケージがインストールされません。

エラーメッセージは次のとおりです。 
「inserv Service Elxlpfc はサービス 
ElxDiscSrvinserv に対して有効にする必要があ

ります : 既存の now/sbin/inserv が終了コード 
1 で失敗しました。」 

lpfc-install スクリプトでドライバを再インストールします。 

 表 14-2 Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境 ( 続き )

状況 解決策
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Linux の Emulex ドライバは、カスタム ビルド 
カーネルの RAM ディスクにロードできない。 

カスタム ビルド カーネルは、Emulex によりサポートされません。

しかし、Emulex インストール スクリプトは、Red Hat または 
SLES カーネルで使用されるネーミング スキームに従って RAM 
ディスクにドライバをインストールしようとします。 

• IA64 RAM ディスク イメージの Red Hat ネーミング スキーム

は、  /boot/efi/efi/redhat/initrd-KERNELVERSION.img です。

•  すべてのその他のアーキテクチャの RAM ディスクの Red Hat 
ネーミング スキームは、/boot/initrd-KERNELVERSION.img です。 

• SLES 名は IA64 に対するものと同様のスキームに従います。

カスタム ビルド カーネルが適切なネーミング スキームに従って

いない RAM ディスク イメージを持つ場合、イメージの名前は以

下の手順を使用して変更できます。

 1) RAM ディスク イメージの名前を変更して、使用されている

ディストリビューションに応じて、Red Hat または SLES ネー

ミング スキームのいずれかに合わせます。 

 2) OneCommand Manager アプリケーション RAM ディスク イ
メージへのファイル リンクを更新します。 

 3) ブート ローダー設定ファイルを編集します。

( 例 : /etc/lilo.conf、/etc/yaboot.conf、
/boot/grub/grub.conf、/boot/grub/menu.lst)。古い RAM 
ディスク イメージ名への参照を検索し、新しい名前に置き

換えます。

 4) 変更を検証するために、システムを再起動します。 

 5) Emulex LPFC Linux ドライバ キットをインストールします。 

Linux SCSI サブシステムは、8 個以上の LUN が
存在する場合でも、8 個だけを表示します。 

ターゲットが SCSI-2 デバイスとして報告すると、一部の SCSI ドラ

イバは 8 個の LUN を超えてスキャンしません。 SCSI バス スキャン

を /usr/sbin/lpfc/lun_scan で強制します。SuSE はすべてをスキャ

ンするように変更できる /bin/rescan-scsi-bus.sh を提供します。 

アダプタが見えない 以下の解決策を試してください。

 1)「lsmod」を実行して、Emulex ドライバがロードされているこ

とを確認してください。LPFC ドライバがロードされていない

ことを示すコマンド ラインのエラー メッセージを探します。

これが該当する場合、LPFC ドライバの insmod を実行し、

OneCommand Manager アプリケーションを起動し直してくだ

さい。

 2) OneCommand Manager アプリケーションを終了し、以下の

順番でスクリプトを実行してください。
1.) /usr/sbin/ocmanager/stop_ocmanager - OneCommand 
Manager アプリケーション デーモンを停止します
2.) /usr/sbin/ocmanager/start_ocmanager - OneCommand 
Manager アプリケーション デーモンを開始します
3.) /usr/sbin/ocmanager/ocmanager - OneCommand Manager 
アプリケーション GUI を開始します

アダプタが表示されるはずです。表示されない場合は、システ
ムを再起動してください。

 表 14-2 Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境 ( 続き )

状況 解決策
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他のアダプタまたはホストが見えない。
OneCommand Manager アプリケーションが

インストールされているが、ローカル アダプ

タのみが表示される。SAN のその他のアダプタ

とホストが見えない。 

SAN のすべてのアダプタは、以下のような場合に表示されます。

• その他のサーバが SAN のあなたのゾーンに接続を持つ。ファ
ブリック ゾーニングをチェックしてください。

• elxhbamgr プロセスがリモートホストで実行中である 
(ps -ef | grep elxhbamgr を入力 )。 

• その他のすべてのアダプタが OneCommand Manager アプリ
ケーションと適切なドライバを実行中である。 

• その他のアダプタが Emulex アダプタである。

注 : OneCommand Manager アプリケーション サービスは、

検出され、管理されるすべてのリモート ホスト上で実行す

る必要があります。 

新しい LUN が見えない 以下の解決策を試してください。

 1) ツールバーの [LUN の更新 (Refresh LUNs)] ボタンをクリッ
クします。 

 2) OneCommand Manager アプリケーションを終了し、
OneCommand Manager アプリケーションを再起動します。
新しい LUN が表示される場合、完了します。 

この操作がうまくいかない場合は、次のことを試してください。 
 1) OneCommand Manager アプリケーションを終了します。 
 2) /usr/sbin/ocmanager に移動します。 
 3) ./stop_ocmanager を実行して、elxhbamgr と elxdiscovery 

プロセスの両方を停止します。 
 4) ./start_ocmanager と ./start_elxdiscovery を実行して、

両方のプロセスを再開します。 
 5) OneCommand Manager アプリケーションを開始します。

不必要なリモート サーバが OneCommand 
Manager アプリケーションに表示されます。 

帯域外 (TCP/IP) 管理対象システムを削除するには、以下を実行し
ます。

 1) メイン メニューから、[ 検出 (Discovery)] > [TCP/IP] >
 [ ホストの削除 (Remove Host)] を選択します。

 2) 検出を停止するすべてのホストを選択します。

 3) [ 削除 (Remove)] を選択します。

 4) [ 完了 (Done)] をクリックして終了します。

帯域内 (FC) 管理対象システムを削除するには、以下を実行します。

 1) 検出を停止するリモート システムにログインします。

 2) elxhbamgr プロセスを停止します。

• Windows の場合 :「Emulex HBA Management」サービスを停止
します。

• Linux の場合 : /usr/sbin/ocmanager/stop_ocmanager スクリ
プトを実行します。

• Solaris の場合 : /opt/ELXocm/stop_ocmanager スクリプトを
実行します。

「GetDriverParamsGlobal」への OCM CLI コマン
ドは、グローバル ドライバ パラメータの恒久的
な (リブート後も有効)  値を暗黙に返します。
一時的なグローバル値は、永久のグローバル値
の現在の割り当てがない場合のみ返されます。

アダプタ ドライバ パラメータの現在 ( 一時的 ) の値が必要な
場合は、「GetDriverParamsGlobal」コマンドの代わりに
「GetDriverParams」コマンドを使用します。

 表 14-2 Emulex Linux 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境 ( 続き )

状況 解決策
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A



14. トラブルシューティング

Emulex Solaris 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境
229
 Emulex Solaris 用ドライバと OneCommand Manager 
アプリケーションの環境 

VPort と OneCommand Manager アプリケーションの

環境  

 表 14-3 Emulex Solaris 用ドライバと OneCommand Manager アプリケーションの環境

状況 解決策

NIC リンクの確立が失敗する Emulex OneConnect OCe1010X アダプタの場合、システム管理

ユーティリティを使用して、ネットワーク インターフェイスを

適切に設定する必要があります

OneCommand Manager アプリケーションの検出

ツリーでは、COMSTAR ( ターゲット ) モードで

実行しているリモート帯域内 (FC/FCoE を介して

管理された ) アダプタ ポートを表示しません。

帯域内 COMSTAR ポートは、OneCommand Manager アプリケー

ションの GUI を使って管理することはできません。 対処策とし

て、次のいずれかを行ってください。

• 帯域内ではなく TCP/IP を介してホストを管理します。

• OneCommand Manager アプリケーション CLI を使用してポー

トを管理します。

 表 14-4 VPort と OneCommand Manager アプリケーションの環境

状況 解決策

VPort 作成の失敗。 VPort 作成中のエラーが起きた場合、エラー メッセージは失敗を
示します。仮想ポートを作成する前に満たさなければならないい
くつかの条件があります。これが問題になることがあります。
満たされていない条件の詳細なリストは以下の通りです。

 1) OneCommand Manager アプリケーションを開始します。

 2) メインメニューから[表示 (View)] > [仮想ポートごとにアダ

プタをグループ化 (Group Adapters by Virtual Port)] を選択

します。

 3) 検出ツリーから、仮想ポートを作成する物理ポートを選択し
ます。

 4) [ 仮想ポート (Virtual Ports)] タブには、仮想ポートの作成を

妨げる満たされていない条件のリスト ( 該当する場合 ) が含

まれます。満たされていない条件がない場合でも引き続き

VPort 作成が失敗する場合は、Emulex テクニカル サポート

に連絡してください。

サポートされないアダプタまたはホストの仮想
ポート。

古いバージョンの OneCommand Manager アプリケーションを

実行中のサポートされないアダプタ ポートまたはホストを選択

すると、「この HBA またはホストで仮想ポートが使用できません 
(Virtual Ports not available on this HBA or Host)」が [ 仮想ポー

ト (Virtual Port)] ウィンドウに表示されます。
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ポートの準備ができていない。 [ 仮想ポート (Virtual Port)] ウィンドウの [ 新しい仮想ポート

(New Virtual Port)] ボックスのコントロールが、VPort を作成で

きない理由のリストにより置換されます。理由は以下の 1 つ以

上のものであることがあります。

• ドライバ NPIV パラメータが無効です。

• SLI-3 がポートにより使用されていません。

• アダプタ ポートの追加仮想ポートのリソースが不足してい

ます。

• ポートはファブリックに接続されていません。

• ファブリック スイッチが仮想ポートをサポートしていません。

• ファブリック スイッチの追加仮想ポートのためのリソース

が不足しています。

• ポート リンク ダウン状態です。

 表 14-4 VPort と OneCommand Manager アプリケーションの環境

状況 解決策
OneCommand™ Manager アプリケーション P007997-A1A Rev. A
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